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第一幕　県大会準備の篠原さん







　九月上旬、まだ夏の暑さが残っている。

　公園を飾り立てる頭上の葉は青く、県道を走る車の音の合間に、季節外れになお存在を主張する蝉の鳴き声が聞こえている。

「僕たち、注目を集めている気がするんだけど」

　並んで歩く綾あや坂さかが、辺りを見回しながらいうと、守まもるは苦笑して言った。

「俺おれたちというより、君だろうな」

　綾坂は、中学時代に「天使の指先」で名を知られたいわゆる王子様だ。当然、その名は高校球界でも知れ渡っている。

　いくつもの運動施設が集まり、頭上をモノレールが走る、総合スポーツセンターにあるホールだった。まもなく、ここで秋の県大会の抽選が行われようとしている。

　傾斜になったホール内には、地区予選を勝ち抜いた代表五十校の球児が集まっており、明みよう神じん学がく園えん高校の代表は、エースの綾坂と、正捕手の守、主将の鈴すず鹿か巧たくみと、顧問の涼りよう子こ先生だ。一人、ついてきたくてたまらない様子だったマネージャーがいたが、あいにくと彼女はじゃんけんに弱いためにグラウンドでのお留守番となってしまった。少しすねていたので、帰りには彼女の好きなケーキを買っていってやるつもりだった。

　最後列の席につくと、大きなホールを埋め尽くすざわめきを聞きながら、守まもるは、会場前の受付で渡された抽選会目録のプリントをながめた。

「うちがシード校か……」

「高校ではじめてのＡシードだね」

　隣に座っていた綾あや坂さかが、プリントをのぞきこんでくる。

　綾坂は、首元まできっちりと制服の前を閉じているが、その首筋から、ほのかな甘さをはらんだミントの香りがしてきて、守はどきりとさせられた。

　明みよう神じん学がく園えんエースの綾坂飛鳥あすか。その正体は、双子の妹の綾坂真ま琴ことだ。両親からは女子が野球をすることを反対されており、普段は兄の飛鳥と入れ替わっている。

　この場でそれを知るのは、守ただ一人で、ただ黙ってやりすごすしかない。

「去年はシードではなかったんですか？　たしかベスト16だったと伺いましたが……」

　守の隣、綾坂の反対に座る顧問の保ほ科しな涼りよう子こが、膝ひざの上に両手を置いて、たずねてくる。

「ええ、あのときはシードじゃないですね。新人戦は早期敗退だったので」

「あやさかが硬球に慣れてくれたから、大活躍の大会だったんだよなー」

　涼子先生の向こうに座る鈴すず鹿かが、ぴょこたんと両手を広げていった。

「慣れてなかったというより、中学での投球が通じなかったっていう方が正しいかも……」

　綾坂は、思案顔で言う。

「そうだったのかー？　おれはぴっちんぐのことはよくわからないんだぞー」

　きゅるんと首をかしげる鈴鹿の疑問に、守が解説した。

「綾坂は、ストレートの回転を変えて、芯しんを外したり、打ち上げさせる投球を主軸にしていたんだ。今でも、中堅レベルのチーム相手なら、それでも通用するんだが……」

「それより上だとどうなるんだー？」

「一言でいえば、押し込まれるんだ。金属バットは、ただでさえ芯が大きいから、それで高校レベルの強打をされると、細かい変化は叩たたき潰つぶされる。それを打破するためにフォークを覚えたのが、去年の秋からの復活の理由だな」

　しかし、その綾坂のセンスをもってしても、強豪ラインのベスト16止まりだ。……しかも、夏の初戦では、鳴なる沢さわ相手になすすべもなく打ち込まれた。

　だから、今回の大会、正捕手として一つ試してみたいことがあった。その思いを込めて、守はこう独りごちた。

「何であれ、初戦はやりやすい相手とあたりたいな。なるべく、打力のない所と」

「打力のないところ？」と涼子先生は不思議そうに言う。「どうして打力が……あっ」

　ホールの照明が落ちて、関係者が壇上に上がってくる。

　抽選会の始まりのようだ。進行役のアナウンスが場内に響く。

『それでは、シード十六校からクジ引きを行います。各校代表は、前にお越し下さい』



　学校に戻ると、さっそくナインが結果を聞きに群がってきた。

「で、最初の相手っていうのは？」

　仮入部員の杏あんずが、体操服姿で駆け寄ってきて、率先して訊きいてくる。

「それはわからないぞ」

「はい!?　何のために抽選会行ったの!?」

「ああ、ちがう、俺おれ達たちはシード校だから、一回戦は免除なんだ。……まあ、勝ち上がってくる方はだいたいわかっているようなものだが」

「なんてとこ？」

「……千せん国ごくというところだ」

「「はあ―――ッ!?」」

　ナインの声が重なった。杏がびっくりして、周りを見回す。

「えっ、何!?　みんなどうしたの!?　そこ強いの？　お兄ちゃん」

「千国は今年の夏ベスト８で、去年の秋の県大会では俺達がやられた相手だ」

「うわあ……どうするの？」

「どうにかするさ。次の問題は……おそらく、三回戦に来るだろうＡシードの御み商しようだな」

「「みしょお――――ッ!?」」

　橘たちばながやけくそ気味に高笑いして、片かた桐ぎりが「もうだめだ……」と弱気モードに入り、げんきだすんだぞーと鈴すず鹿かがぽんぽん片桐の足をたたいている。

「ま、またこの反応!?」と杏が驚く。「おにいちゃん、そこも強いの？」

「ああ、御み堂どう商業は伝統の強豪校で、一応、夏の準優勝校だ」

「けど、実際に研究してみないことには、どういうチームになったのかもわからないし……今名前だけ聞いて怖がってもしかたないよ」

　綾あや坂さかが、皆の不安をかきけすようにいう。

「そうね、わたしの方で映像とかお取り寄せしてみるから任せておいて？」

　ケーキの箱と、スコアブックをそれぞれの手に持った女子マネージャーの深ふか見みが、くすっと悪戯いたずらっぽく笑う。



「まあ、そういうことだ。おおかたの対戦相手がわかっている以上、しっかりと準備して、一戦一戦大事に戦っていけば、勝てない相手じゃないはずだ」と守も続いた。

「そうだぞー、みんなで頑張るんだぞー！」

　鈴鹿の激励を受けて、チームメイトは、おおっと呼応する。しかし、まだいけるはずだ。鈴すず鹿かが「もーいっかい！」と呼ぶと、おおおおっと今度はさらに強い声で応こたえた。

　その日から、本格的に本番に向けた練習が始まった。



　　　　　◇



　その次の日、守まもるが打撃練習を終えて鳥カゴを出ると、入れ替わりで杏あんずが入ろうとした。

「待て、お前は入るな」

「なんで!?」

「大会前なんだから、レギュラー優先だろう」

「あ、そっか」杏は少しむくれる。「打つの楽しいのになー」

「ほう……一応当たるようになったのか」

「当たるよ！　飛ばないけど……」

　守は笑った。

「大会が終わるまでの我慢だな。ティーを使っての打ち込みは好きにしていいぞ」

「むー……はいはい、了解です」

　そういって杏は珍しく素直に身を引いた。

　しばらく鳥カゴで打ってる間、杏は守の打撃を見ていた。だめだなーとか茶化してきたり、おおーとおもわず声を上げてしまったりする中、守が黙々と打つ。

「ねーねーそういえばお兄ちゃんさー」

「うん？」

「相手が強いのはわかったけど、うちってどれくらい強いの？　グラウンドおっきーし、こないだ新人戦優勝してたし、もしかしたらすっごい強かったり？」

「うむ……普通だな……」

「うわー一番つまんない答え」

「夏大でいうと、ベスト32前後には行けるが、16以上には行けないレベルだ」

「ベスト32……県内で32番以内に入るってこと!?」

「まあそうだが、夏大でいうと３勝すればベスト32だ。……といっても、その３勝というのがかなり難しいんだがな。組み合わせ次第ではベスト64までは行けることもあるが、そこから先だと、強豪がひしめいてなかなかな……」

「よくわかんないけど、うちは強豪じゃないの？」

「……すくなくとも、強豪とは思われてないだろうな。綾あや坂さかがエースに落ち着いてからは、ベスト64そこそこのチームにはほぼ負けなしなんだが」

「ふーん……」と杏。「なんかパッとしないかんじ」

「そうだな……エースもいるし、役割もうまく分けられているんだが……」

「やきゅーって難しいねー」

「そうだな」

　そんな中、深ふか見みが「ふたりともー」と呼びながらやってきた。

「あ、深見さん、どうしたんですか？」

「あのね、風かざ見みさんが杏あんずちゃんに用があるんだって。グラウンドの外で待ってるから、呼びにきたの。篠しの原はらくんもいたら呼んでほしいって言ってたわ」

　風見――風見愛あい理り。一年生のソフト部の特待生だ。夏休み中は、気分転換（そういって差し支えないだろう）の目的で野球部の練習と合宿に参加していた彼女だったが、今はソフト部に戻っている。

「杏に用事……何なんだ？」

「さあ？　それは聞いてないけど……杏ちゃん知ってる？」

「え、こころあたりないですけど……それにわたし、学校で話したことないです。廊下ですれちがって挨拶するくらいか、あとは……こないだ体育で一緒になったくらい？」

　……そんな接点のない愛理が、いったい杏に何用だというのだろうか？

　ともあれ、本人に会いにいけばわかることだ。



　愛理は、グラウンドの正門にもたれて、静かに目を伏せて待っていた。

　ちょっと目つきの悪い、ショートヘアの少女だ。

　こうして見ると、綾あや坂さかに匹敵する均整のとれたプロポーションをしている。何でも主に一年女子の間で大人気の、明めい学がくの新しい不良アイドルらしい。

「風見」と守まもるは呼んだ。

「あ、先ぱ――うわっ！　なんだこれ！」

　愛理はこちらを向くなりぎょっとした。

「あーいりちゃん」と橘たちばな。「ひさしぶりなんだぞあいりー」と鈴すず鹿か。「なんだ女か」と片かた桐ぎり。

「風見さん」と深見。「……どうも」と綾坂。「こ、こんにちはー」と杏。「おひさしぶりです」と涼りよう子こ先生。

「すまんな」と守は微笑ほほえんだ。「みんな途中で話聞いてついてきてしまったんだ」

「……い、いや……別にいいですけど」

　身を起こした愛理は、二人ぶんのソフト用のグラブとボールを持っていた。

　何な故ぜそれを持っているのかは説明せず、愛理は一行をグラウンドの外に連れ出した。

「篠原さん」

　そこで、愛理はソフト用のグラブの片方を、杏に渡した。

　残る一方を、自分の手にはめながら、杏から距離をとって歩いて行く。

「風見さん、何をはじめるの？」

　深ふか見みが、目をぱちくりさせながらたずねる。

「ただのキャッチボールですよ」

　愛あい理りは、短くそう答えると、杏あんずに向かって軽くボールを投げた。杏は、ぽす、と軽い音をたててキャッチした。

　……なんてことのない捕球だ。しかし、杏は、野球部に入った当初は、ボールを捕るのも投げるのもおぼつかなかった。それを考えると、ずいぶんと進歩したものだ。

「それ、投げ返してくれる」

　杏が普通に投げ返そうとすると、そうじゃなくて、と愛理は言った。

「体育のソフトでやったみたいな、下手投げでだよ」

「……？」

　杏はとまどいながらも、ぎこちないフォームから、大きなボールを投げた。

　しゅるりと音をたてて、走ったボールが、愛理のグラブを甲高く叩たたいた。

　その音を聞けば、愛理が何のためにここにやってきたのかわかった。

「……杏のボールはどうなんだ、風かざ見み」

　愛理は、深く考え込みながら言った。

「あたしはコーチじゃないから、詳しいことはいえないですけど……体育の合同授業の時に見たこのボールがどうも目に焼き付いてて。実際、一度空振りさせられましたし」

　杏を見る。杏はきょとんとしていて、事態が把握できていないようだった。

　あの愛理から空振りをとった？　たった一度だが、されど一度だ。

「ボール一つが変わるだけで、全然ダメになる投手の人とかっていますよね……」愛理は慎重に言葉をつむぎながら言う。「その逆もごくまれに」

「……杏もそうなのかもしれないってことか？」

　守まもるがそういうと、杏が、へっ？　とびっくりして顔を仰いできた。

「それはわからないですけど……あたし、細かい性格だから、こういうのって一度気になるとどうしてもだめなんです」



　愛理は、……だから、と言って顔を上げて守を見上げてきた。

「先輩。篠しの原はらさんって、多分今練習できてませんよね。大会中だから、レギュラー選手中心になってると思うんですけど」

「ああ、ついさっきそんな話をしたところだが」

「なら、大会期間中、彼女をソフト部に預けてみませんか？　あたしが、野球部に預かってもらった時みたいに」

「わたしがソフト部に……？」

　杏が、戸惑い気味の表情で、守を見る。

　杏の投げるボールには、確かに投手の才能の片へん鱗りんがあるように見えた。ボールにきっちりと回転をかけながら、コントロールできる投手の資質のようなものだ。

　杏あんずは、自分がこのままでいいのか、と合宿中に言っていた。それに……杏にとって、一人前のレギュラー選手を目指す練習は、今後の得難い経験になるはずだ。

　何より、一人の捕手として、杏のボールを磨いたらどうなるか、見てみたいとすら思ってしまったのも事実だ。



「面白いと思うぞ。……確かに、お前のピッチングには光るものを感じる」

「ほ、ほんと……？」

　半信半疑だった杏も、守まもるの言葉を聞いて、ようやく驚きを覚えたようだった。

　それから、少し迷ったようにしながらも、杏は思い切ったように言った。

「……わかった。風かざ見みさん、わたし、ソフト部の練習やってみたいです！」

　愛あい理りは、すぐ申し出を承諾した。

「そのつもりで来たから構わないけど……臨時入部はいつからがいい？」

「いつからできるんですか？」

「柏かしわ木ぎ先輩には許可とってるから、今からでも良いいといえば良いんだけど」

「んっとー、それじゃあ……」杏は少し考えた末に、「今からで！」

「……いいんだ」愛理は言う。「……じゃあ、妹さん預かっていいですか？　先輩」

「ああ、よろしく頼んだぞ」

　ナインで杏と愛理を見送り、守は、皆と共に練習に戻っていった。



　辺りがすっかり暗くなったころ、愛理が戻ってきた。

「じゃ、送り届けましたから」

「あ、ああ……」

　守の腕に預けられた杏は、ぐったりとして完全に死んでいた。

　汗だくで、すっかり、目を回してしまっている。

「野球部では体力作りだけだったでしょうけど、本格的な練習をすればこんなものですよ」

　と、愛理はあくまでクールに言った。

「杏が起きたら、『明日の朝練は六時から』って言っておいてください。……それじゃ、お忙しいところ申し訳ないので失礼しますね、先輩」

　愛理が、すたすたと去っていく。

　その背中を見送ってから、守が腕の中を見下ろすと、

「おに……おにいひゃん……」

　杏が、胸を上下させながら、力なくつぶやいていた。



　……まったく、これからどうなることやら。



    

  
    
      



    

  
    
      慰安担当の涼りよう子こ先生①





　ソフト部に行きはじめてからというもの、杏あんずが、毎日死にかけている。ふだん動かしていなかった部分の筋肉痛で、立って歩くことすら億おつ劫くうそうだった。

「うー……もう動きたくなーいー……」

　杏は最近、野球部では、暇さえあれば部室のソファで丸まっている。

「筋肉痛にはオレンジジュースが効くらしいよ」と真ま琴こと。「確か本部にあったはずだけど」

「おれんじじゅーすー……？　飲みに行くのもだるいー……」

「それくらい、ついできてあげるわ？」

　ＧＰＳゲームプレイステーシヨンでスパプロをしていた深ふか見みが、元気よく立ち上がって部室を出て行った。



　戻ってきた深見は、涼子先生を連れていた。

「ねえみんな、涼子先生って、疲れに効くマッサージできるんだって」

「マッサージできるといっても、座学の聞きかじりですが」と涼子先生。

「どんなマッサージなんですか？」と守まもるは尋ねた。

　涼子先生は、ソファの方に行くと、「……少しじっとしててくださいね」とうつぶせの杏の背中にそっと指を押し当てた。

　涼子先生が「ツボ押しマッサージです」と指を押し込むと、杏が、背中をそらして悲鳴をあげた。どうやら、効き目抜群のようだった。



　涼子先生のツボ押しマッサージの噂うわさはまたたくまに広がり、部室には、いつしかちょっとした行列ができていた。大会前の練習で忙しい中、部員たちも一応疲れているようだ。

「……は、はわわー……つ、次の方どうぞおー」

「先生……大丈夫ですか？」と綾あや坂さか。「そろそろ先生も休んだ方が……」

「平気ですよ……ご心配ありがとうございますー」

　へろへろになりつつある涼子先生の前に、次は深見がやってきた。

　涼子先生と相談して、肘ひじの辺りを揉もんでもらっている。

「深見、お前は何のツボをやってもらってるんだ？」

「え？　ゲームの目疲れに効くところだけど……わっ、何をするの篠しの原はらくん？」

　守は「今はレギュラー優先だ」と溜め息混じりに深見を列から連れ出した。



「ねー……おれんじじゅーすはー……？」

　杏は、ソファで丸くなったまま呟つぶやいた。



    

  
    
      慰安担当の涼りよう子こ先生②





　次の日、涼子先生が筋肉痛になった。

　あれだけ献身的にマッサージをしていたのだから、当然といえば当然だ。

「……ようやくチームに貢献できると思ったのに、すみません……」

「おかげでみんな元気ですよ」と守まもるは言った。

　杏あんずにかわってソファに寝る涼子先生を、綾あや坂さかが見て呟つぶやく。

「ずっと涼子先生一人じゃ荷も重いだろうし、僕たちも何か覚えてみよっか……」

　悪くない提案だ。自分たちで覚えれば家でも出来る。

「ちなみに先生、効き目のあるツボといえば、他には何があるんですか？」

　守がたずねると、涼子先生は、わかりやすくいくつかのツボを教えてくれた。



　風ふ呂ろ上がりの杏をつかまえて、自分の部屋に引っ張り込む。

　ベッドに座らせると、杏はどきまぎしながらこちらを見つめてきた。

「ど、どうしたの？　お兄ちゃん」

「足を貸せ」

「へ？」

「足を貸せ。マッサージの練習だ」

「足を貸せって……」

　杏は、少し戸惑いながら、パジャマからのびる裸足はだしをさしだしてくる。

　守はその足首を掴つかんで、妹の足の裏に指を添えた。

　ふにっとして柔らかい。

　くすぐったいらしく、杏の足の指がわきわきと動いた。

「あはっ、あはははっ！　なにす、なにっ……きゃんっっ！」

　杏の顔色が変わって悲鳴が上がった。守が、杏の肩に効くツボを刺激したからだ。杏は守の枕に顔を押しつけてうめいていたが、やがて耐えきれなくなったように、思い切り守の方に右足で蹴けりを連発してきて、ついに守は一撃を顔面にくらった。

「ばかじゃないの!?」と杏は涙目で起き上がる。「痛いよ！」

　守は鼻を押さえながら、杏につめよった。腕をつかむ。

「え……な、何……」

　おっかなびっくり身を縮める杏の、掌てのひらの真ん中を揉もむ。

「『手心』といって、イライラに効くツボらしいが……」

「全然反省してないっっ！」

　枕でばふばふ叩たたかれた。



    

  
    
      ラーメン屋の篠しの原はらさんたち





　練習前の部室で、深ふか見みが人さし指をたてて言った。

「篠原くん、県道沿いのラーメン屋さんあるじゃない。あそこが大食い始めたんだって」

「大食いか！」橘たちばなが勢いよく言う。「それって時間内に食ったらタダってんだろ!?」

「そう聞いたら、挑戦しないわけにはいきませんね」

　片かた桐ぎりが腕組みしながら言う。

「お兄ちゃん、大食い勝負だからね！」

　杏あんずがびしぃと指をつきつけてくる。

「……俺おれも行くってことか」

　結局、練習後チームみんなで乗り込むことになった。



　練習後のラーメン屋の一角で。

「「「…………」」」

　片桐と橘と、そして杏が、カウンター席に伏してぐったりとしている。

「……だから言わんこっちゃない」

　守まもるは、はじめからタイムアタックは捨てて、のんびりと特大ラーメンをつついていた。鈴すず鹿かには小皿にわけてやり、ほかのみんなと同じ丼を鍋なべ気分でつつく。

「しかし、それにしても、深見はラーメンを食べるのが下へ手ただな」

　守のラーメンをつまんでいた深見が「う」と顔をしかめた。深見は今までラーメンを食べたことがほとんどないらしく、いつも髪をかき上げながらはふはふと一生懸命食べる。

「まるで犬みたいだな」

「……」深見はくちびるをとがらせる。「そういうなら冷まして欲しいの」

「それくらい子供じゃないんだから自分でやれ」

「むう」

　綾あや坂さかは、そんなテーブルを楽しげにながめていた。



　精算は、守がまとめて行うことになった。人数ぶんの麺代を払ったが――

「３０００円お返ししますね。時間制限内にクリアしたので」

　店員が、三千円を一人に手渡す。

「「食べたのか!?」」

　全員がぎょっとして振り向くと、

「うん。エースとしてこの程度で音は上げられないからね。ごちそうさまでした」

　綾坂は華麗に微笑ほほえんで、先に店を出て行った。



    

  
    
      帰国子女の杏あんずちゃん（ソフト部編）





　総合運動場を挟んで、野球部専用グラウンドの反対側に、ソフトボール場はある。

　総合設備を有する野球部とは違い、専用フィールドのみなので、部室は、ほかの運動部と同じく部室棟の中の一つにあった。

　休憩中、ポットの音が聞こえてくるたび、そんな部室の空気が凍り付く。

「茶を入れたんだが」

　ソフト部二年主将の柏かしわ木ぎ夢ゆめ瑠るが、湯飲み片手にそういうと、部員全員が顔をそらした。

「……あたしは飲まないですよ」

　椅い子すに座って、据え置きの飴あめを吟ぎん味みしていた愛あい理りは、即座に予防線を張った。

「心配するな。今回は、調合具合をちゃんと調節したはずだから」

「そう言いながら近づいてこないでください」愛理は椅子を引いて距離をとる。「というか、柏木先輩は、どうして単品の茶葉でお茶を入れようとしないんですか。そうやって無駄な工夫するから、次々に墓穴を掘るんだと思うんですが」

「実家が茶葉農家でな、花嫁修業の一環なんだ。頼む」

　柏木は整った顔立ちなので、笑うと実に麗うるわしいが、もはや、その笑顔を好意的に解釈する者などソフト部内にはいなかった。しかし、今の部室には部外者が一人いた。

「へー、ブレンド茶。わたし飲んでみたいです」

　ソフト部に来て日の浅い杏だった。当然、部内のバイナリ毒どく茶ちや被害者の会（全員）が、その末路を把握したが、誰だれも火の粉はかぶりたくなく、涙を飲んで黙り込む。

「ほう、さすがは篠しの原はらの妹だ。今度こそは自信があるから、たんと飲むがいい」

「はーい」

「ちょっ、杏――！」

　青ざめて止めに入る愛理。その目の前で、杏はお茶をすすり―「へー、個性的な味ですね」と平然といった。

「本当か、杏。飲めるのか」

　柏木が喜ぶ。

　……え？　嘘うそ？　飲めるの？　飲めるようになったの？

　半信半疑でささやきあうソフト部員たちが、テーブルに置かれた湯飲みを見つめた。



「日本ってちょう料理美お味いしいよね。イギリスのが絶望的だったからほんとにそう思うよ」

　杏は、守まもると並んで間食のおにぎりを食べながら言う。

「ところで、今日は風かざ見みがお前の送迎に来なかったがどうかしたのか？」

「なんかお茶飲んだら具合悪くなったってー」



    

  
    
      紅白戦登板の杏あんずちゃん





「今日は、杏ちゃん帰ってくるの遅くない？」

　土曜日、昼休みになって杏が帰ってこないので、深ふか見みが気にしはじめた。

　すると涼りよう子こ先生が言った。

「篠しの原はらさんなら、今日、ソフトの紅白戦に出るから少し遅くなるそうですよ。さっき、顧問の先生が言っていました」

「紅白戦か……皆で見に行ってみるか？」

　ふらりと見学に出向いた紅白戦では、杏が、不格好ながらもマウンドで投げていた。当然、打たれてはいるものの、優秀な守備に助けられて、一回を無失点で投げきる。

「ちゃんとした投手になってる」

　真ま琴ことが、驚きの表情でいう。そのとなりから深見も顔を出してきた。

「ねえ、杏ちゃんってすごいの？」

「ソフト部は一応、今年県大会の決勝に行っているレベルだからな」と守まもる。

「ということは、結構すごいのね……がんばれー、杏ちゃん」

　野球部の声援を受けつつ、杏はなおも投げた。最後は、連打を浴びて降板したが、ソフト歴が一週間にも満たない急造投手としては上出来すぎるくらいだった。

「……本当に凄すごい。少し前まで、私と同じで野球の事は何もわからなかったのに……」

　後ろで、涼子先生のささやくような声。

「そうですね。体育の授業と違って、今回のは本職相手――」

　振り向いて、涼子先生の顔を見て驚いた。

「どうしたんですか、涼子先生」

「いえ……いつのまにか、篠原さんの方が野球に精通し始めていて……」

　涼子先生の顔が青ざめている。まずい。また先生が自信を喪失しかけている。

「――先生、それはちがうと思います」

　グラウンドを見ていた真琴が振り返り、真剣な表情で言う。

「えっ……？」と涼子先生。

「そもそも、野球とソフトという競技を一緒くたにするところが違います。第一にソフトは塁間が野球の三分の二だから戦略性が大きく違ってくるし、盗塁もルール上できません。一番有名なのはピッチャーが下手投げしか許可されていないために――」



　はわわー、と涼子先生が鳴いている。どうやらまたミスをしてしまったようだ。

「今日の先生はいつにもましてミスが多いような？」と真琴。

「いや……」と守まもるは言った。「そうだな……」



    

  
    
      人間観察の杏あんずちゃん





　杏は、午前はソフト部、午後は野球部の練習に参加するというダブルヘッダーでハシゴをしている。

　日曜日、守まもるたちが午前練習を終えて部室に戻ると、杏が、ソフト部から戻ってきていた。雑誌を顔にかけて、ソファの上で丸くなっている。

「あ、先輩。おはようございます」

　同じく、部室には、愛あい理りもいた。ソファのよりかかりに腰かけて、杏の保護者のように見守ってくれていた。

「今日も杏を送り届けてくれたのか。いつも悪いな」

　部員が次々戻ってくると、その足音で、杏が目を覚ました。

「うー……？　あ、お兄ちゃん……おはよー……」

「ああ。だがもう昼だ」

「あーそっかー……」

　杏は起き上がったものの、今度は、反対側にぱたんと倒れた。

「おい、大丈夫か？」

「だいじょぶ、眠気覚ましにこれやるから……」

　杏は、顔をふさいでいた雑誌を開いて、鉛筆片手に寝ぼけ眼まなこで読み始めた。

　どうやらパズル問題集のようだ。

「ソフト部のを貸してもらったんだ。決まりを見つけて、問題解いていくんだよ……」

　眠い目をしながらも、杏は、すらすらとパズル問題を解いていく。

「お前は人を観察したりするのが好きだから、そういうのは得意そうだな」

「え？　そっかなー」

「ほら、こないだも言っていただろう。綾あや坂さかが俺おれの事を……」

「練習中に、お兄ちゃんの事ちらちら見てるってやつ？」

　横を通りかかった真ま琴ことが、ガコォン！　と足下の木箱に足をぶつけて転びかけた。赤い顔を伏せて箱を元に戻して行ってしまうと、杏と守は顔を見合わせた。

「ああ……あとは、たしか、風かざ見みの事も言っていたな」

「あー、あれね」

「……あ、あたしが何ですか」

　愛理が明らかに警戒した様子で問うてくる。

「えーと、ソフト部の練習中に、野球部の事よく聞いてくるようになったっていう――」

　愛理は、ソファのクッションを、ばふっと杏の顔に押しつけた。



    

  
    
      



    

  
    
      



    

  
    
      水難の篠しの原はらさん①





　おみくじを引いてみた。

　守まもると深ふか見みの二人で、休日にリムジンで出かけた神社だった。一応、大会祈願のつもりだ。

「篠原くん、これ見て」

「大吉だな」

「恋愛運が良いいらしいの」

「恋愛運……。俺おれも引いてみるか」

　守が引くと「末吉」だった。その内容の一つにこうあった。

「「水難に注意？」」



　洗濯はマネージャーの仕事だが、深見はマネージャー就任と同時にグラウンドにドラム式洗濯機を持ち込んでそのハードルを華麗にクリアしている。

　その洗濯機が壊れた。

「うーん……」

　ガコンガコン左右に飛び跳ねる洗濯機を見下ろしながら、深見が考え込んでいる。

「これはもう洗濯板で手洗いするしかないんじゃないか？」と守。

「ふうん、洗濯板なんてものがあるの」

「水みず桶おけみたいなのがあれば足洗いできて楽なんだけど……」と真ま琴こと。

「あ、足って、そこまでするの？　……あ、でも、それならいいのがあるわ」

　深見が、女子更衣室から持ってきたのは家庭用プールだった。

「はいプール」

「お前はさも当然のように出してきたが、何な故ぜうちにこんなものが？」と守。

「夏にスイカとか冷やす用に持ってきておいたんだけど、使う機会がなくって」

　深見はホースでその中に水をためる。

「これでいいの？」

「うん。それで、この中に洗濯物を入れて、あとは……」

　綾あや坂さかはスパイクを脱ぎ、ソックスを指先で脱ぐと、するりときれいな裸足はだしを露あらわにしてプールに入った。足首がきゅっとしまって、きれいな足だった。

「深見さん、洗濯物持ってきてくれる？」

　深見が洗濯機から持ってくる。

「………………」綾坂は洗い物を指で広げた。「ハンカチ一枚だよ……？」

「う、うん、だから、そこまでしなくていいかなと思ったんだけど」

「こっちの台詞せりふだ……！」と守は顔に手を当てた。



    

  
    
      水難の篠しの原はらさん②





　野球部のグラウンドには専用の水道があるのだが。

　その水道が壊れた。

「……虹にじが綺き麗れいだな」と守まもる。

「そうだね……」と綾あや坂さか。

　遠目に見ると、上空に水が吹き上がっているので、なかなか壮観だ。風に舞う霧が、スクリーンのようになって、七色の輝きで部員たちを応援している。

　守と綾坂がぼんやりとそれをながめていると、鈴すず鹿かが向こうからトテテと走ってきた。

「大変だぞー。洗濯物がぬれてしまったんだぞー！」



　再び洗わなければならなくなったシャツの山を前に、深ふか見みが嫌そうな顔をしている。

「足洗いしてみるか？」と守は提案してみた。

　しかし、いざ家庭用プールに洗濯物を入れてはみたものの――

「し、シャツが多すぎて収まりきらないぞ……」

「……あ、そうだ」真ま琴ことがぽんと手を叩たたいた。「あの手があった」



　立入禁止の看板のたてられたシャワー室。その中のブースの一つには、

「女子のシャワー室に、兄さんがいたらおかしいと思って、着替えたんだけど……」

「変な感じ……これで踏めばいいの？」

　女子制服姿で裸足はだしになった真琴と、同じく生足を晒さらした深見がいた。足下にはシャツの山。二人がシャツをふみはじめると、石けんがあわをたてはじめる。

　深見が転びそうになって、真琴が受け止めたりして、笑い合う。守は、戸口にもたれてそれを眺めながら、時々笑っていた。が――

「「きゃっ！」」

　二人同時に足を滑らせて、しがみつきあったのを見て、守はあわてて二人のもとに駆け寄って手をのばした。しかし、守の手がふれたのはシャワーの蛇口。触れた指先で回す。

　ぱっと飛び出したシャワーが、手をあわせてへたりこむ二人に降り注いでしまった。

「「あ……」」

　あわてて蛇口を閉じた時、女子制服のふたりはびしょ濡ぬれの格好で、シャツが――。

　……水玉と花はな柄がら模も様よう。

「「いっ――」」と真琴と深見は赤い顔を引きつらせて、「「出てって!!」」

　二人の手に押し出され、叩き閉められた戸を眺めながら、守は思った。

　――なるほど末吉だ。



    

  
    
      



    

  
    
      



    

  
    
      応援歌決めの篠しの原はらさん





「応援歌って自分で選べるんだ！」

　と、杏あんずは感心しながら言った。休憩時間中のダッグアウトだった。

「ああ。夏大会になれば、主将限定でリクエスト曲も受け付けてくれるんだぞ」

　秋大登録メンバーを集めたその中心で、守まもるは一枚のプリントをひらつかせた。先ほど、グラウンドを訪れた吹奏楽部員から渡された、個人応援歌の事前調査表だ。

「それにしても、リクエストがなくても結構選択肢豊富なのね？」

　深ふか見みが、守の肩越しにプリントをのぞきこむ。

「そうだな。『ＷＡＬＫＥＲ』とか『スピリット』とか……」

　事前調査の選曲リストには、候補曲目がずらりと並んでいた。『ドッヂ』や『ヤマタ』などの伝統的なものから、『ドラファン戦闘曲』のようなマニアックなものまで、かゆいところにまで手の届く抜群のラインナップだった。

「僕は『羽根をください』がいいな」

　先陣を切ったのは、綾あや坂さかだった。

　それをきっかけにして、われ先にとナインが身をのりだしてくる。

「おれは『盆祭り』いいんだぞー！」と鈴すず鹿か。

「ボクは『良識な天使のセレナーデかな』」と片かた桐ぎり。

「俺おれは『激しさと切なさと胸熱さと』だ」と守。

　みるみる各メンバーの応援歌も決定してゆき、残すはあと一人となった。

「橘たちばな」

　ダッグアウトのフェンスによりかかっていた橘が、あくび混じりに顔を上げる。

「応援歌が決まってないのはお前だけだぞ。どれにする？」

「そんなのＷＡＬＫＥＲに決まって……って相そう馬まにとられてんのかよ!?　あー、じゃあ、あとはもうおれァどれでもいーわ。余りモノをテキトーにあてがっといてくれ」

「そうか。わかった……」

　選曲リストの最後の空欄に、橘の名前を書き込む。

「じゃあ、あとは吹奏楽部にこの用紙を提出しておくからな」

　翌日。グラウンドで待っていた橘は、開口一番ドスの利いた声で言った。

「なーんで俺の応援歌が『笑点のテーマ』になってんだ」

「余ってたからな」

「だとしても俺にも一応プライドってものはあんだよ……！」

「ははは。プライド」

「何笑ってんだよお前!?」



    

  
    
      パンフレット作成の篠しの原はらさん





　練習中、涼りよう子こ先生が、本部の方から、プリントを持ってやってきた。

「高野連の方から、秋大用パンフのデータを提出してくれと頼まれたんですが……」

「ああ、もうそんな時期ですか」

「篠原くん、パンフのデータってなに？」

　深ふか見みがたずねてくる。

「高校野球の公式大会では、よく公式パンフレットが作られるんだが、その時にチームデータの提供を頼まれるんだ」

　今回の提出項目は、投打の左右と、身長と体重データだった。



　本部の救護用ベッドの横には、体重計と身長測定器が置かれている。

　それを使って、パーソナルデータを調べることになった。

　真ま琴ことは身長を測り終えると、釘バット魔女の描かれた深見の野球ノートをのぞいた。

「僕、何センチだった？」

「１５８センチ。綾あや坂さかさんって、身長高いイメージだけど、そんなでもないのね？」

　真琴は、スタイルが良いため、実際よりも長身に見られることが多いが、実数値的にはそれほど背が高くない。ごくごく標準的な女の子の体型だ。

　特にその細くしなやかな腰つきは、ユニフォームの上から見て分かるくらいで、どうして今まで気付かなかったのか不思議になるくらいだ。

　まあ、実際、相手に対する印象というもので大きく見方は変わってくるものだ。

「あっ、お兄ちゃんたち、何してんのー？」

　室内練習場の前を通りかかった杏あんずが、小走りでやってくる。

「身長と体重を測ってたんだ。お前も測るか？」

　杏はぎくっとなって、こちらに来る途中でブレーキをかけて立ち止まった。

「え……い、いいや、っていうか、わたし今とつぜん用事思い出したから帰るね！」

　……どうも気になる反応だ。

　守まもるは、深見と顔を見合わせると、互いに頷うなずきあって、同時に一歩踏み出した。



　案の定、杏の身長をむりやり測ってみると、１４９センチだった。

「いつだったか１５０センチだと言っていたが、やはりあれはサバを読んでいたんだな」

「杏ちゃんはちっちゃい方が可愛かわいいとおもうの」

「可愛くなくていーよっっ！」

　杏は、身長計の下で涙目になった。



    

  
    
      並走志願の深ふか見みさま





　大会に向けて頑張る部員たちの姿を見て、深見も触発されるものがあったようだ。

　練習前、彼女からこんな話を持ちかけられた。

「篠しの原はらくん、わたしもマネージャーらしく、皆のランニングを応援しようと思うの」

「ほう、いいと思うぞ」

「じゃあ、今日からさっそくはじめてみるわね」

　深見がそういうなり、懐から携帯電話をとりだして、すかさずどこかに電話をかけはじめたのを見て、守まもるは嫌な予感を覚えずにはいられなかった。



「めいがくー、ふぁい」と深見。「おお！」とナイン。

　その日のランニングで、深見は、さっそくメガホンを構えて音頭をとった。

　守は、息を弾ませながら、隣を見た。

　黒光りするリムジンから、深見が顔とメガホンを出している。

「そういうのもありだとは思うが、通行の邪魔になることもあるからやめろ」

「うーん、たしかにそうね」

　深見は納得して、スモークガラスのウィンドウを閉めた。



　次の日のランニング。

『めいがくー、ふぁい』と深見。「おお！」とナイン。

　頭上を仰ぐと、カメラ付きのラジコンヘリが騒々しい音をたてて飛んでいる。

「遠隔操作か！」

　しかも、途中でヘリは電柱にぶつかってしまい、墜落して『あーあ』と深見の嘆きが小型スピーカーから聞こえてきた。

　残ざん骸がいをもって帰るのが面倒だった。



　さらに次の日。

「めいがくー、ふぁい」と深見。「おお！」とナイン。

　三度目の正直で、深見は、自転車に乗ってきた。最新式の電動アシスト付き自転車だ。

「だからって……せめてちゃんと充電をしておけ……！」

　重いペダルを立ちこぎする守。

「ふだん自転車ってあまり乗らないから……」

　深見は、守の後ろで横座りしながらクスクス笑った。



    

  
    
      羞しゆう恥ちプレイの愛あい理りさん





　グラウンドに、ビニール袋を持った愛理がやってきた。

　守まもるは、橘たちばなに打ち込みのトスを上げていた手を止めて、声をかけた。

「風かざ見み、どうしてきみがここに？　今はソフトの練習中じゃないのか？」

「製氷機を使わせてもらおうと思って。一応、涼りよう子こ先生に許可はいただいています」

「へえ、知らなかったな。しかし、どうしてわざわざここに？」

「本校舎の製氷機は、いつも争奪戦なので。夏も、練習参加のついでに持ち帰ってたりしましたよ」

「そうだったのか……他の部の事情は知らなかったな」

　その時、にやにやと橘が愛理に近づいていく。

「ふーん……別にいーけど、ただで使わすってのはもったいねーなぁ？」

「……はあ？」

　愛理が、面倒そうに橘を横目で見る。因縁のある二人が一触即発の雰囲気を醸し出す。

「そうだな……今度から、スク水着てグラウンド来たら製氷機使い放題ってのはどーだよ？」

「う……い、いきなり……何を言って……！」

「嫌なら嫌でいーんだぞ？　天下の特待生の愛理ちゃんがスク水で出歩くなんて恥ずかしくてできるわけないもんなー。ほらほら、嫌ですっていえよー」

「……はぁ……？」

　後ろ手に氷のつまったビニール袋を持って、愛理はもじっとする。橘は笑った。

「ハ、マジでやらせるわけねーってば。これ位したらお前も折れてくれると思っ――」

「……！」愛理は赤くなって遮った。「わかりました。次から着てきますから」

「はっ!?　ち、ちが、愛理ちゃん、これ冗談だか……」

　愛理は問答無用で去っていった。この始末、どうするんだ……。



　次の日、愛理がやってきたが、いつも通りの制服姿に見えた。

「ほ、ほーら、やっぱ着てこれねーじゃん」と少し安あん堵ど顔の橘。

　愛理が「着てきましたよ」シャツの裾をスカートから出してまくると、おへそのくぼみがくっきり浮かぶ紺色の腰つきが露あらわになった。……お腹なかの曲線がまぶしい。

「中にちゃんと着てきているんですよ」

「へー、その手が…………」と橘は愛理のスカートをめくって、「お、マジだ」と呟つぶやいた。



「どうして俺おれまで蹴けりとばされなきゃならないんだ……」

「わりー篠しの原はら……」



    

  
    
      形態模写の篠しの原はらさん





　守まもると綾あや坂さかをはじめとしたチームメイトが、何やら楽しそうにバッティングフォームやピッチングフォームをとりあっている。

　深ふか見みは、それに近づいていくと言った。

「篠原くん、何をしているの？　すごく楽しそうだけど……」

「いわゆる形態模写だ」

「形態模写？」

「まあ、人のバッティングフォームやピッチングフォームを真ま似ねて、それを当ててもらうクイズのようなものだ」

「ふーん……どんななの？」

　守がバッティングフォームを構える。

「橘たちばなくん」と深見。

「橘くん」と綾坂。

　わずかに深見の方がはやかった。

　今度は綾坂がピッチングフォームをとる。

「片かた桐ぎりくん」と深見。

「片桐」と守。

　またも深見の方が早かった。

「深見、お前、相当得意なんじゃないか？」

「そうなのかしら？」

　首を傾げる深見。

「じゃあ、次は深見さんが出題の番だね」と綾坂。

「わたしが何かするの？」

「ああ。何でもいいぞ」

「うーん……」

　深見はしばらく考えた末に、部室に皆を連れてきた。そして、自分はソファにゆったりと寝転がると、そのまますーすー寝息をたてはじめる。

「寝るな！」

　守が突っ込むと、深見はむくっと起き上がり、目をぱちくりさせて言った。

「そうじゃなくて、最近の杏あんずちゃんよ」

「「あー」」

　全員が納得した。



    

  
    
      試行錯誤の杏あんずちゃん





　家に帰ると、杏が守まもるの部屋でごそごそやっていた。

「おい」

「ひっ!?　あ、なんだお兄ちゃんか」

「俺おれ以外の誰だれかがいたら事だろう。で、何をしてるんだ」

「最近ソフト部でいっぱい打つようになったから、マイバット欲しいなーって」

「あー……俺のお古でも探してたのか」

「そうそう」

　成人誌でも探しているのかと。家では寝るだけの生活だったので置いていないが。

「あ、あった。これ欲しい！」

　中学の時のバットだった。短いが、杏には向いているだろう。

　杏は返事をきくよりも先に、さっさとバットケースを背負ってうきうきし始める。

　しかし、ストッラップの両方を両肩にかける杏の姿を見て、守が真っ先にイメージしたのは――

「ランドセルの小学生みたいだな」

　その一言が発端となった。



　翌日の部室、杏がどうバットを持ったらいいのかを考える会が深ふか見み主導で催された。

「バットケースの持ち方……肩にかければいいんじゃない？」と綾あや坂さか。

「それだとずっと手で持ってないとバットの先が地面におちちゃうんです！」

「肩に乗せれば？」と深見。

「バズーカみたいになりません？」

「……じゃあ頭……」

「それインド。あとそれわざと言ったよね深見さん」

「……袈け裟さ懸がけに紐ひもをかければいいだろう」と守。「つまり斜めだ」

「あー！」

　杏はさっそく体操服の上からバットケースを袈裟懸けにかけた。

　その格好で、兄と妹が見つめ合う。そして――

「……お兄ちゃんのエッチ」

「な、なぜだ!?」

　ちなみに杏は発育が良い。



    

  
    
      一いつ気き呵か成せいの深ふか見みさま





　その日、守まもるの様子が、朝から少しおかしかった。

　何かと思い出し笑いをして、顔を背けて「くっ……」と笑い声を殺している。

「な、何ー？　もうやめてよー」

　杏あんずが真っ赤になって、守の胸を叩たたいている。

「何がそんなにおかしいの？　篠しの原はらくん」深見が不思議そうに聞いてくる。

「いや……これなんだが」

　携帯を差し出す。杏からのメールだった。件名は『あのさー』。



　ピッツァーってうちに何人くらいいるの？



　深見が「ピッツァー」と呟つぶやくと、守がごふっと咳せき込こむように笑った。

「……そ、そんなに面白いの？」と綾あや坂さか。

「面白くないよね!?　綾坂さん！　お兄ちゃん人の誤字いつまでも笑わな……」

　もうだめだ。完全にツボにはまって逃れられない。

「何なの!?」

　抗議してくる杏の後ろで、深見が携帯の誤字を興味深そうに見つめていた。



　その日の練習試合、守は、深見のアナウンスを聞きながらベンチで声出ししていた。

『明みよう神じん学がく園えんの二回表の攻撃は』と深見の涼しい声。『九番ピッツァー、綾坂くん』

　応援どころではなくなった。



　帰りのロコスで。

「……お前が何度も繰り返すせいで、少し耐性がついてきた」

「ええー……」とつまらなさそうな深見。「あ、すみません、ピッツァー一枚」

　ドガシャ！　と守は額をテーブルに打ち付けて笑い出した。



　電車内で、守は顔を背けながら、深見の口を押さえにかかった。

「やめろ」

「ごめんなさい」と眉まゆを下げて笑う深見。「もう絶対に言わないから」

「……頼むぞ。ん、携帯にメールが……」

『ピッツァー』

　文面を見て守が吹き出すと、深見がついに目に涙を浮かべてお腹なかを抱えた。



    

  
    
      伝令王子の綾あや坂さかくん





　練習試合などで、自分以外の投手が登板している時には、綾坂が伝令を務める事が多い。エースがマウンドに来ると、自然と空気が引き締まるからだ。

「篠しの原はら、次のバッター、田た村むらくんの元チームメイトだって。低めを拾うのがうま……」

　伝令でやってきた綾坂だったが、守まもるはその口元をミットでふさいだ。

「綾坂、口元を隠しておけ」

「あ、ごめん」

　グラウンドでの相談中、野球では口元を隠すのが通例になっている。

　口元が見えている場合と、見えていない場合では、人間の声の受け取り方は変わってくるからだ。口の動きが見えていると、相手チームに言葉も伝わってしまいやすい。

　練習試合など応援も歓声もない静かな環境ならば、なおさらだった。

「……低めがうまくて、試合中の打球は、レフトに行ったことなかったって」

　打球の飛び方が一辺倒なバッターはやりやすい。

　守は、わかったと言うと、投手の方を向いた。

「あ、それともう一つ――」

　守が、ミットを引いて自分の口元にやるのと、続きを伝えようとした綾坂が、あわてて、くっと爪つま先さきで背伸びして口元を寄せてきたのは同時だった。。

　綾坂の、綺き麗れいな顔と目が、すぐそばに近づく。

　ミントの息の香りに、一瞬、くらっとして、綾坂の目を見つめる。

　あ……。

　同時に声をもらす。

「それと、彼、決め打ちタイプだって。それだけ」

　綾坂は、そっと踵かかとを下ろすと、赤い顔を伏せてダッグアウトに戻っていった。

「ああ……ありがとう」

　目の前にはいない王子様に向かって、今さらの礼を言う。

　……綾坂は、ダッグアウトに戻ると、何やら深ふか見みと話をしていた。

　綾坂の様子と仕草から見るに、口元を隠す事を忘れていた事を伝えているらしい。



　次の伝令にやってきた綾坂は、手にした糸電話を、恥ずかしそうに見せてきた。

「これ……深見さんが」

「次からは全力で断っていい」



    

  
    
      すれちがいの篠しの原はらさん





　綾あや坂さかは、いつも体育館の自販機で買えるミルクを愛飲している。

「綾坂のミルク美お味いしそうだな」

「……そう？」

　休憩中、綾坂が、となりでパックのミルクを飲んでいたので、そんな風に言った。

「ああ。少し飲ませて欲しいな、君のミルク」

「えっ……」

　綾坂がストローをくわえたまま、目を丸くする。

　その瞬間、守まもるは血の気が引いた。

「い……いや、そういう意味じゃないからな……？」

「……え、わかってるけど……」

　綾坂はそういいながら赤くなる。

　ちゅ、ちゅ、と牛乳を飲みながら、綾坂は何やら考えているようだった。

　待て待て……待て、俺おれはもしかしてとんでもない変態と誤解されたんじゃないか？　守は、口元に手をあてながら動揺した。よもやこのミントの香りの清せい楚そな王子様に……君の母性的な方のミルクを飲ませてほしいなどと……。

　そんな守の目の前で、綾坂は、すっとパックをさしだしてきた。

「……はい、どうぞ篠原」

「え？」

「篠原がそんな甘えたこというなんて、珍しいなと思って。誰だれにも言わないよ」

「………………」

　俺の頭は煩ぼん悩のうだらけか。いつぞやエロゲーをやった影響かもしれない。

　黙ってミルクを吸う。甘くてまろやかだ。

「篠原、なんだか赤ちゃんみたいだ」

　楽しそうに、そして母性的な笑顔でミルクを飲ませてくれる綾坂。

「あ、あのな……飲ませてくれるといったのはそっちだろう」

　綾坂は笑った。……どっちが女房役だかわからないな。



　綾坂が行ってしまうと、深ふか見みがパックのイチゴミルクを飲みながらやってきた。

「深見のミルクも美味しそうだな」

「えっ、あ、えっ」

　深見はきゅっと肩をすぼめてパックを落としかけた。



    

  
    
      犬嫌いの鈴すず鹿かさん





　明めい学がく野球部のランニングコースには、いつもきゃんきゃんと懐いてくる小型犬がいる。

「しのはらー！　しのはらー！　犬は苦手なんだぞー」

　鈴鹿は犬嫌いのため、いつも誰だれかの陰に隠れてペースを乱してしまう。

　これはどうしたものかと常々思っていた守まもるは、皆に相談してみる事にした。



　きゃんきゃんと懐く小型犬を抱きながら、守は言った。

「ということで例の犬を借りてきた」

「なにかんがえてるんだしのはらー!?」

　飼い主に頼んで、小型犬を貸してもらったのだ。今いま頃ごろ、グラウンド本部の応接室では、涼りよう子こ先生が飼主の奥様と談笑している頃だろう。小型犬はナインに人気で、代わる代わる抱っこされていたが、その間も鈴鹿は綾あや坂さかの後ろでぶるぶると震えていた。

「鈴鹿くんは、どうして犬が苦手なの？」と綾坂。

「あのなー……おれが小さな頃の話なんだけどなー」

　今も小さいけどなというツッコミをナインが同時に飲み込む。

「とある夏に、道ばたにセミが落っこちてたんだぞー。おれがどこかに埋めてあげようと思って土のあるとこを探してたらなー、一匹の野良犬がトコトコやってきて」鈴鹿は青い顔で俯うつむいた。「ぺろっと食べてトコトコとどこかに行ってしまったんだぞ……それから、何を食べてるかわからない犬の舌で舐なめられるのが怖くてたまらないんだぞ……」

「微妙にガチトラウマですね」と片かた桐ぎり。

　守は少し考えてから、一同の輪から離れていった。

　戻ってきた時、守は、セミの入った虫かごを持っていた。練習用のネットを使って、夏が終わってもまだ鳴いていた手近な一匹を持ってきたのだ。

　ミンミンと鳴くセミを犬に近づけてみると、びっくりして飛とび退のく。

　……それが、鈴鹿と犬の和解のきっかけとなった。

「セミで怖がるってことは、きっとこいつはセミ食べてないんだぞー」

　はふはふ尻尾しつぽを振る小型犬と、その頭を撫なでる鈴鹿。

　……このセミはもうお役御免だな。

　守がカゴを開くと、セミは勢いよく逃げ出して――鈴鹿の顔面にぺたっと張り付いた。



「しのはらー！　しのはらー！　あそこの木でセミが鳴いてるんだぞー！」

　翌日からのロードワークは、もっと面倒臭いことになった。



    

  
    
      早朝練習の篠しの原はらさん





　大会前なので、野球部の朝練が始まるのも早くなっている。

　朝五時半からのランニングだと、さすがにナインの足もふらついていた。

「みんなもっとちゃんと走るんだぞー」

　先頭でトテテと走る鈴すず鹿かが叱しつ咤たすると、ふぇーいと返事が重なった。



「みんな眠そうね？」

　準備運動後に、皆で今日の練習メニューをチェックしていると、深ふか見みがやってきた。

「そういう深見さんは朝強いよね」と綾あや坂さか。

「みんなの準備運動中、監督室で二度寝しているからじゃない？」と生あくびする深見。「綾坂さんこそ、毎朝寝癖もなくてすごくさわやかね」

「早寝早起きが元から僕の家の習慣だから……いつも夜十時には寝ているんだよ」

「……いいこだな」と守まもるは苦笑いした。

「こんな入れ替わりしてる時点でいいこじゃないけど……そういう君は？」

「俺おれは、寝るのは遅い方かな。授業の復習に時間がかかるから、よく深夜まで起きてるんだ。元々、寝起きの悪い方だから、今も結構眠いぞ」

「そうなんだ……いつもと変わりなく見えてたけど」

「深見は知っていると思うが、幼稚園の時なんかは……ん？　深見？」

　深見はいつのまにかいなくなっていた。

　やがて、深見は部室の方から戻ってきた。コーラの缶を突然差し出してくる。

「……いや、どう考えてもここで開けたら炭酸が吹きだしてくるだろう」

「もちろん」深見は小首をかしげて微笑ほほえむ。

　今さらこんな初歩的なトラップをしかけてきて、何のつもりなんだ？



　翌朝、深見は、守よりはやく部活にやってきていた。

「はい、篠原くん、朝の一杯」

「……うむ…………」

　深見から受け取った缶を開けると、ブシャアと炭酸がふきだしてきた。

「幼稚園の時から、寝起き弱かったものね」深見は指をさして笑う。「弱点発見！」

「………………………」

「……篠原くん？」

　守は何が起きたかわからず呆けるのみ。それを見て、深見はがっかりした。

「……これじゃつまらないわね」深見が弱点をついてきたのは、結局その一度のみだった。



    

  
    
      寝た振りの篠しの原はらさん





　監督室の戸を開くと、深ふか見みが監督室の机で腕枕を作ってまどろんでいた。

「深見、少し監督室で寝ていってもいいか？」

「……ん？　うん。珍しいのね」

「いや、昼寝用の場所がぜんぶ使われててな……ここしか残っていないんだ」

「そうなの。どうぞ」

　監督室のソファに寝ると、深見が両腕にブランケットを抱えて持ってきてくれた。

　深見が愛用しているシャンプーの匂においがした。



　トコトコとやってくる足音が聞こえる。

「なんだ」

　目を開くと、深見が守まもるの顔をのぞきこんできていた。

「なんでもなーい」

　深見は笑って監督の机に戻ってしまった。



　守が寝に入ろうとするたび、深見がやってくる。これはどう考えても何か仕掛けてくるつもりだ……じゃあ、ここは一つ寝たふりでもしてみようか。

　深見の足音がやってくるが、あくまで寝た振り。

「………………しのはらくーん。起きてる？」

　耳元で息がかかって、くすぐったい。しかし、あくまで反応は返さない。

　ドアの方に行く足音。カチャ。鍵かぎをかける音。戻ってくる。

「…………」

　深見がそばにやってきてから、かなり長い間があって――頬ほおに何かが触れた。

　やがて離れていったそれは、柔らかくて、少し湿っていた。

　……………………それから何度も、額や鼻の先、顎あごの下など、指先で持ち上げられて湿った柔らかさがくっついてくる。

　…………。



　目を覚ましてから、守は少しぎこちなかった。

「じ、じゃあ、グラウンドに行ってくる」

　どうしたんだろ……篠原くん。

　寝ているスキに、篠原くんの額や鼻や顎のところにペンで落書きしたけど……

　……これ、水性じゃなくて油性だったからあとできっと怒られるんだろうなあ……。



    

  
    
      敵情視察の篠しの原はらさん





　秋季県大会は、県内の各球場にて行われる。そのうちの一つである市いち原はら臨海球場は、比較的近年に建てられた、その名の通りに海を臨む球場だ。

　スタンドに入ると、ほのかな潮風が香った。

「結構、人入ってるんだねー」

　杏あんずがきょろきょろと客席を見回していう。席の半分ほどが埋まっている。

「高校野球だからな」

　今日は、秋季大会一回戦が行われる。明めい学がくの相手となるはずの千せん国ごく高校の試合だった。

　試合は、金属バットの利点を大いにいかした打者全員フルスイングの千国打線が十二点差のコールド勝ちをおさめた。相変わらず、打力だけは全国クラスのチームだ。

「フルスイングなのに空振りがないのは、すごいよね」

　試合後のスタンドで、綾あや坂さかがつぶやいた。

「ああ。だが、後半は打ち急いでみんな身体からだが前に泳いでいた。打ち疲れということはないだろうが、控えのスローボーラーが出てきてからずっとだったな」

「陸で泳ぐわけないじゃん」と杏。

　杏と深ふか見みは二人で売店のかき氷を食べている。

「なかなか来ない球にバットを振ろうとして、前につんのめっているということだ。力が流れるから、伝わる力も落ちるし、スイングもゆるくなる」

「そういうものなんだー」

　席を立ち上がって、守まもるはグラウンドを見下ろした。

「これで、新しい千国のことはよくわかった。足のある選手はいないし、サインプレーはほとんどない。投手は、カーブさえ準備すれば打てる相手だ。実際、守備のチームに五失点してるんだからな。好き放題の強打さえ抑えればどうにでもなる相手だ」

「去年の秋大もそんな感じだったよ。それで、結局２点差でやられたんだ」

　綾坂が見上げてきて言う。涼りよう子こ先生が口を挟んできた。

「確か５対３でしたよね」

「え……よくご存じですね、先生」

「ええ、スコアブックは一通り目を通させていただきましたから。数字に関連づけるとだいたいのことは覚えられるんです。綾坂くんは被安打項目が12、自責点項目が４……」

「ぜ、ぜったいに抑えよう、篠原！」

　こほんっ！　と綾坂はわざとらしく咳せき込こんだ。

「……絶対に押さえようね篠原」

「あ、ああ……」と守。

「――それと、」と涼子先生は言う。「篠原くんの方は打席が６で、安打数が１……」

　ごほっ！　涼子先生の野球理解促進を急務に感じながら、守は咳き込んだ。



    

  
    
      



    

  
    
      



    

  
    
      指導隊長の涼りよう子こ先生





「もうすぐ秋だなー」

　橘たちばなは、すっかり涼しくなってきた、放課後の空を見上げて言った。

「そうだなー」と鈴すず鹿かが相あい槌づちを打つ。

「秋といえば、やっぱ食欲の秋だよなー」と橘。「読書の秋でもあるんだぞ！」と鈴鹿。「行楽の秋でもあるよなー」「でも、やっぱりスポーツの秋だと思うんだぞ」

「ああそうだな！」橘はうなずく。「こんな時こそ、野球に打ち込もうぜ！」

　橘と鈴鹿は、青春の輝きをなびかせて、グラウンドに走ってゆく。

「野球の前に再追試対策だ！　明日が最後のチャンスなんだぞお前まえ等ら！」

　守まもるは怒鳴った。二人はぎくっとして、そのままこけた。

　赤点生徒は仮入部扱いで、公式戦出場停止が明めい学がくの校則。

　このまま、レギュラー二人が戦力脱落されては、本当に初戦突破が危うくなる。



「追試対策の特別授業を開始します。本来、教師が特定の生徒の学習に肩入れするのは望ましくありませんが、今回ばかりは致し方ありません」

　部室にカンヅメにされた橘と鈴鹿の前に現れたのは、赤点コンビ指導隊長となった涼子先生――もとい、受験数学担当の保ほ科しな涼子先生だった。

「せ、先生の雰囲気がいつもとちがうんだぞー……？」と若干怯おびえる鈴鹿。

「鈴鹿くん、無駄口を叩たたかないように。では早速、教科書の45ページを開いて――」

　二人は涼子の指導でめきめき実力をつけていくが、今なお不安の残る単元があった。

「ベクトル……ベクトル計算ってなんなんだ……直交の値……？」

　橘が頭を抱える。そんな橘を助けたのは、

「ベクトルなら私、教えられるわよ。あのね、ここはこう計算してそれ半分にして……方程式さえ覚えれば、あとは数字を代入すればいいの」

　深ふか見みの教え方はかなり的確で、ベクトル計算の指導だけなら涼子よりも上だった。

「的確な教え方です」と涼子が感心する。「けど今の教え方、高校では習わない所も」

「３ＤのＣＧを作ってみようと思って、自分で勉強したことがあるんです」

　鈴鹿と橘は、涼子先生と深見の指導のおかげで、無事に数学で九十点台を獲得――

　晴れて公式戦に出場出来る運びとなった。



「で、痛トラの絵が３Ｄになったと……」

　守は、憂鬱な気分で、立体ミコトの描かれたトラクタのハンドルを回した。



    

  
    
      凝り性の深ふか見みさま①





　深見も一応、チームの一員として、大会のことを気にしてくれているらしい。

　練習中、深見がやってきた。

「ねえねえ、篠しの原はらくん」

「何だ？　深見」

「こないだ家庭科で裁縫の授業があって、その時に大会用のお守りを作ってみたの」

「お守りか、みんな喜ぶんじゃないか？　その手にあるのが現物か」

「うん、これなの」

　深見が両手で持ってさしだしてきたのは、野球ボール形の小さな布のお守りだった。

「ああ、良いい出来じゃないか。可愛かわいらしいな」

「あ、それと、中にボイス機能を仕込んできたの。押すと私のお宝生ボイスが聞こえてくるのよ。ぎゅって握りしめてみて？」

　言われた通りにお守りを握ってみると、深見の声で『アウトー！』と響いた。

「……これはアウトだろう……」

「せっかく出来はいいんだから、もう少し前向きな言葉を入れたらどうだ」

「前向きな言葉ね……わかったわ」

　深見は、唇に指を添えて考えながら、本部の方に戻っていった。



　しばらくして、深見が、またお守りを手に戻ってきた。

「ちがうのを吹き込んできました」

　お守りを握りしめると、『どんまい！』と深見の励ましの声。……絶対にわざとだ。

「前向きは前向きだが、ミスありきのポジティブシンキングだから駄目だ」

「じゃあどうすればいいの？」

「元気の出るような言葉を入れればいいんだ。ファイトとか、頑張れとかあるだろう」

「元気の出るような……わかったわ？」



　まもなく、深見は新しいお宝ボイスを入れて戻ってきた。

「はい三度目の正直」

　お守りを握りしめると、『ちゅっ』と棒読みの深見の台詞せりふが聞こえてくる。

　ぷっ、くすくす、と深見が笑う。ふたたび握りしめると『ちゅっ』。

　ちゅ。ちゅ。ちゅ。ちゅ。ちゅ。

「あの……篠原くん、それ返して……」

　ちゅっ。



    

  
    
      凝り性の深ふか見みさま②





　部活後、深見と別れようとすると、彼女はびっくりしたように目を丸くして言った。

「えっ、篠しの原はらくん、本当に返してくれないの？」

「お守りとしてくれるんじゃないのか？」

「そのつもりだったけど、メッセージが」

「これはこれでいいんじゃないのか」

「い……家で押したりしない？」

「押すかもな」

　守まもるが笑うと、深見の顔がほんのり染まった。



　深見は電車までついてきた。

「か、返して？」

「満員電車で手をはなすと危ないからつかまっていろ」

「うん、わっ」

「だから言っただろう。ほら、俺おれにつかまっていろ」



　家にまでついてきて、守の部屋までやってきた深見は、一生懸命訴えてきた。

「ねえ、お願い、返して。はやく帰らないとパパに怒られちゃうから」

「そんなに返して欲しかったのか？　入ってこい」

　深見が入ってくる。守はそれを迎え入れると、バタンとドアを閉めて電気を消した。

「あっ……何をするの篠原くん!?」

「いや、暗いところが苦手と言っ……」

　ぐす。

　鼻声が聞こえて、守はあわてて電気をつけた。

「す、すまない深見、すまん！　お、俺と一緒なら平気と言っていたから……」

　深見は俯うつむいている。……ああ、しまった……深見を泣かせたのなんて、いったい何年ぶりなんだ……？　ポケットからおまもりを出す。

「……ほら」

「うん……」深見は受け取り、「ぷっふー！」と口に手を当て噴飯した。「引っかかっ……」

　深見の小さな手ごとむにむにする。

　――「すまない深見！」「すまない深見！」

「ほら引っかかった。さっき、電車の中でボイスチップだけ取り出しておいたの」

　深見がお腹なかを抱えて笑った。……完全な戦略的敗北だった。



    

  
    
      内緒の相談の綾あや坂さか兄妹きようだい





「篠しの原はら、兄さんの方が背が高くなってきたんだ」

　朝練中、綾坂にそんな相談を持ちかけられた。

「……それは、中々ゆゆしき問題だな」

「今は０・05センチくらいだけど」

「ふむ……実際どんなものなんだ？」



　その日の昼休み、社会科準備室で綾坂兄妹がそろった。二人で背中をあわせてくっつくと、たしかにほんのちょっとだけ飛鳥あすかの方が大きい。

「……髪のふくらみで説明がつく程度だな」

「それならよかったです」

　飛鳥が両手をあわせて可か憐れんにほほえむ。

「……ところで、身長はいいとして、体重の方はどうなんだ？　そこからばれるとも考えづらいが……」

「かわりませんよ。むしろ僕の方が軽すぎてまずいくらいです」

「？　飛鳥さんの方が背が伸びているのにか？」

「言われてみればそうですね」

　守まもると飛鳥は見つめ合った。互いに考える。

　先に口を開いたのは、飛鳥だった。ちら、と妹の方を見る。

「……育ってるからじゃない？　いろいろと……」

「……ッッ!?」と目が泳ぐ綾坂。

「あ、あー……」

　守が相あい槌づちを打つと、綾坂はハッとこっちを見た。む、と怒り顔になる。

「ああって何!?　……っあ、あのさ、篠原、いつか言おうと思ってたんだけど」

　綾坂が、きゅっと恥ずかしそうに顎あごを引いて、上目で見つめて訴えてくる。

「僕、そんなに大きくないから……もっと大きい人なんて、いくらでもいるんだよ」

「そ、そうか？　……い、いや、かといってよく見比べたこともないから……」

「……み、見せるもんか……」

「お、おい、綾坂……別に見せろとは……」

　綾坂は、後ろ手を組んでもじもじしながら、ふいとそっぽを向く――が。

「あ、ちなみにこれくらいですよー」

　飛鳥がささっと胸のつめものをさしだして微笑ほほえむ。

「兄さんっっ!!」



    

  
    
      



    

  
    
      



    

  
    
      秋大初戦の篠しの原はらさん①





　秋大二回戦。市いち原はら臨海球場のアルプススタンドには、休日だけあって、応援団のみならず、多くの生徒が集まっていた。綾あや坂さかを見にやってきた女性ファンも中々多い。

　守まもると綾坂が試合前のブルペンで投球練習をしていると、ネット際から「お兄ちゃん」と呼ばれた。見上げると、金網に手をかけて制服姿の杏あんずが立っていた。

「杏か。どうした？」

「あのね、ソフト部のみんなも応援来てくれたよ」

「お……そうなのか？」

「うん、お兄ちゃん、いちばん最初で負けちゃだめだからね」

「ああ……そうだ、それと、杏」

「何？」

「試合が始まったら、スタンドからの声かけは禁止になってるからな」

「あ、そうなんだ」

「ああ、見ていてわからないことがあったら風かざ見みや部員にでも聞け」

「うん、わかった。じゃあ、またね」

　杏が、スタンドの方に戻っていく。愛あい理りたちソフト部は、アルプスと内野席の中間に座っており、杏はそちらに走っていった。

　千せん国ごくのシートノックが終わって、守達はダッグアウトに戻った。



　万ばん雷らいの拍手の中、ベンチの前の両軍ナインがホームの前に整列して、一礼する。そして、後攻の明めい学がくナインは、マウンドの周りに集まった。

「んじゃアレいくか。俺おれと篠原で作った気合いポーズ」

　橘たちばなが、ナインの顔を見回していう。

「俺は気乗りしないがな」と守は頭を振った。「全員、拳こぶしには気をつけろよ」

「うし。んじゃ――明学っ！」

　ナインが一斉に、拳をマウンドの上で突き合わせる。

　……とはいっても、当然、直じかに拳を合わせたら怪け我がをするにきまっているので、寸止めだ。「ふぁい！」と鈴すず鹿かが音頭を入れると、それぞれが利き腕を引いて、代わりに突きだしたグラブとミットをぶつけあわせて「おおっ」とそれぞれの守備位置に飛ぶように散っていった。

　いよいよ、関東大会を目指す戦いが始まる。



    

  
    
      秋大初戦の篠しの原はらさん②





　守まもるはミットで口元を隠して、少し表情の硬い綾あや坂さかに呼びかけた。

「去年のリベンジだぞ、綾坂」

　綾坂は小さく深呼吸をして「うん」と目を細めた。「篠原、君の準備は大丈夫？」

　二人きりになったマウンドの上だった。綾坂の表情から、緩やかに緊張が消えていく。

「相手打者のデータならぜんぶ頭に入っている。ま、詰め込み教育はお手の物だからな」

「同じクラスだから知ってます。守くん」

　綾坂が胸に手を添えていう。その姿に、自然と高揚を覚えてくる。

　この美麗なエースは、共にグラウンドに立つ選手に、自分が舞台に立っているような錯覚を起こさせる雰囲気を持っている。それだけで、エースとしては十分な資質だ。

　キャッチャーボックスに戻り、八球の練習球を受けると、守は「ボールバック」と叫んだ。ボール回しが終わって、千せん国ごくの一番打者がやってくる。

　強靱な下半身をしたバッターだ。足の位置を念入りに確かめて、バットを掲げる。

「プレイ」と球審が手を挙げた。

　打率で一番に置かれているバッターだ。小技はないが、見た目以上に足が速い。内角が苦手で、長い腕で外角をうまく当てる。

　初球は、外角低めに。枠の中に入れていい。サインを出すと、綾坂はこくっとうなずき、投手板にスパイクをそえた。胸にグラブを押しつけて、ノーワインドアップ。左足を上げて、顔の高さにグラブを上げて、まっすぐ綺き麗れいに腕を振る。

　ストレートが伸びてくる。バッターの腰が回る。枠内は、初球から振ってくるのが千国だ。スイングの音が弾けて、緩やかなライナーがマウンドに飛ぶ。

　綾坂は、髪をたなびかせてそれをグラブでさらうと、きゅっと顔を引き締めた。

　――当ててくるバッターには、このボールが一番だな。

　守は、マスクの奥で、口の片端をつり上げて笑った。



「……今の、『マルハナバチ』ですね。縫い目が見えませんでした」

　愛あい理りは、猫目の三白眼を細めて、グラウンドをのぞきこみながら言った。

「ここからでわかるんですか？」と杏あんずは、愛理の目の凄すごさに驚いた。

「『マルハナバチ』……回転数を上げて、打ち上げさせるか、下を振らせるかの直球だったか」と柏かしわ木ぎは言った。「新人戦では、あの球で全チームを攻略したようなものだったな」

　ガンッと重い打撃音が響いた。二番バッターが打ったのだ。グラウンドを見ると、少し詰まり気味の鈍重な打球は――セカンドベースの後ろに落ちて、ヒットとなった。

　打たれたのは、『マルハナバチ』だった。



    

  
    
      秋大初戦の篠しの原はらさん③





　そう、こうなるんだよな……と守まもるは、ため息まじりに思った。

　下へ手たに詰まらせても、打力のある相手だと内外野あたりに押し込んでくる。

　しかも、綾あや坂さかの投球術は、世間に知れ渡っているから、だいたい１、２の３のストレート狙ねらいのスイングで強引に押し込んでくるのだ。夏の鳴なる沢さわも同じ攻略法だった。しかも、綾坂のボールスピードだと、それなりのスイングを持つ相手だと見てから打たれる。

　かといって、フォークでカウントを作るのは難しいし、もう一つの持ち球であるシュートも金属バットの芯しんを外しきれるほどのものではない。

　ランナーを見て、マウンドを見る。綾坂がちょうどこっちを見ていた。

　守は、小さくうなずいた。強打の相手だ。奥の手を温存して調子づかせるくらいなら、ここで断ち切るぞ。綾坂も、うなずき返してくる。

　三番バッターが入ってくる。飛ばし屋だが、スピンのかかる打球が多く、ライナーでスタンドに入れるほどの力はないのでホームランにはなりづらい……という傾向だ。

　――こいつなら、ミスしても危険は少ない。行くぞ綾坂。

　綾坂は、こくっと守のサインにうなずくと、投球姿勢をとった。右足を蹴けって、何度見ても綺き麗れいなフォームで踏み込んでくる。いつもと同じフォームだ。

　だからこそ惑わせられる。打者のバットが回って、ヘルメットが飛んだ。わずかに遅れて、守は優しくミットに収まったボールを握りしめた。そして、口元で笑む。

　千せん国ごくの一塁側ベンチを見ると、案の定、目を白黒させていた。

　驚くよな、公式戦初披露の球種だ。ストレート系の球種にセンスを持つ綾坂なら、必ず習得できると思っていた。マルハナバチの延長線上の球種だ。

　これが、鳴沢戦から、ずっと温め続けてきた新球種――チェンジアップだ。

　ストレートの回転数とスピードを限りなく落として、お辞儀するボールでタイミングを外す一球。フォームが美しければなお効果は高い。

　いままでの綾坂にはなかったハッキリとした緩急だ。

　案の定、チェンジアップを意識させるだけで、バッターのスイングは驚くほど迷いを見せた。三番バッターは、弱くマルハナバチを当てて打ち上げ、四番バッターは、なかなか来ないチェンジアップにバットが泳いで当てるだけのバッティングになった。

　そして、九回裏。ふたたび打順の回ってきた四番のバットが、迷いを持ったスイングのまま『マルハナバチ』を天高く打ち上げた。

「アウト」と球審が拳こぶしを突き上げて、二十七個目のアウトを告げる。

　綾坂自身が悠々とフライを抑えて、ゲームセット。

　最終スコアは７対３。――千国をたった三点におさえた明みよう神じん学がく園えんの圧勝だった。



    

  
    
      



    

  
    
      



    

  
    
      

第二幕　大会中盤の篠原さん







　試合後の球場前で、何度電話をかけても、杏あんずが携帯に出ない。

「篠しの原はら、やっぱり杏ちゃんにつながらない？」

　綾あや坂さかが聞いてくる。

「ああ……」

　一体どこに行ったんだ、あいつは。杏は試合後、アルプススタンドからいなくなっていた。球場前で待っているのかと思いきや、やはりいなかった。そういうわけで電話をかけてみたが、杏はおろか、一緒にいたはずの愛あい理りと柏かしわ木ぎにもつながらない。

「仕方ない……あいつを置いて先に帰るしかないか」

「いいの？」と深ふか見み。

「あいつも子供じゃないんだから、一人で帰ってこられるだろ」

　そういったとき、タイミングよく電話が鳴った。

　発信者名は杏だ。

『あっ、お兄ちゃん、おめでとう！　試合、一応最後まで見てたよ！』

　電話口の杏の声は、やけに弾んでいた。

「ああ、勝ったぞ。ところで、お前、どこにいるんだ」

『へ？　学校だけど？』

　学校？　守まもるは、携帯に耳を寄せてきていた深見と顔を見合わせた。



　明めい学がくソフトボール場の前で、守は、杏から信じられない一言を聞いた。

「ソフト部の練習試合に出た!?」

「うん、今日出してくれるっていうからね。お兄ちゃんたちの試合、最後まで見られたし、そのまま先に帰って試合してたんだ」

　杏は、ソフト部の練習試合に出る予定だったらしく、そのため先に球場から帰っていたらしい。守と深見は、そんな杏を迎えにやってきていた。

「お前の登板予定があったなんて初耳だぞ」と守。

「大会前で忙しそうだったし、言わなくていいかなって……どうせこっち練習試合だもん」

「練習試合といっても、立派な対外の実戦だろう……本当に投げたのか」

「うん。ワンポイントっていうので、一人だけに投げたんだ」

「抑えたのか」

「うん。一人だし余裕だよー」

　ソフト歴一ヶ月未満の杏あんずが、ワンポイントとはいえ実戦投球で結果を残した。

　……杏は軽く言っているが、なかなかとんでもないことだ。

「お兄ちゃん、なにその顔、おもしろい」

　杏はきゃっきゃと笑った。

　深ふか見みも笑い始めて、守まもるもつられてふきだす。

　……なんなんだ。

　三人でひとしきり笑ってから、深見が言った。

「杏ちゃんって、ソフト向いてるのかしら」

「あー……どうなんだろ……」と杏。「けど、さっき、ソフト部の監督さんに、うちに来たらって言われたよ」

「へえ、そうなの……って、え？」

　深見がぴたっと止まる。

「え？」と杏。

「え……」と深見。

「……お世辞じゃなくてか？」

　守も、少し真剣になって訊きいた。

「……どうなんだろ？」

　杏も半信半疑のようだったが、それに答えを与える者がいた。

「お世辞じゃないですよ」

　愛あい理りが、スポーツドリンクをストローで飲みながら、通りかかって言う。

「実際登板を見た上で、監督が言ったんですから、なかば本気の勧誘ですよ」

「そ、そうだったんですか!?」

　言われてみればそうかと守は納得した。愛理は少し視線をそらして言う。

「まあ、あたしも、それもありだと思いましたけどね」

「杏ちゃん、転部するの？」

　深見が尋ねる。

「えっ？　しないしない、しないですよっ」

　杏はぱたぱたと手を振る。それを補足したのは愛理だった。

「杏は『やめておきます』って軽く即答してましたよ。どっちにしろ、大会中はやることないから、ソフト部でいろいろ体験したいとは言ってましたけど」

　愛理はストローをくわえて、さっさとソフトボール場に戻っていってしまった。



　その日の帰りは、深見も一緒に、電車に乗ってついてきた。

　一緒に電車に乗っていた綾あや坂さかとは駅前で別れ、夕暮れの地元道を三人で歩く。

　守まもると、杏あんずと、深ふか見みの並びで、自転車を押しながら歩く。昔と同じ並びだ。

「ねえ、もしもだよ」

　その道の途中で、杏が、ふいにこんな問いかけをしてきた。

「お兄ちゃんと深見さんがさ、明日朝起きたら、野球以外の何か……たとえばサッカーがプロ並みに上う手まくなったとするでしょ？　野球やめてサッカー部行く？」

「「…………プロに行く」」

　同時に答える。

「……な、なんか馬ば鹿かにされた感じー……」

　杏はむくれ顔でそっぽをむいた。守は笑いながら答えた。

「俺おれは行かないだろうな」

「なんで？」

「今のチームでやりたいことが沢山あるからな」

「やりたいことかー……」

　わたし、このままでいいのかな、と杏が言っていたのは、夏合宿の最終日だ。

　わたし、今のまんまじゃ試合出られないんだよね。

「わたし、ないんだよね」

「えっ？」

　見ると、杏は唇に指を添えて、夕焼け空の遠くを見つめていた。

「ソフト部に誘われて断ったあとにね、両方をハシゴしたらどうなったんだろうって考えてみたんだ。野球部とソフト部。実際にはしごしたとしたら、ソフト部では選手を目指すじゃない？　選手になれば、あたしはチームを強くできるわけじゃん」

「ああ」

「じゃ、野球部では何がやれるの？」

　杏は、純粋な問いかけをしてきた。守は答えに詰まった。

「やりたいことがないっていうか、やれることがないんだよねー、わたし。ソフト部にいたら何かわかるかなーって思ったけど、中々わかんなくて」

「マネージャーになればいいのに」

　守の出せなかった答えを、深見があっさりと口にする。

「それがやだからいろいろ考えてるのっ。だって、マネージャーになるって、お兄ちゃんのいうことをきくってことでしょ？」

「……深見を見てそれをいうか」

「お兄ちゃんがあまり頼み事しないタイプだからそーなるんじゃないの？」

「それはお前の見立てちがいだと思うぞ……」と守。「というか、それなら別にマネージャーでもいいだろう。どうせ俺おれのいうことはきかないんだろうから」

「マネージャー楽しいわよ？」と深ふか見み。

「深見さん見てると、そう思うけどねー」

「それでも、あくまで選手がいいのか。どうしてだ？」

「お兄ちゃんに勝つためですけど」

　……結局、そこは外せないってことか。

　だが、皮肉にも選手という枠組みで、杏あんずは勝てない。……杏もそれはわかっているはずだ。合宿の時、実際にそう口にしていた。あと一つ気になることもある。

「それにしても、お前、どうして高校で野球部に入ってきたんだ？　小中でも俺は野球をしていたが、お前は入ってこなかっただろう」

「んー、秘密っ」

　杏は、一歩先に出て、守まもると深見の横から進んでいった。



　次の日の朝、綾あや坂さかと一緒になった。杏の話題をだすと、やはり思うところがあるのか、真剣に考え始めた。

「杏ちゃんがやれること……難しいよね。元から野球をやっているわけでもないし」

「そこなんだよな」

「チームの一員でいるだけでも、それはそれでいいと思うけど……それじゃ、杏ちゃんが納得しないのかな」

「そうだな……んっ？」

　二人でグラウンドに行くと、正門前でナインが困り顔を並べていた。

　みんな、どうしてグラウンドに入らないんだ？

「おい深見、何かあったのか」

　手近で、浮かない顔をしている深見をつかまえて尋ねる。

「あのね、グラウンドが使えなくなっちゃったらしいの」

「使えなくなった……!?」

　綾坂が目を丸くして驚く。深見は困り顔で眉まゆを下げた。

「内野の下にある水道管が破裂しちゃって、地面を掘って修理しないといけないらしいの。内野は水みず溜たまり状態だったから……工事が終わってもすぐ使うのは無理ね」

「ちなみにその工事、三日かかるそうですよ」

　塀にもたれてカバー付きの小説を読んでいた片かた桐ぎりが顔を上げずに補足する。

「……おいおい……ここで水難か……」

　つまり三日間グラウンドが使えないということだ。

　その三日間の後には、三回戦が控えているというのに。

「このままだと、三回戦まで実践練習ができないってことかよ？」

　さすがの橘たちばなも危機感を覚えているようだ。

「どこかのグラウンドを借りれば練習できると思うけど、この近くにそんな球場あった……？」と綾あや坂さか。

「ちょっとスマホで調べてみようかしら……」と深ふか見み。

　部員たちでわいわいしながら、練習場の確保に知恵を絞っていると、運動場の方から、鈴すず鹿かと涼りよう子こ先生の呼ぶ声が聞こえた。やってきた二人は、笑顔だった。

「みなさん、ご安心ください。すぐそばに練習場所が見つかりました！」

　涼子先生の吉報に、ナインは一斉に歓声を上げた。



「で、練習場所って……」

　ナインの先頭を切って、臨時の練習地に足を踏み入れた深見は、後ろ手を組んできょろきょろと物珍しそうに辺りを見回した。

「あれ？　なんでお兄ちゃんたちがソフトボール場にいるの？」

　朝練参加中の杏あんずが、きょとんとして守まもるたちを見つめる。



　新たな練習場所。

　――それは、いつぞやも練習試合の救世主となったソフトボール場だった。



    

  
    
      環境不適応の篠しの原はらさん





　守まもるは、柏かしわ木ぎに向かって深々と一礼した。もう、いくら感謝してもしたりない。

「一度ならず、二度までも……助かるよ、柏木さん」

「気にするな、持ちつ持たれつだ」と柏木は鷹おう揚ようにうなずいてみせた。「今回のこれで、風かざ見みの件の礼を返しきれたとは思っていないからな」

「貸しを作ったつもりはないが、ソフト部のみなさんの好意に甘えさせてもらうよ」

「そう思ってくれるなら、最高の勝利で応こたえてくれ」

「ああ。チーム全員で応える」

　互いにうなずきあったところで、綾あや坂さかがやってきた。

「あの、柏木さん……！」

「綾坂か。どうした？」と柏木。

「あの……あれ、いいんですか？　グラウンドにマウンドなんて作ってもらって……」

「いいもなにも、君が来ると聞いて、すぐに一年の女子が動き始めたからな」

　サークルの後方に、ソフト部員が集まって土を盛っている。綾坂が目を向けると、彼女たちは、きゃーっ綾坂先輩だー、綾坂せんぱーい、と黄色い声を飛ばしてくる。

　綾坂が軽く会釈すると、更に黄色い声があがった。

「……ソフト部も練習あるのに、なんだか悪いような」と綾坂。

「そうか？　だが、先日のキミたちの練習試合の時も、あの面子めんつが緊急でマウンドを作ってたんだぞ。ま、あの時はばたばたしてたから気にかける余裕はなかっただろうが」

「あ……そういえば……」

「即席だから、若干造りの甘いところに目をつぶってさえくれれば構わないよ」

　柏木は、守たちに向かって片手を広げた。

「フィールドも野球用に白線を引き直してある。君達の練習を見るのは、うちの部員に刺激になるはずだ。あと二日間、ここを野球部の物だと思って存分に使ってくれ」

　……有り難い話だ。守はもう一度、しっかりと頭を下げた。



　数分後。

「……何してるんですか？　先輩」

　地面に突っ伏している守に、通りすがりの愛あい理りが声をかけてきた。

「部室だと思って入ったら、着替え中の女子部員に山ほどボールを投げられた……」

「野球部と同じ感覚だとそうなりますよね。経験者なので、気持ちはわかりますけど」

　愛理はスタスタと守の横を通り過ぎて、ソフト部の部室に入っていった。



    

  
    
      ご遊覧中の深ふか見みさま





　深見は、物珍しそうに、うろうろとソフトボール場を見て回っている。

「……深見、さっきから人様のグラウンドで何をうろうろしているんだ」

　守まもるは素振りの手を止めてたずねた。

「面白いものないかなと思って……」

「いいから、じっとしていろ」

「はーい」

　深見は返事した直後、「あ、あれ何かしら？」と走っていった。

「人の話を聞け！」



　戻ってきた深見は、「篠しの原はらくん、これ見て？」と一冊の本をさしだしてきた。

　タイトルは『マネージャー・ユイ』。

　とある女子高生が、ひょんなことから高校野球部を率いる事になって、強豪野球部を甲こう子し園えんに導いていく……という内容の一昔前のスポーツコメディ漫画だ。

「……おお、懐かしいな。こんなものどうしたんだ？」

「ベンチのところに置いてあったの。これ、篠原くんが好きだった漫画よね」

「ああ……いつのまにかどこかに行ってしまったがな。野球知識のない女子高生が、野球の公認ルールを使って逆転の発想をするのが面白かったんだ」

　たたっと軽い足音が近づいてくる。

「ねーねー、二人とも何の漫画見てるの？」

　杏あんずが守の腕につかまって、漫画をのぞいてくる。

「あっ、これ今ソフト部で流は行やってるやつだ。でも、三巻までしか持ってる人いなくて、みんなここで止まってるんだよー」

「そうなの？」深見。「一応、うちの室内練習場の野球図書室に全巻置いてあるけど」

「えっ……ほんと!?　読みたい、すぐ読みたいっ」

「わかったわ。今持ってくるわね」

　そういって練習場を出て行った深見は、マネジユイを全巻抱えて戻ってきた。

　続刊を待ちかねていたソフト部には大好評だった。……まあ結果オーライか。



　……しかしだ。

「それはそれとして、いつのまに野球図書室が野球漫画に占拠されていたんだ……」

「こないだ業者さんに頼んで増設してもらったの」

　漫画だらけの野球書庫を前にして、深見は鼻歌交じりにその一冊を開いた。



    

  
    
      タッグマッチの深ふか見みさまと杏あんずちゃん





「篠しの原はらくん、おつかれさまー」

　ノック中、深見がぽんと背中を軽く叩たたいて、グラウンドの隅に歩いていった。

　その後から、後ろを通りかかるソフト部員に毎回笑われるようになる。

　その理由を教えてくれたのは、綾あや坂さかだった。

「……篠原、こんなのついてるよ……」

　綾坂は、守まもるの背中から何かをはがすと、両手で端をつまんで見せてきた。Ａ４の紙だ。

『私はイケメンです』と書かれている。

「深見！」

　深見と杏は、物陰に隠れて、両手で口を押さえて笑っていた。

　……よく見ると、紙の字は杏の筆跡だ。

　何をやっているんだ、あの二人は……。



　守がノックをしていると、とすんっ、と後ろから杏がぶつかってきた。

「あ、ごめんお兄ちゃん、投げたフライとる練習してて……」

「そうか。気をつけろよ」

「はーい」

「ああ、それとこれは返しておく」

　後ろに手を回して、Ａ４の張り紙を引きはがして、杏に突き返す。

　深見の字で『メイド好き』と書かれている。

　ふかみさーん、だめだったー、と杏が深見の下もとに報告しにいくと、二人は何やら作戦会議を始めた。

　……何をやっているんだ、あの二人は。



　ストレッチ中、後ろでカサッと紙の動く音がした。……いい加減に釘を刺さねば。

「おい！　さすがに三度目は……」

「はあ!?」愛あい理りが怒鳴り返してくる。「深見さんに言われて紙持ってきただけですよ。とってきてほしかったんじゃないんですか!?」

　愛理はＡ４の紙を手に持っていた。その後ろで例の二人がくすくす笑っている。



　その後、深見と杏はベンチに座らされ、愛理に説教をされていた。

　……何をやっているんだ、あの二人は。



    

  
    
      部活の架け橋の杏あんずちゃん





　ソフト部と野球部が本格的に交流するのはこれが初めてなので、杏が、架け橋となってくれた。

　休憩時間の雑談中、両チームの間に杏が立つ。

「えっと、いつもブレンド茶を作ってるこの人が、二年の柏かしわ木ぎさん！」

　杏の紹介はなんともいえずピンポイントだった。。

「……杏、何だその紹介は」

「え？　人数多いし、一番わかりやすいところをと思って」

「わかりやすいか……？」

　守まもるの疑問を平然と無視して、杏は次々とソフト部員を紹介してゆく。

　いつも鼻で笑う人、とかいつも腕組みしてる人、などはまだいいが、いつも爪つま先さきで地面をつつく人、といったもはやわけのわからない紹介などもあった。

　二年が終わると、次は一年の番だ。

「えっと、みんな知ってると思うけど、風……」

「あたしはいいから。ついこないだ野球部に参加してたの忘れたの」

　愛あい理りは、ぴしゃりと不安要素をシャットアウトした。

　ソフト部の紹介が終わり、杏の人間観察の矛先はこちらを向いた。

　杏の指が、「えっとー……」と次の標的を探し、まずは片かた桐ぎりをさした。

「いつもヘンな表現してる片桐くん」

「ヘンってなんだ……」

　次は橘たちばな。

「いつもナンパしてる橘さん！」

「あーそうだな？」と。

　次は鈴すず鹿か。

「マスコットの鈴鹿さんなんだぞー！」

「そうなんだぞー！」

　次は守。

「いつも天然でムッツリスケベなお兄ちゃん！」

「ひどい言われようだな」

　次は深ふか見み。

「いつも部屋にこもってアニメ見たりゲームやったりしてる深見さん！」

「その表現は誤解を与えかねないと思うの」



    

  
    
      戦力分析の深ふか見みさま





　野球部ナインは、ソフト場から工事中のグラウンドに戻って来た。

　三回戦に向けたミーティングだった。

「あのね、御み堂どう商業っていうところが負けちゃったみたい」

　深見のその一言から、ミーティングは始まった。

「御堂商業が負けた……!?」と綾あや坂さかが驚きの声を出す。「……いったいどこが？」

　今回の組、千せん国ごくと御堂商業以外に有力校はいなかったはずだ。

「――小こ手て川がわか？」と守まもるは試しにたずねてみた。

「えっ、どうしてわかったの？」と目を丸くする深見。

「今まで、小手川に硬式野球部はなかったはずだ。ダークホースになるなら、そこしかないだろうと思ってな。おおかた、優秀な選手でも入ってきたんだろう」

「ううん、ネットで調べてみたら、すごいのは監督さんみたい」

「監督？」

「試合をデジカメで撮影してもらってたんだけど、これ見せた方がはやいって言ってたわ」

　深見はプロジェクターを起動させて、スクリーンに試合映像を投影した。

　守は、まず小手川の第一の特長に気付いた。

「ツーウェイリードのランナーが多いな。足で引ひっ掻かき回まわしてくるチームか？」

「足はみんな速いみたいよ」

　とはいえ、率直にいうと、序盤の試合映像から、小手川の強さは微み塵じんも見て取れなかった。投手はノーコンだらけで、継投継投で必死につなぎ、打線はろくにかすりもしない。

　しかし試合映像を見終わった時、認識はがらりと変わっていた。

「……打席をはずしたふりをしてボークをとる、セカンドが送球スルーしてランナーをサードで刺そうとする……なるほどな、つまりこのチームは」

「……く、クソめんどくせぇチームだな……」と橘たちばなの言。

「監督さんは元高校球児で、心理学の大学院生の人らしいの。異名は『策士』だって」

「『策士』かあ……」綾坂が考え込む。

「千国は監督がほとんど動かなかったが、今度は真ま逆ぎやくのチームか」と守。

「うん。向こうの監督は相当優秀みたいだね」

「……む、向こうの監督『は』？」

　涼りよう子こ先生がびくっとなる。守は笑顔でフォローを入れた。

「ちがいますよ、先生。大会登録上、先生はあくまで『責任教師』ですから」

「あ、なるほど……って、えっ？　……なるほど！」



    

  
    
      秘密兵器の杏あんずちゃん





　杏は練習前、いつも楽しそうにマイバットを振っている。

　守まもるが近づくと、ふふんと小生意気な顔でバットをつきつけてきた。

「お兄ちゃん、専用バットを手に入れたわたしにもう怖いものなんてないから！」

「そうか」

　どうやら、杏なりに喜んでくれているようで、守は笑みをこぼして言った。



　その日の正午過ぎ、守が鳥カゴに入ろうとすると、さっと杏がそれを阻はばんだ。

「お兄ちゃん、打撃勝負だよ！」

「あのな……」

「いーから見ててよ。あたしはソフトの方でやるからさー」

　杏は鳥カゴに入ると、マシンから放たれるボールを十球中一球かすめた。

「どう？」

　自信満々に胸を張る杏だが、いったい何を誇っているのかさっぱりわからない。

「……ん？」

「ん？　当たったよバット」

　守は無言で杏の代わりに鳥カゴに入ると、一球目でレフトに打球を打ち飛ばした。

「あ、当たった回数の勝負だもん！」と杏。

「そうか」

　二球目もレフトに打ち飛ばした。

　振り返ると杏はもういなかったが、その向こうで何やら深ふか見みに話を聞かれていた。

　ふんふん、ふんふん……。

　何やら二人で話し合うと、杏はこちらを振り返ってにやっと笑った。

　……どうやらまた何か二人で企たくらんでいるらしい。



　次の日、杏の手には見慣れぬ寸ずん胴どうなバットが握られていた。

「お兄ちゃん、打撃勝負！」

「お前、それは……ビヨンズマックスか」

　ビヨンズマックス――超反発力で細腕でも長打を放つバットだ。

「そうだよ、深見さんがこれのこと知っててお取り寄せしてくれたんだー」

　杏は、えへんと胸を張って威張りつつ、鳥カゴに入った。

　第一球、杏のバットが、ぷいっと空振る。

　無論当たらなければ意味はない。



    

  
    
      杏あんずちゃんの将来性を考えようの会





「というわけで、杏ちゃんの将来性を考えようの会を開きまーす」

　深ふか見みがまた会を結成した。ソフトボール場での休憩中のことだった。

「わ、わたしの将来性ってなんですか？」と杏がびっくりする。

「ほら、こないだ、チームでなにがやれるかっていう話してたじゃない。それをみんなで考えてみようと思って」

「そ、そんなのいいですよー」

　杏は顔を赤くして言う。どうやら照れているらしい。

「何がやれるか……まァ、基本はマネージャーだよなあ」と橘たちばな。

「あとはバッピとかもあるんじゃないです？」と片かた桐ぎり。

「そうだなーノッカーとかやってくれると助かるんだぞー」と鈴すず鹿か。

　とりあえず三案上がったが、それは残念ながらどれも却下だった。

「バッピやノッカーはいまのところ技術的に無理だし、マネージャーは希望外だ」

　守まもるがいうと、そーなのかーと鈴鹿は残念がった。

「ただチームにいてくれるだけでもうれしいけど」と深見。

「うーん……」と杏は深く考え込む。

「あ、じゃあ……専属ウグイス嬢とか？」

　綾あや坂さかが言う。

「ええ……わたしのお仕事なのに……」

　深見が暗い顔になる――が、ぱっと明るくなった。

「あっ、ねえ、いいこと思いついたわ」

　深見が突然そう言いだした。

「いいこと……なんですか、深見さん？」

「あのね、専属チアガールとかどう？」

「チア!?　え、いや、そういうの憧れたりしますけど……」

「杏ちゃんがチアやったら結構かわいいと思うの」

「チアってスタイルよくないと似合わないですよー」

「そう？　結構発育はいいと思うんだけど」

「やっ!?　そーゆーことゆうのやめてください！」

　深見と杏がきゃっきゃしている中、守はふと気付いて辺りを見回した。

「ところで、綾坂がいつのまにかいなくなっているんだが」

「綾坂先輩なら、チアの話が出た途端どこかに行っちゃいましたよ」

　ベンチの柱にもたれていた愛あい理りが真顔で言った。



    

  
    
      



    

  
    
      杏あんずちゃん　対　篠しの原はらさん①





　ソフト部キャンプ二日目。

　この日は、ソフト部との実践練習をすることになった。

　平たくいえば、練習試合だ。

　試合前、サークルの周りに野球部ナインが集まり、その真ん中に杏が立っている。

「じ、じゃあ、いっきまーす」

　杏は、右足を蹴けってのウインドミルから、ボールを持つ右手をひるがえした。

　回転のかかったボールが、守まもるの硬式ミットを叩たたく。

　おおお、とマウンドの上がわき上がって、その中心で杏が照れくさそうにしている。

　……これは、ピッチャーになれるボールだ。

　守は、手に残った杏のボールの回転を確かめながら、手慣れないソフトボールを見つめた。およそ直径十センチ。７センチの硬球より指先一つぶんほど大きい。

　実際に受けてみると、杏を勧誘した監督の気持ちがわかった気がした。

「あっ、ねえお兄ちゃん！　わたしのソフトボール投げなら、野球部のバッティングピッチャーとかできるかな？」

　杏が、名案を思いついたといわんばかりにいう。

「いや……ボールが違いすぎて難しいだろう。硬球でできるなら、ありだとは思うが」

「ええー……一度ためしてみて、それ無理だったのに……」

　杏は、野球部で「やれること」を鋭意模索中らしい。

　……このボールを受けて、「ソフトに行かないのがもったいない」と思わなかったのは、こうして杏が自分なりにいろいろと考えている姿を隠そうとしないからだろう。

　その時、杏、と愛あい理りが呼びにやってきた。

「杏は今日の試合、こっち陣営だってさっき決めたでしょ。もうみんな集まってるよ」

「あっ、はーい。みんな、試合終わったらまたあとでね」

　杏が、ソフト部の円陣の方に走ってゆく。



　試合前の投球練習が終わる。グラウンドに、試合独特の緊張感が高まってゆく。

「……へ？」

　先発の杏は、サークルの上で首をかしげた。

「バントだ」「バント」「バントで攻めていくぞ」

　野球部ナインが、ベンチで口元も隠そうともせずに相談し始めると、

「聞こえてるんだけど……」

　杏はジト目で睨にらんできた。



    

  
    
      杏あんずちゃん　対　篠しの原はらさん②





　バントが来るとわかっていれば、ボールを拾いにいくのも余裕だ。だから、野球部サイドはあえて初球からバントせず、フェイクやバスターを絡めて、まず一点をとった。

「な……な……なんで全力で攻めてくるのっ！」

「試合前日にお遊びはないからな。……覚悟しておけ」

　守まもるは打席でバットを伸ばして、サークルで涙目の杏を見た。

　……しかし、ついに野球で杏との直接対決か。

　一球目は、見慣れない軌道のせいで、手出しできなかった。二球目は、大きく空ぶった。

　わざとの空振りで打ち気を見せて、三球目に水平にバットをかまえた。

　バントは絶妙のサード前。

　しかし杏は、すばやく打球に入り込んでいた。

　やられたと確信した。目の前でファーストにボールが送られる。

「わ、やった！　お兄ちゃんからアウトとった……！」

　杏が、エサを見つけた猫のように、ファーストの方に走ってくる。

　……杏の顔が見られない。生まれてはじめて、杏に敗北感を覚えた。

「……ず、ずいぶんと落ち着いたバント処理だったな……」

「当然でしょ。ばればれだもん。お兄ちゃんって、バントするときいっつも、右左きょろきょろし……」

　その言葉の先は聞けなかった。

「ちょっ……杏！」

　セカンドの愛あい理りが叫ぶのと、

「セーフ！」

　ソフト部の球審が両手を広げるのは同時だった。

「ん？」

「ん？」

　守は、杏といっしょにホームを見た。

　サードランナーの鈴すず鹿かが、トテテとホームベースを踏んでいた。

「「あ」」と守と杏は同時に声を上げた。



「……試合中に話に夢中になるな……！」

「あ、あははー」

　降板させられた杏は、ベンチで愛理に説教されていた。

　まあ、当然だな。



    

  
    
      三回戦前の杏あんずちゃん





　涼しくなりつつある。夏の暑さはもう、どこにも感じられない。今年は、長く暑さが続いて、比較的長くセミが鳴いていたが、いつのまにか止やんでいた。

　緑の運動公園の中にある球場――青葉の森球場の周りは、まもなく始まろうとしている三回戦を前にして、かすかな熱をはらんでいた。

　明みよう神じん学がく園えんの応援にやってきた者の姿が多い。在校生から綾あや坂さかのファン、そして、近所から遠方から来た高校野球ファン。

　この三日間、野球部の練習に協力してくれたソフト部もやって来てくれていた。

「勝ってくださいね、先輩」

「うむ。君達の健闘を祈るぞ」

　愛あい理りと柏かしわ木ぎが、激励の言葉を送ってくれる。

「はい、みんなの協力は無駄にはしません」

　綾坂が微笑ほほえんでいう。ソフト部一年の目がとろけるが、彼女はやはり見ていない。

「そろそろ時間なんだぞー」

　鈴すず鹿かがトテテとやってきて、ナインに向かって言う。

「よし……じゃあ、行くか、みんな」

　守まもるは、スポーツバッグとバットケースをかついで、出発の準備を整えた。

「がんばってね、みんな。特にお兄ちゃん、負けたら許さないんだから！」

「わかってるさ。ところで、お前は？　ソフト部と一緒に行くのか？」

　杏は、ソフト部の輪の中にいた。

「午後から、ソフト部の練習だからね。お兄ちゃんたちが負けてなかったら、このままソフト部の練習に出ようと思って。バッピとかでは重宝されてるんだよ」

「……じゃあ、なるべく大差をつけてやらないとな」

「うん。よろしくねー」

「またね、杏ちゃん」

　深ふか見みが手をふりふりする。

　ソフト部と別れ、ナインで選手用ゲートの方に向かう途中、深見がつまらなさそうに言った。

「杏ちゃん、アルプスにいてくれれば、暇な時お話できたのに」

「試合中にベンチと会話するのは禁止だぞ」

「ええー……そうなの」

「そうなんだ。ほら行くぞ」

　深見は振り返り、「うん、勝って杏ちゃんに会いにいきましょ？」とにっこり笑った。



    

  
    
      三回戦目の篠しの原はらさん①





　一回表――橘たちばなは、小こ手て川がわのサードの送球よりもはやく、一塁を駆け抜けた。内野安打。

　秋の風を切るのは心地よい。

「っし。どーだよ？」

　橘はランナーコーチの片かた桐ぎりに向かって、挑発のつもりで指をつきつけた。

「フン、僕の代役の一番なんだから、しっかりその打順を温めておきなよ」

「五タコで一番下ろされたオメーに発言権なんてねーよ」

　監督代行の守まもるが、ベンチからサインを出す。バントのサインだ。

　二番の鈴すず鹿かがサード前にきっちり転がしてくれた。二塁に悠々滑り込む。

　相手バッテリーを確認しながら、ウォーキングでリードをとる。

　篠原いわく「シートノックで見た限りだと、あの捕手の肩は強くない」――。

　橘は、二塁への盗塁より、三塁への盗塁を得意としていた。平均タイムも、二盗よりも三盗の方が飛び抜けて早い。……三盗で俺おれを刺せるランナーは篠原以外いるはずねー。

　肩が強かろーと強くなかろーとあいつ以上じゃなきゃいける。

　三番の相そう馬まがボールを見送る。ストライク。橘は、ベースからはなれた。

　小手川の捕手がマスクを上げて、ピッチャーに向かって返球する。

　次の瞬間、橘はアウトになった。



「――ピッチャーが、返球をスルーした……？」

　愛あい理りが、はっと息をのんで、そう呟つぶやいた。

　今のプレー――捕手からの返球を、投手がスルーして、ボールはそのままセカンドのグラブに突き刺さった。そのまま、橘がタッチされたのだ。

「今の、わざとだ」と愛理が言う。「送球の強さが、ノックの時とちがってた」

「え……そうだったの……？」

　杏あんずは、そこまで気付くことはできなかった。

「何でも、小手川のああいうトリックプレーは、すべて監督主導のサインプレーらしいな。『策士』――監督不在の明めい学がくには、千せん国ごくより嫌な相手かもしれないぞ」

　柏かしわ木ぎは、難しい顔でいう。

　杏は、バックネットに顔を寄せ、小手川のベンチを見た。

　そばかす顔のショートヘアの青年が、歯を見せて笑っている。

　――あれが『策士』。

「あんまりイケメンじゃないですね」

「どこ見てるんだよ」と愛理は顔をしかめた。



    

  
    
      三回戦目の篠しの原はらさん②





　四回表のツーアウトから、八番の天あま野のが外野フライを打ち上げた。

　スリーアウト。

「だーくそっ、打てるピッチャーばっかなのに、まだ無得点かよ!?」

「喚わめくな三さん下した。公衆の前で無様をさらすんじゃない」

「っせー七タコ」

　ベンチ内で、橘たちばなと片かた桐ぎりのケンカが始まって、鈴すず鹿かがあわてて二人の間に入っていった。

　明めい学がく打線は、四回表が終わって、既に六本ものヒットを打った。

　が、いまだに得点に結びつかない。

　小こ手て川がわが、大事な場面で、ことごとく監督が動き、タイムリーを断ち切ってくるからだ。捕まりかけるたびに投手を代えてくるので、既に三番手だった。

「……俺おれ達たちは、相当研究されてるな。向こうのシフトは的確だ」と守まもるはうめいた。

「篠原くんをはじめから敬遠してきたのも、その一環？」

　深ふか見みは、スコアを膝ひざの上に開きながら言う。一打席目の話だ。

　はっきりした敬遠でないにしろ、相手バッテリーはまともに守と勝負してこなかった。

「俺を研究してるなら、内角好きってのはとっくにばれているはずだ。向こうの投手はノーコンだらけだから、勝負するリスクが大きすぎると踏んでるんだろう」

「けど、こちらも無失点ですから。これなら負けませんよね」

　涼りよう子こ先生の言うとおりだ。

「そうですね。それに、小手川は非力なバッターばかりですから。まともにやって、初体験の綾あや坂さかを攻略することは不可能です。……行くぞ綾坂」

「うん」

　二人でダッグアウトから出る。

　黄色い声援とともに、小手川の監督・司し馬ばの視線が、ぶつかってきた。

『策士』か――俺達の攻略法でも探ってきてるのか？

「……攻撃の方では、まだ何もしかけてこないな」

「しかけてくるなら、二巡目のここからだと思うけど……」と考える綾坂。

「あまり気にするなよ」

　綾坂は自然に微笑ほほえんで、少し誇らしげに胸を張った。

「……してないよ。守くんとのバッテリーだしね」

「さんざん研究されながら、二人でやってきたからな……今さらは今さらか」

「そうだね。じゃ、行こ？　守くん」

「ああ……」守はキャッチャーボックスに立って苦笑する。「俺はもうついているけどな」

　綾坂はホームまでついてきていた。「あっ……」と綾坂は俯うつむき、マウンドに走った。



    

  
    
      三回戦目の篠しの原はらさん③





　四回裏、小こ手て川がわ打線が一巡して、一番バッターが左打席に立った。初回の打席と同じく、「しゃあ」と吠ほえて、バットを突き出している。

　……気合いを入れてきたのか、それともパフォーマンスか……。

　高めのボールを要求すると、バッターはフルスイングで空振った。

　演技のそぶりはない。直球一本の振り方だ。高めのマルハナバチだけで抑えられる相手だとは思うが、小手川で今大会、一番飛ばしているのはこいつだ。

　念を入れて、二球目は外角低めのチェンジアップ。引っかけてくれば、もうけものだ。

　バッターが動く。腕を伸ばしてすくった打球が、サードの後ろに落ちた。



　小手川の初ヒットを見て、愛あい理りがきゅっと唇をかんだ。

「今度は、チェンジアップを引き出された……。大声で勢いを見せて、変化球を引き出すっていうのは、代打の作戦の一つだよ」

「あ、あのお兄ちゃんがだまされたの？　……って、深ふか見みさんにはよく騙だまされてるから、別に珍しくはないか……」

「初球の振りは演技っぽくなかったから……初球のときはフルスイング指示で、二球目でサインを変えてきたんだと思う。さっきからバッターが、ベンチに球種を教えてるようなサインを出してるから、それを見て、監督が狙ねらい球だまを変えさせてるんじゃないのかな……」

　小手川ベンチを見る。監督が身体からだの各部位を何度かタッチしている。

「風かざ見みさん、あれがサイン？　どういう仕組みになってるの……？」

「あれはブロックサインっていって、身体のどこか一部分にキーサインを設定しておいて、そこを触った次のタッチポイントで指示を伝えていくんだよ」

　ブロックサインかあ……今まで気にしたことなかったけど……。

「しかし、あの策士はここからどうするつもりなのだろうな」柏かしわ木ぎが肩をすくめる。「普通にやっても、小手川打線に綾あや坂さか飛鳥あすかからタイムリーをもぎとれそうもないぞ」

　綾坂は一度牽けん制せいしてから、投球フォームに入った。と、同時に一塁ランナーが走った。

「――モーションと同時！」愛理が叫んだ。



　バッターが、空振りをしてランナーをアシストした。

　――仕掛けてきた！

　ミットにボールが飛び込む。守まもるは、肩をうならせた。セカンドに入った鈴すず鹿かのグラブにボールを叩たたき込む。ぎりぎりで、セーフになった。

　……くそ。嫌なタイミングで走ってきてくれたな……。



    

  
    
      三回戦目の篠しの原はらさん④





　綾あや坂さかは、ちらりとセカンドのランナーを振り返った。……さすがに気になるか。

　見てろ、綾坂。綾坂に牽けん制せいを入れさせてから、外のボール球を投げさせると、守まもるは捕球と同時に腕をしならせた。空を裂く球が、サードのグラブを後ろにのけぞらせる。

　セカンドランナーはスタートしたものの、慌てて二塁に戻っていく。

　綾坂への気付けとしては、これで充分だろう。

　次のバッターは、打席に入るなり、バットを横に倒した。単純に送るつもりだろうが、小こ手て川がわは、バントの構えからでも走ってくる。遅い球は投げたくない……。

　打ち上げてくれよと祈りつつ、マルハナバチを低めに要求する。

　綾坂はうなずいて、ステップした。バッターがバットを引いて、振る。ボールはピッチャー前に力なく転がった。モーションを盗んだ走者はそれでも悠々三塁へ。

　フォークならバットを引き、それ以外ならバスターか。抜け目のない指示だ。

「内野！　集まれ！」守はタイムをかけて、マウンドに走った。

「――モーション盗まれてるね」と綾坂。

「ああ。それなら、連中はスクイズを仕掛けてくるぞ。それが小手川の得点パターンだ」

「一回戦でも、御み商しよう戦でも、決定打はスクイズだっけか。よく決めるよなァ」と橘たちばな。

「篠原、どうする？　一点防ぐか、アウトをとりにいくかだけど」

　ホームで刺せそうにないと思った時、アウトをとりにいくか、あくまで一点を防ぎに行くかということだ。それを判断するのは、この試合の代理監督である守だった。

「……点の取り返せない相手じゃない。チャージはするが、スクイズはやらせていくぞ」

　下へ手たに振り回されるより、ランナーを空にした方がやりやすい。



　タイムが終わって、内野が散ってゆく。ファーストとセカンドは少し前に出る。

　初球は、ストライクに入れた。それを見た愛あい理りは、あ、とつぶやいた。

「……外さなかった。スクイズをやらせてもいいってことかな」

「えっ」と杏あんずは声をもらした。「なんで？」

「綾坂さんが、モーション盗まれてるからだと思う」

「……？　モーションって何？」

　愛理から、説明を聞くうちに、試合が再開して、綾坂がセットポジションに入る。

「――お兄ちゃん、点をあげちゃだめ――っ！」

　杏の制止の声が消えないうちに、金属音が響いた。小手川アルプスが立ち上がる。

　小手川の校歌の中、あーもーっ……、と杏は抱えた膝ひざに顔を伏せた。

　危なげなくバントを決めた小手川の、一点先制だった。



    

  
    
      三回戦目の篠しの原はらさん⑤





　スクイズを決められた後のバッターは、ゴロで打ち取った。

　どんな幸運があろうと、ヒットになるとは思えない弱々しいゴロだった。

　これで、スリーアウトだが……あれは一体何だったんだ？

　マスクを外してベンチに帰るが、ダッグアウト前で足を止まった。バックネット裏を向くと、杏あんずがジト目でこっちを見ていた。スクイズの瞬間、聞こえた声を思い出す。

　お兄ちゃん、点をあげちゃだめ――。

　……どうしたんだ、杏？　お前、なんであんなことを言ったんだ……？



「どうしたの、杏。いきなり叫んで……」

　愛あい理りが不思議そうにたずねてくる。

「これが『モーション』を盗んでるってことなら、わたしにだってモーション盗めるよ……ていうか、とっくに盗んでるよ」

「……は、はあ？　素人しろうとが簡単に盗めるわけないじゃない」

「牽けん制せいするときのクセがモーションのことなら、それ、お兄ちゃんの方にあるんだよ。ランナーの人、お兄ちゃんの手元ばっかり見てたもん。お兄ちゃん、だれかに牽制させるときにいつもミットに手入れ直してるから、それでばれてるんだと思う。……綾あや坂さかさんだって牽制って一回しかやらないから、それもわかられてるのかも……」

　え……？　そ、そうなの……？　あとでたしかめてみようぜ……？

　周りの観衆が、ざわつきだす。

「……適当なこと言ってないよね」

「適当じゃないってば！　もう……だったらわたし、直接伝えてくるよっ」

　三塁側アルプスに行こうとすると、柏かしわ木ぎが、腕をつかんできた。

「待て、杏。それは、禁止されていることなんだ」

「え？　禁止……？」

「スタンドからの口頭、もしくはサインでの情報伝達は禁止のはずだったぞ」

「あ……そ、そうだった……」

　愛理が難しい顔で考え込んでいる。

「まだ一点だし、じきにとりかえすだろうとは思うけど……」

「でなきゃ困りますー　……負けたら、お兄ちゃんのせいだからね！」

　杏は頬ほおをふくらませて、明めい学がくベンチをにらんだ。



　しかし、試合は、杏の思惑とは別に進んでいく。



    

  
    
      三回戦目の篠しの原はらさん⑥





　四番の芹せり沢ざわが外野に打球を上げてしまうと、杏あんずは空を仰いで、愛あい理りは腕組みした。

「せっかく綾あや坂さかさんが出たのにー……」

「……それにしても、どうしてここまで継投策がはまるの……？」

　五回表も、明めい学がくは得点できなかった。



　明学の次の攻撃は、守まもるからだったが、まともに勝負されずに歩かされてしまった。

「もーっ！　橘たちばなさんくらい足早くなってよ、お兄ちゃんのばかあ！」

「この回だけで、二度もピッチャーを入れ替えた……」

　七番以降の下位で打線を断ち切られ、六回表も、だめだった。



　杏は、気付いてしまった。

「……向こうの監督さん、ストライクとボールを命令するサインがある……向こうのピッチャー、コントロールがないんじゃなくて、わざと荒れたふりしてるんだよ……」

「まさか、全員が全員そんなコントロールがいいわけ……」

　七回表も明学はホームに帰れない。毎回ヒットを出しているのに。

　小こ手て川がわは、まだ一本のヒットしか、一人のランナーしかだしていないのに。



　杏は膝ひざを抱えていた。

「…………そんな……このまま負けちゃうの……？」

「……わかった。一番手は低めのカーブ、二番手は低めのまっすぐ……それぞれボール一個分操れる得意コースを持ってる。でも、大半は枠に入れたら打たれる投手だから……打たせる相手には打たせて、切るバッターに苦手コースに投げられる投手を合わせてるんだ」

　杏が、顔を上げる。

　金網の向こうに、グラウンドが広がっていた。チームメイトたちが散ってゆく。

　わたしがあそこにいれば、全部伝えられる。

　やれることと、やりたいことが、一度にできるようになる。あの日、あの時、入部テストのためのランニングに声援を送ってくれたみんなの力になれるのに。

　なにもできずに、お兄ちゃんたちが負けるのを見ているのは、いやだ。

　金属音が響き、風が吹いた。

　いたずらにふいた風が、一塁側のファウルグラウンドに打ち上がったボールを、わずかに左に流した。わずかにラインの内側に落ちて、バウンドした。

　八回裏。最後の最後になって、小手川に二本目のヒットが出た。



    

  
    
      三回戦目の篠しの原はらさん⑦





「この流れで、二点目はまずいだろうな……」

　守まもるはタイムをとって、内野にナインを集めた。

「いっそサードに行かせて、スクイズしてくるまで全球外しちまうか？」

　橘たちばなが、守の首に腕をまわして、冗談めかして言う。

「あるいは、俺おれと綾あや坂さかが、後ろに下がるかだな。……どっちかが牽けん制せいをばらしているんだ」

「お前まえ等ら下ろしたら、フツーに打たれね？　そんなら、マルハナゴリ押しの方が……」

「どっちか一人は下ろせないんだぞー」と鈴すず鹿かがうなる。「困ったぞー？」

　……考えどころだ。

「篠原、ここは……」

　綾坂が、グラブを下ろして、口元をあらわにして何かを言おうとする――

「――おにいちゃああんっ！」

　何だ!?　ぎょっとして、その声の聞こえた、バックネットの方を見た。

　杏あんずが、金網を両手でつかんで、めいっぱいさけんでいた。

「聞いて、おにいちゃん、モーションばらしてるのは――」

　杏の言葉を聞いて、スタッフが集まってきて、その言葉の続きをふさいだ。

　あいつ、やっぱり何か気付いてるのか……!?

　だが、…………スタンドからは、フィールドにメッセージを伝えられない。



　……スタンドからは、フィールドにメッセージを伝えられない。

「そういった声援は禁止されていますので……」

　杏はスタッフにはばまれて、うつむいた。顔がかっかしてくる。

　……う……つ、つい熱くなっちゃった……ホントに言ってたら結構あぶなかったかも。

　でも伝えたい。

　スタッフの間から、グラウンドを見る。マウンドの周りのみんなが、杏のことを見ている。ベンチからは、深ふか見みが、身をのりだすように顔をのぞかせていた。

　深見は、フェンスの手すりに手をおいて、少し真面目まじめな顔で、杏を見ていたが――しばらくして、「……んっ？」と何かを察した風に目を上げた。

「篠原くんっ、杏ちゃんっ――！」

　深見はぐっと先ほどよりもずっと大きく身をのりだして、ものすごい悪戯いたずらを思いついたような、無邪気な笑顔でさけんだ。

「――マネジユイ！」



    

  
    
      三回戦目の篠しの原はらさん⑧





　マネジユイ。長年付き合った深ふか見みの言葉だ。すぐに真意はわかった。

　……だけど、本気なのか。

「先輩！」

　バックネットを見ると、愛あい理りが、杏あんずの腕をつかんでいた。彼女は、とまどう杏をつれて、階段をかけのぼってゆく。――行き先はきっとあそこだろう。

　……そうか、そういえば、ソフト部の風かざ見みも、あれを読んでいたんだったな。

「……篠原、何を笑っているの？」と真ま琴ことが不思議そうにいう。

「笑ってたか？」口を開くと、確かに笑み混じりの声。……いや、もう笑うしかない。守まもるは観客のざわめきの中、綾あや坂さかに向き直った。「……すまん、少しマウンドを留守にする」

「留守にするって……」

「杏を連れてくる。そのために……そうだな、俺おれの足を踏んでくれ」

「えっ……!?　……よ、よくわからないけれど……いくよ」

　くに。爪つま先さきで軽く踏まれる。痛がるふりをして、足を引いて、治療名目でダッグアウトに戻る。救急箱を持った深見と一緒に、トイレに行くふりでベンチ裏に行く。

　二人で、選手用通路を走り出す。すぐに出口が見えてきた。

　マネージャー・ユイという漫画のタイトルは、厳密にいうと正しくはない。

　マネージャーという読みは、ある漢字にふられたルビだ。

　正しくは「少女監督ユイ」。海外では監督のことをマネージャーというらしい。

　あれは、とある高校の野球部で。

　野球を知らない一人の女子高生が、どこか抜けたチームを、甲こう子し園えんに導く物語だった。



　球場のこちらがわと、向こうがわ。杏が、息を弾ませて、選手用ゲートにたどりついたとき、そこにはもう守と深見が待っていた。

「こら、チーム関係者以外の立ち入りは禁止だよ！」

　両者をへだてるものは、年季の入った警備員だった。愛理に言われた通りに答える。

「……え、か、監督です！　わたし……」

「監督？　……きみがぁ？」

「おじさん、その子、ほんとうに監督なんです。今さっき、なったばかりなんですけど」

　深見は、スマホを持つ手の指先を、唇に当てて愛らしく微笑ほほえんだ。

「パ……じゃなかった、校長先生に頼んで、今認めてもらいました」

　深見の無邪気な手が、杏の手をつかんで、引く。球場の中へ。

　中で待っていた守が、苦笑いを浮かべながら、「行くぞ」と声をかけてきた。



    

  
    
      三回戦目の篠しの原はらさん⑨





「て、ていうか、わたしが監督になっちゃって本当にいいの？」と杏あんずはあわてて言った。

「いいんじゃない？　本部の人がいいっていってくれたんだから」と深ふか見み。

　導くように前を走る、守まもると深見の後ろ姿を、杏は懸命に追いかけた。

　通路の途中で、帽子をかぶった男が待っていた。

　この試合の、球審だった。不良を見るような目で、守と深見を見下ろしてくる。

「警備の方から、連絡があった。事情を説明してもらおう」

「えっと」と深見が言う。「この子、監督なのでベンチに入れても……」

「許可できない」

「えっ、でも、監督の登録はちゃんとしました」

「……それを本部に確認するとして、私は、彼女がバックネット裏にいたのを見ている。その件については、どう説明するつもりだね？」

　深見が、少し困ったように口ごもる。――が。

「高校野球特別規則第九条。両チーム整列までに到着できなかった選手は出場できない。ただし試合出場が認められない選手であってもベンチに入ることは許される。遅刻した理由は…………監督登録完了と確認までに時間があったためです」

　守は、眼鏡のブリッジを押し上げながら語を継いだ。

「オーダー用紙の名前記入に関して、監督の表記の正誤については言げん及きゆうされていません。いま明めい学がくの代行監督は俺おれですが、試合途中の監督権限委譲の可能不可能についても明文化はなかったはずです。……同規則第二十六条にのっとって、当該者の俺と、」

　頭の後ろに、守の手がそえられた。

　あ、手、大きい……。と思ったのもつかのま、ぐいと押されて頭を下げる格好になる。

「こいつが規則適用上の疑義を申し出ます。――よろしくお願いします！」

「あ……よ、よろしくお願いしますっ」

　目を向けると、守は『何やってるんだ俺は……』というような顔をしていた。

　顔を上げなさい、と言った球審は、どこかに電話をかけはじめた。一、二度言葉を交わしてから、こちらに苦笑混じりに向き直る。

「先刻、明みよう神じん学がく園えんさんの監督が登録変更されていた事を本部に確認した。……行きなさい」

「い……いいんですか!?」がばっと顔を上げる。「やったぁ！」

　やった、という言葉に球審が顔をしかめる。守に首根っこをつかまれ、行くぞとベンチの方に引っ張って行かれる。すると球審に呼び止められた。

「ああ、待ちなさい。オーダー用紙に、監督名を記入する。きみ――名前は？」

　杏はあわてて立ち止まって、球審に向き直った。



    

  
    
      



    

  
    
      



    

  
    
      二ヶ月後の杏あんずちゃん





　スピーチコンテストでも、学年考査でも、お兄ちゃんは自分よりもいつも一歩先を行っていて、わたしはそのあとからお兄ちゃんよりもう少し先に進んでいった。

　お兄ちゃんより先に進めているのなら、その一歩一歩をかさねていけば、いつかは追いつけるはずなのに、それでもなぜだかその背中に追いつける気がしなくて。

　その理由がわかったのは、イギリスに出発する前の事だった。



　お兄ちゃんはやりたいことがあって、わたしはできることをやっていた。

　それじゃだめなんだって、それじゃ追いつけないんだって、気付いたのは日本を出る前の日、凄すごく強い相手との試合があるから見送りに行けないってお兄ちゃんに言われたから。

　じゃあ何をすればいいのかって、何をしたらいいんだろうって、飛行機に乗った空の上でたくさん考えた。このまま追いつけず二人別々に大人になっちゃうのかなって。



　昔、たった一度だけ、お兄ちゃんのボールを投げさせてもらったことがあった。あのときはまるっきり投げられなくて、それは今でもあんまりかわってない。

　ソフトのボールは投げやすいけど、野球のそれは全然ダメダメだった。

　それが、なんだかくやしくて、日本では二度と野球のボールにはさわらなかった。野球のテレビとか、漫画とかも見なかった。

　あのとき、ちゃんとボールを拾ってたら、もっとはやくここに来られたのかな？



　二ヶ月前のわたしへ。

　そこで一生懸命勉強してるの、野球じゃなくてクリケットのことだから。

　日本行って、出だしでいきなりつまずいちゃうけど、心配しないで。

　ランニングで毎日へたっちゃうけど、次の日にはもうちょっと走れるから。

　二週間したらありえない入部テストが待ってるけど、お兄ちゃんが助けてくれるから。

　大切なチームメイトに出会えるから。



「自己紹介をしていただけますか？」

　広すぎるグラウンドを呆ぼう然ぜんと見つめるあなたに、涼りよう子こ先生がそう話を振ってくるよ。

　そう、元気よく一歩を踏み出して。

　いつもよりちょっと引いた足を、そのぶんだけ、思い切り前へ。



　きっともうすぐ追いつけるから。



    

  
    
      代行監督の杏あんずちゃん





　綾あや坂さかがすばやく牽けん制せいをすると、油断していたランナーはあっさりとアウトになった。

「ほ、本当に杏ちゃんをベンチにつれてくるなんて……」

　ダッグアウトに戻ってきた綾坂は、驚きの表情でつぶやいた。

「いや……うむ。俺おれも、まさか、こんなにうまくいくとは思わなかったがな……」と守まもる。

　なーなー、と鈴すず鹿かが袖そでを引っ張ってきた。

「杏が監督なのはいいんだけどさー」

「いいのか」

「いいけどさー、入院中の監督はどうするんだー？　くびなのかー？」

　深ふか見みがにこっと笑った。

「また元気になったら、そのときに考えればいいと思うの」

「そういうことっ。だから、今はわたしのゆーことちゃんと聞いてね、お兄ちゃん」と杏。

　守は肩をすくめた。

「それより、まだ俺おれ達たちは勝ったわけじゃないんだからな。九回の攻撃で、点をとれなければこのまま敗退だ」

「はいはい」杏はにひひーと歯を見せて笑った。「あとはわたしに任せておいてっ」



　小こ手て川がわのベンチをのぞいていた杏が、小さな両りよう拳こぶしをぎゅっと握り、ぴょこんと飛び跳ねるように訴えてくる。

「ストライクだよっ、お兄ちゃん！」

　守はうなずいて、ナインそろって身をのりだして「いけーっ！」と叫んだ。「行け」は『打て』のサインだ。六番の香か月つきがうなずく。迷いなく踏み込む。

　金属音と共に、白球が、秋の空に消えていった。



　　　　　◇



「ああ、待ちなさい。オーダー用紙に名前を記入する。きみ――名前は？」

　そう聞かれて、あわてて立ち止まった。ぴんと背をのばして、口を開く。

「今日、明めい学がく野球部の監督に就任した篠しの原はら杏です」

　と、杏は涼やかな声で言った。

「一年Ａ組、野球経験は二ヶ月、ソフト歴は二週間！　これからの目標は――」

　不敵に笑った杏は、びしっと鋭くこちらに指をつきつけてきた。

「お兄ちゃんたちと一緒に、甲こう子し園えんで優勝することです！」



    

  
    
      

第三幕　文化祭の篠原さん







　６対１で、明みよう神じん学がく園えんは準々決勝進出を決めた。

　最後の攻撃で、明めい学がくは打者一巡で一挙六点をとって、その裏の守りではいともたやすく三つのアウトをとった。『策士』は敗れた選手たちを申し訳なさそうに出迎えていた。

『策士』がワンプレーごとに細かいサインを出していたのが仇あだになったが、小こ手て川がわの戦力で戦うには、ほかにやりようがなかったのも事実だった。

　明神学園の準々決勝進出が決まった。――千ち葉ば県のベスト16だ。



　校歌の演奏中には、もうスタンドにソフト部の姿はなかった。

「ええっ、先に練習に行っちゃったんですか!?」

　試合後、人の往来の多い球場前で、杏あんずは、携帯越しの愛あい理りに向かってそう叫んだ。

『こっちだって団体行動なんだから、一人を待ってられないよ』

「そ、それはそうですけど」

『それに、もう、杏を待ってたってしょうがないでしょ』

「え……しょうがないって……」

　愛理はため息混じりに言う。

『そっちは、もう、自分のチームでやれることを見つけたんだから……あたしがそうだったみたいに、杏も自分のチームに戻るべきだと思うけど』

　選手用ゲートで、守まもるや深ふか見みに迎えられた時、自分を連れてきてくれた愛理は後ろにいた。

　深見に手をひかれて、球場の中へ行くとき。

　軽く背中を押された感触を覚えている。

「……うん」

『投げるの上う手まくて、サインは盗めて……ソフトやってたらどうかなって思うけど……』

「あ、いや、サイン盗めるとかそーゆーの無理ですけど、何度もやってることが目につくっていうだけで……」

『あたし、もしかしたら杏とソフトやってみたかったのかもね』

　頭上の葉々が、音をたてる。運動公園は、緑に囲まれている。顔を上げると、夏のあいだに、青々と茂った木の葉がそよ風に押されて重なり合っていた。

『……一年生で、仲良いい相手とか、あまりいないし……別にいいけど』

　ふっと愛理は息をついた。

『……じゃ、これから練習試合だから。また明日』

　電話が静かに切れる。

　即折り返す。

『か……かけてくるな……！』

「あのっ、わたし、風かざ見みさ……」

　杏あんずはそこまでいって、思い切って飲み込んだ。そして、言い直す。

「――『愛あい理り』に！」

『はっ……!?』

「愛理に言いたいことは、いろいろあるんだけど、その……練習中はあんまりやることないし、バッピとかするし、試合前とかサイン見たりできるし、それに……」

　杏は、浮かんでくる言葉をぜんぶ、愛理に向かってぶつけた。

「高校卒業したらソフトしたいし、だから、今後もよろしくね！」

『…………欲張りすぎじゃないの。……でも、わかった。皆に伝えておく』

「うん、試合がんばってね！」

『……はいはい』

　電話を切ると同時に、もふもふと後ろから髪をさわられた。

「ぎゃっ。深ふか見みさんやめてよー」

「え……どうしてわかったの？」

　深見が、杏のふわふわなツインテールを両手でもふっとしながら、首をかしげる。

「わかるよー……そういうことするのはー」

「おい、二人ともなにやってるんだ。バスが出る時間だから、もう行くぞ」

　守まもるが呼びにやってきて、「あっ、うん！」と駆けだした。

　野球部のみんなが待っていた。



　冷蔵庫から、ポカエリを出して、プラスチックのコップにくむ。

　それを軽く一口飲むと、運動したあとの喉のどに心地よかった。

　小こ手て川がわ戦を終えて、戻ってきた専用グラウンドの部室だった。

「準々決勝まで、あと十一日も空くのか……」

　壁に貼はられている、アルカナストライクのカレンダーを見る。

　今日は九月二十七日――準々決勝は十月九日だ。およそ二週間ものスパンがある。

「お兄ちゃん、ここだけ試合の間隔が長くない？」

　杏が、一緒に並んでカレンダーを見上げながら言う。

「毎年こんなものだぞ」

「へー……しばらく暇だね」

「大会期間中に暇はないが……暇は暇だな」

　部室を見回すと、ナインがのんびりと過ごしている。

　――試合期間は、みんなわりと真面目まじめにやっていたのだが、今では――

　今では、橘たちばなは戦闘機のプラモデルを作っていて、片かた桐ぎりはカバー付きの小説（ここから見るとイラストの挿さし絵えがある）をめくっていて、涼りよう子こ先生は野球漫画を読んで復学に勤しみ、深ふか見みはＧＰＳゲームプレイステーシヨンでサクセスをしていて、綾あや坂さかは黙々と爪つめのお手入れ中だ。

「あ……そういえば、みなさん」

　涼子先生が言う。

「一応おうかがいしておきたかったんですが、部として、今年の文化祭には参加されないんですか？　たしか届け出が今日までだったような……」

　深見が、パチンとＧＰＳの電源を落として、すくっと立ち上がった。



「というわけで、今度の文化祭の出し物をみんなで決めようと思いまーす」

　部室にホワイトボードを持ってきた深見がさっそくそう切り出す。

　はーいと皆の返事。

「切り替え早いですね」

　涼子先生が目を白黒させる。だが、守まもるの驚きの対象はそこではなかった。

「……しかし、深見が文化祭のことを忘れていたのは意外だったな」

　むしろこういったイベントには率先してチームを引きずり込むのが深見のはずだが。

「うーん、忘れてたわけじゃないんだけど」

「そうなのか？」

「文化祭って九月の最後だったから、大会中だと参加している暇ないかなって」

　確かに。

「去年は、二回戦辺りで文化祭登録を締め切ってて、部としての参加は見送ったんだよな。確か文化祭の二週間ほど前だったはずだが」

「てことは、今年の締め切りは変わったのか？　九月って、あと四日しかねんだけど」と橘。

「言われてみれば……クラスの出し物の準備はみんな今どうなっているんだ？」と守。

「大会中だから準備にはあんまり参加してなかったんだぞー」と鈴すず鹿か。

「……あ」と綾坂。「そういえば真ま琴ことが言っていたような」

「何をー？」と杏あんず。

「去年の文化祭って、行事の関係で、大幅に日程がくりあげられていたみたい。真琴が生徒会兼任だから事情をよく聞いてるんだ。だから、今年のが本来の日程ってことじゃない？」

　真琴がいう「真琴」というのはもちろん自分のことではなく、兄の飛鳥あすかのことだ。

「じゃあ、わたしたちも参加しようと思えばできそうね」と深ふか見み。

「準々決勝までまだ結構あるんだぞー。どうするんだー？」

　鈴すず鹿かがぴょこっと両手をひろげる。深見が率先して口を開いた。

「わたしは絶対にやりたいわ。みんなはどう？」

「やるー！」と杏あんず。

「練習に悪影響がでないくらいには頑張ろうか」と守まもる。

　ほぼ満場一致の参加決定だった。

「大会期間中だけどいいんですか？」片かた桐ぎりが目を丸くする。

「俺おれ達たちは、期間限定の二度とないチームなんだぞ」と守は答えた。「このメンバーでやれることはすべてやりたいじゃないか」

「……橘たちばなは余計ですけどね」

「こっちの台詞せりふだバーカ」と橘。

「ああ……ところで、文化祭をやるにしても、リーダーはどうする？　――」

　皆が顔を見合わせて、一斉に視線を向けたのは深見の方だった。

「深見さんしかいないと思うよ」と綾あや坂さか。

　深見は目をぱちくりさせて、こちらを見てくる。

「お前に任せるよ」と守はうなずいた。

「そう？　わかったわ、篠しの原はらくん。じゃあ、まず出し物は何にしようかしら？」

　そうしてミーティングが始まった。

「やー、ここはバンドじゃねーの？　綾坂をボーカル辺りにたててさあ」

「イケメンバンド……」深見はホワイトボードに書く。「でも、これはだめね。準備期間もないし、できればみんなが参加できるようなものがいいと思うの」

「フン、女どもにモテたがりの橘の発想など聞く価値もないな。……ところで深見さん、ここは高尚にシェイクスピアの演劇とかどうですか？」

「何がシェイクスピアだよ気取ってんじゃねーぞ歩く喜劇が」

「ラノベ演劇って言わなかっただけ遠慮してると思えよこの走るナンパ野郎！」

　橘と片桐が喧けん嘩かを始めたので、鈴鹿が「いい加減やめるんだぞー」と止めに入る。

「演劇……」深見がホワイトボードに書く。「んー……クラスや演劇部ならいいけど、野球部でやる必要性あるかしら？」

「あっ、ねえ、うちのクラスはメイド喫茶やるんだけど、メイド野球とかは？」

　メイドという単語を聞いて、綾坂が一人さっと顔をそらす。

「メイド野球……」深見がホワイトボードに書きかけて、「メイド野球？　どういうの？」

　深見が話題を掘り下げてきたので、綾坂がさらに向こうをむく。

「えっとー」と杏が考えながら言う。「女の子がメイド服きてアナウンスして『いってらっしゃいませ一番のご主人様』とかウグイスしたり、審判になって誤審したら『申し訳ございませんご主人様』とか、ホームインしたら『おかえりなさいませご主人様』みたいな？」

　男子部員からはなかなか好評だった。たしかに男子は得しかしない。――が。

「あっ、やっぱりだめ！　もしそれやったら、わたしがお兄ちゃんに、ご主人様っていわなきゃいけなくなる……」

　杏あんずの一人提案ツッコミで、メイド野球案がホワイトボードから消えた。

「……ちなみに、僕たちどこで出し物するの？　それによってまたちがうけど」と綾あや坂さか。

「どこでって……えと……」

　しごく当然の疑問を前に、深ふか見みは、涼りよう子こ先生に目め配くばせした。

「え……え……？　わたし、てっきり何かやるとは思ってなくて……どこも確保していなかったんですが……」

　……締め切り前にそれは結構都合の悪い話だった。

「……深見」と守まもる。「それだと、もしかしたらもう場所取りができないかもしれないぞ」

「あ、ううん、別に平気よ。わたしたちにはここがあるじゃない」

「ここって……ぐ、グラウンドか？」

「申請しなくても使えるところだもの。じゃ、グラウンドでやるとしたらどう？」

　舞台が決まってしまうと、次々とアイデアは出てくるものだ。

「マウンドカラオケ大会やろうぜ！」と橘たちばな。「試合応援のダンスアレンジはどうだー？」と鈴すず鹿か。「ラノベ演劇！」と片かた桐ぎり。「野球クイズ大会」と綾坂。「コスプレ体験入部！」と杏。「ストラックアウト」と守。「それは普通」と深見。「普通じゃだめなのか？」と守。

　次々と意見が立ち上げるナインを前に、深見は、んーとしばらく考えてから言った。

「相談している時間もないし、こうなったらぜんぶやってみない？」

　結局、二日間かけて皆の希望の出し物をやっていこうという案に落ち着いた。



　明みよう神じん学がく園えん生徒会室は、昇降口横にある購買部に隣接した一室である。

　生徒会室には、新生徒会長の兎うさい田だがいた。野球部代表のメンバーがやってくると、小柄で華きや奢しやな少女がパイプ椅い子すから立ち上がってトコトコやってきた。

「野球部さんですね」

　兎田は、表情を変えずに小さなウィスパーボイスで言った。

「あ、はい、文化祭の出し物の申請にやってきたんですが」

「まだ申請してないのは野球部さんだけです……」

「すみません」と守は言った。

「かまいません。これ書類です」

　兎うさい田だが書類の山の中から、ぴっと申請書をさしだしてくる。

　深ふか見みが出し物のリストを書いていって、涼りよう子こ先生がサインをする。

「あの、二日目のぶんのことを書く場所がないんですけど」と深見。

「二日目は別の紙です」

「そうなの？」

「これなの」さっと二枚目の申請用紙を出してくる兎田。「二日目の日付にすればいいの。あっ」兎田は口を押さえた。「語尾がうつっちゃったの」

　感受性の高い子なのだろう。

「……。二日目の日付にしてください」

「はーい」

　深見が申請書に出し物のリストを書いていく。そして、最後に文化祭二日目の日付を記したところで、守まもると綾あや坂さかと涼子先生は同時に「んっ？」と顔を寄せた。

「どうしたんですか」と兎田。

「二日目……10月９日……？」

　守と綾坂は顔を見合わせて、涼子先生がスケジュール手帳を開く。

「文化祭二日目って……準々決勝の日付です！」

「…………」

　ええっ!?と杏あんずが目をまんまるにして声を上げる。

「どうするの、お兄ちゃん」

「二日目は見送るとしても……この出し物を全部やるのは無理だぞ。かといって部員全員帰らせてしまったあとだしな……あの、もう一日相談の猶予をいただければ……」

「むりです」と兎田がいう。

「え？」

「これから印刷所さんに頼みにいくので時間とれないです。今決めてください」

「……んーと……」

　深見が、守の顔を見つめてくる。

　――ここは、リーダーのお前が決めていいぞ。

　その思いを込めてうなずくと、深見もにっこりとうなずき返してきた。



　翌日の練習前、バックネット前に集まった部員一同に対して、深見は登録書を見せた。



主催・硬式野球部

場所・野球部専用グラウンド　時間・未定

・野球部っぽい模擬店

・野球部っぽいアトラクション



「「「ふりだしに戻った！」」」

　部員一同がのけぞった。



    

  
    
      采さい配はい開始の深ふか見みさま





「野球っぽい模擬店……バット形チュロスを売り出すとかそういうものでしょうか？」

　うーんと涼りよう子こ先生が何気なくいう。

「「それだー！」」

　ナイン全員がガタァと立ち上がってさけんだ。

「ぇえっ!?　よ、よろしいんですかそんなもので!?」

「いいと思います。ふりだしに戻したかいがありました」

　深見がにっこりと微笑ほほえんでいう。

「……しかし、深見、どうしてまたふりだしに戻したんだ？」

「いけない？」深見はくちびるに指をそえていう。「元々、ぎりぎりでアイデアつめこみすぎちゃったから、もう一度ちゃんと考えてみようと思って……」

　なるほど……ある意味、名采配なのかもしれない。実際、こうして延長戦に持ち込んだことで、涼子先生のように良いアイデアがでてきてくれたことを考えるとそう思う。

「いや、かまわないが……」

「そう？　ありがとう。……ねえ、篠しの原はらくん、今から図書館に行かない？」

「図書館……何のためにだ？」

「あのね、参考資料を持ってこようと思って」



　やってきた図書館。深見が両手に抱えてきたのは、漫画風の表紙がついた文庫本だった。

「漫画か？」

「ううん、小説よ。ライトノベルっていうの」

　本文の学園祭シーンで、どんな出し物をしているのかをリサーチするらしい。

　部室に持ち帰って、皆で読み合うことになった。

「ルビが多すぎて目が痛い」と橘たちばな。

「女の子がみんな大胆な格好してる……」と綾あや坂さか。

「何な故ぜ俺おれの方を見る綾坂」と守まもる。

「学祭シーンは挿さし絵えになりやすいから、そこを狙ねらって読めばいいと思うわ」と深見。

　やがて集計が終わり、結果をプロジェクターで発表することになった。結果はこうだ。



　バンド：‥３　特殊喫茶店：‥２　　舞台演劇：‥２　　映画：‥１



「喫茶店は決まりとして、あとはアトラクションで何をするかね……」と深見。

「バンドは!?　なんでバンドやらしてくんねえの!?」と橘は訴えた。



    

  
    
      取材班の篠しの原はらさんたち





　資料リサーチの後、いつもの四人でほかの部の取材に行くことになった。

「で、俺おれ達たちは何を取材するんだ？」

「ほかの部活の出し物ってきっと、自分たちの部ならではの出し物を企画していると思うの。だから、実際に何をやるのか聞いてみましょ？」

「はーい」と杏あんず。

「じゃあ、まずはあそこに行ってみる？」

　綾あや坂さかがまず提案したのは、彼女の勝手知ったる人物の待つあの場所だった。



　障子を通して、うすぼんやりと差し込む光が、和風美人の姿を浮かび上がらせる。

「学園祭の出し物ですか？　うちはもちろん茶道の接待ですよ」

　可か憐れんに微笑ほほえみながらそう言ったのは、着物姿でしゃなりと正座する綾坂真ま琴こと――もといその双子の兄、綾坂飛鳥あすかだった。

　相変わらず可憐だ。……確か彼の方が兄のはずだが。

「なるほど」と正座する杏。「接待ねー」

「たぶん模擬店は喫茶店になると思うんだけど、野球部らしいアトラクションといえば何があるのかな」と正座する真琴。

「野球部の接待というと、一体何だろうな？」と正座する守まもる。

「野球漫画なら招待試合がスタンダードだけど」と横座りの深ふか見み。「普通なのよね」

「だから普通じゃだめなのか？」

「……逆に聞くけど、普通でいいの？」

　深見が畳に手をついて、目をのぞきこんでくる。

　そう言われると、この面子めんつではいささか物足りない気もしてくるが……。

「あっ、そうだ」と飛鳥が言う。「これはうちの顧問の先生が仰おつしやっていたんですが、こういう部活の出し物では、やっぱり部活体験系のアトラクションが一番好まれるそうです。例えば、茶道部では実際にお茶を飲みながら作法を体験できるようにしています」

「作法か……」

　つん。

「作法は大事ね？」

　深見はお澄まし顔で言う。

　くっ……。守は、前のめりに腕をついてうめく。痺しびれた足をつつかれた……。

「お前が言うな……！」



    

  
    
      企画立案の篠しの原はらさんたち





「まとめると、部活体験できる喫茶店やアトラクションが好まれるということね？」

　深ふか見みが、両手でていねいに持った湯飲みのココアをすすりながら、部室に持ち込んだホワイトボードを眺めている。だいたいの方向性は決まったようだ。

「アトラクションの方は実際部活してる人たちにまかせて、喫茶店の方はわたしたち女の子組で考えるっていうのはどうかしら？」

「そうだな。それでいいと思うぞ」

　守まもるはそう言いながら、深見が入れたホットミルクを澄まし顔で飲んだが、中身はホットカルピルだったのでブハァと吹きだした。



　引き続き、部室で、部活体験プロジェクトチームの話し合いが始まった。

「というわけで、俺おれたち選手組が部活体験アトラクションについて考えることになった」

　守は、ホットココア片手に、部室にチームメイトを集めた。

「部活体験ねえ……体験入部でもさせっか？」とライフセーブ片手の橘たちばな。

「アトラクションの語意をよく考えろよ」とビタミナンＣの片かた桐ぎり。

　そして激突する橘と片桐。すっかり仲裁に慣れて、余裕すら持ちはじめた鈴すず鹿かが「おまえたちはよく飽きないんだぞー」と二人を両手で押さえに入る。

　紅茶の良い香りが近づいてきて、綾あや坂さかがテーブルについた。

「僕、思ったんだけど、部活体験っていう考えは少し変えた方がいい気がするんだ」

「えっ？」

「茶道部でもそうだけど、普段できないことをさせてあげるのが大事なんであって、別に部活を体験させるところに重きをおかなくていいんじゃないかな」

　なるほど、的を射た意見だった。

「言われてみるとそうですね」と片桐。「野球って一応身近なスポーツの一つだとは思うんだけど、その中でできないことってなんだろ？」

「盗塁」と橘。

「暴走列車は黙ってろ」と片桐。

　胸ぐらをつかみあう橘と片桐を横目に見て、やれやれと思いつつ、

「……個人的に思うのはだな、」と守は言った。「キャッチボールまでなら日常でやれるチャンスはあると思うんだが、実際にピッチャーの投げたボールを、野手のいるフィールドに向かってバットで思い切り打つという機会はあまりない気がするんだ」

「あ……じゃあ、一打席勝負で高校球児に挑戦のコーナーとかはどうかな」と綾坂。

「「「それだ！」」」満場一致で決定した。



    

  
    
      試行錯誤の深ふか見みさんたち





　喫茶店班の深見たちは、本校ラウンジでミーティングをしているらしかった。新校舎三階。普段は休み時間の生徒たちがここで雑談を交わしている。現在、その入り口には立ち入り禁止の札がかかっていた――が、深見は確かにここにいるはずだ。

「深見、そっちの様子はどうだ？」

　守まもるがそう言って戸を開くと、目の前に飛び込んできたのは紺と白と肌色のコントラスト。

「あっ、お兄ちゃんと綾あや坂さかさん」

　杏あんずと深見が体操服姿で、ラウンジで、紅茶とスイーツをテーブルに並べていた。

「完全にお茶会なんだが……」

「甘いものをとりながらだといろいろ発想わくかなと思って」

「二人も座りなよー」

　杏が、笑顔でいう。

　そうしてなぜか、守と綾坂も同席することになってしまった。

「で、話の続きなんだけど、実は少し困ってるの。二人とも、これを見て？」

　深見が手を伸ばした先を見ると、移動式のハンガーが持ち込まれていた。そこには、いつも専グラの女子更衣室におさめられているいくつものコスチュームが下がっている。

「色々なコスチュームから喫茶店のコンセプトを考えてみようと思ったの。けど、杏ちゃんちっちゃいから、着られるものが限られてて……」

「杏が駄目なら、お前が着ればいいだろう」と守。

「うーん。そうなんだけど、できれば私が見て決めたいなと……思っ……」

　深見の目が、ふいに動いて――静かに紅茶を嗜む綾坂の下に止まった。

「「…………」」

　深見は、綾坂と見つめ合いながら、すすっと紅茶をすすった。



　深見は次々とポップな衣装を綾坂にあてがっていった。

「ねえ、綾坂さん着てみて？　どれがいい？　こういうのもあるの！」

「わ……私、そういう格好はちょっと……」

　綾坂は、コスプレ風の衣装を前に後ずさりする。

「ほら、チームのためだと思って！　ね、綾坂さん？」

「そうですよっ、綾坂さん。ほら着替え着替え！　絶対にどれも似合いますって！」

「そ、そんな……わああっ!?」

　綾坂は、杏に手を引かれ、深見に背を押され、用意されたカーテンの向こうに消えた。

「あ、篠しの原はらくんはのぞいちゃだめよ？」

　深見はひょこっと顔をだして、唇に指をそえた。……まったく、こいつは。



    

  
    
      試行錯誤の篠しの原はらさんたち





　一枚布を隔てた向こうから、きゃあきゃあと女子三人の明るい声が聞こえてくる。

「ねえねえ、この耳もつけて、綾あや坂さかさんっ」

「……な、何で……って、今思ったんだけど、この格好――」

「それならいいカチューシャがあるの。これをつけて完成ね？　じゃ、出ましょ？」

「えっ、待って、篠原の前に出るなんて聞いてな……」

　カーテンがさっと開いて現われた綾坂は、恥ずかしそうな顔で――

「…………」

　ウサミミバニーの格好だった。上下がふわふわの白い毛のビキニの様になっている。

　お、おお……これは、可愛かわいい。可愛いぞ……。

「どう？　篠原くん」と深ふか見み。

「あ……ああ、可愛いよ、綾坂」

「えっ」綾坂は目を丸くして、「……」と顔で下を向いてしまった。

「……で、でも、野球には関係ないよね、この格好。さっき言おうとしてたけど……」

　すっかり着せ替えを楽しんでいた深見と杏あんずは「「あ」」と声をもらした。

　仕切り直し。深見が綾坂に着せ替えたのはタイトミニのスーツだった。

「……これは？」と綾坂。「涼りよう子こ先生のスーツに似てるけど……」

「顧問……というか、監督喫茶ってところかしら？」と深見。

「監督か……しかし、生徒がそれをやるのはちがう気もするが……」と守まもるはそこでふと思い出した。「あ、そういえば杏、話は変わるが、お前今後は監督登録でいいのか」

「……なんでそんなこと聞くの？」

「お前が今後監督となると、試合前のメンバー表交換などでやらかしそうな気が……」

「やらかさないよ！　それに、わたしは監督『が』いいの。マネジだと、お兄ちゃんのお世話しなくちゃいけなくなっちゃうじゃ…………あっ、深見さん！」

　杏がはっとして呼ぶと、どうやら深見は彼女の考えを察したようだった。

　深見はすぐにラウンジを出て行って――なぜか体操服姿で　まもなく戻って来た。

　そして、「家庭科室から持ってきたの」とその手にはエプロンが二つ。

「……？　なんだ、普通のエプロンじゃないか」

「ううん。野球らしい喫茶店でしょ？　野球らしいおもてなしといえば、もちろん――」

　深見は、杏にエプロンをつけて、残る一つを自分の腰に巻き付けると、「メニュー」と書かれたスコアブックを掲げながらふわりとフリルをなびかせた。

「マネジ喫茶に決まってるじゃない！」

　なるほど納得だ。どうやら、これで野球部の文化祭の出し物は決まったようだった。



    

  
    
      



    

  
    
      



    

  
    
      ミーティングの篠しの原はらさん①





　ミーティングの時間、よいしょ、よいしょ、と重そうに深ふか見みが段ボールを運んできた。

「深見、貸せ、あとは俺おれが運ぶ。……それにしても、何だこのダンボールは？」

　横取りした段ボールは、思った以上にずしりと重い。それを教壇の横に置く。

「ミーティングの資料よ。夏大会のぶんのデータも持ってきたら、多くなっちゃって」

　深見のその言葉に、守まもるは、このミーティングで語られる対戦校の事を察した。だが、それは当然まみえるべくしてまみえる相手であったから、今さら驚きはなかった。

「……えっと、準々決勝の相手は、鳴なる沢さわ高校に決まりました」

　やがてはじまったミーティングで、深見は開口一番そういった。

　本大会、千せん国ごくや御み商しようと同じブロックになったと聞いた時のナインは大きなリアクションだったが、今回にかぎっては皆「やっぱりそうか」と言わんばかりの顔つきだった。あきらめとも失望ともちがう。

「あれ、この反応……鳴沢ってそんな強くないところなの？」と杏あんずが聞いてくる。

「いや、文句なしの伝統の強豪だ。何せ、夏の甲こう子し園えんベスト４だからな」

「ベスト４……ん？　でも、御商って所もベスト４だっ……って、甲子園!?」

「ああ、二ヶ月前の夏、千ち葉ば県大会で優勝したチームだ。……まあ、順当は順当だな。言うまでもなく、ここが上がってくるのはみんなわかってたさ」

「二ヶ月前の夏の初戦で、僕たちは鳴沢にコールド負けをくらったんだ。僕と篠原でチェンジアップの準備をしてきたのも、その時の負けがあったからこそなんだよ」

　綾あや坂さかが言う。

　大敗の記憶のない杏は、ふーん……と前向きにこう言った。

「でも、いまは夏とちがってわたしがいるんだから、今度は負けないんだよ？」

　杏がえへんと威張る。守は、苦笑いしながら言った。

「……まあ、少しは期待してるぞ」

「任してっ」

「鳴沢はここまで二戦コールド勝ちだって……やっぱり今年も強いのね」と深見。

　さすがの名門だ。守は、「……だな」と言って席から立ち上がって言った。

「みんな、二ヶ月前と同じにはしないぞ。ベスト16同士、互角以上の戦いをしよう」

　既に覚悟は決まっているのか、ナインは勢いよく返事をしてくれた。



　ミーティング終了後、鈴すず鹿かにつつかれた。

「おれがキャプテンらしくしきりたかったんだぞー」

「悪い悪い」



    

  
    
      ビデオ学習の篠しの原はらさんたち





　ミーティング後、部屋に残ってメンバーとビデオを見ていると、杏あんずが尋ねてきた。

「お兄ちゃん。サイドスローって何？」

「このビデオのピッチャーを見てわかるとおり、横から投げる投球フォームのことだ」

　鳴なる沢さわのエースは、綾あや坂さかとはちがい、腕を水平に伸ばして、横手でボールを切るように投げている。プロ注目の１５０キロ台のボールを、捕手をのけぞらせる勢いで次々とミットに叩たたき込んでゆく。

「さいどかー……綾坂さんの投げ方はなんて言うの？」

「綾坂はオーバースローだな」と守まもる。「わずかにスリークォーター気味だが」

「ちゃんと意味わかるふーに言ってください」

「綾坂は上から投げている。しかし、腕は気持ち斜めに切るように出ている感じだ」

「わかった。でもそれ言ったら本当に上から出てる人なんていなくない？」

「投げる時に胸を張って上体を横に倒せばなんとかなるな」

「ふーん」

「ちなみに投げ方の呼びは、オーバースロー、サイドスロー、アンダースローの三つだ」

「アンダーって？」

「直訳通り、下から投げるフォームのことだ」

「下から投げられないよ」杏はきゃっきゃと笑う。「ボウリングじゃないんだから」

「お前が投げていただろうが」

「あれがそうなの!?　……あ、一応下からか」

　杏はびっくりして目を大きくした。どんな想像をしていたんだ？

「野球だと、少しちがうけどな……それより杏、お前、このビデオを見てみるか。何か相手バッテリーの癖が見つけられるかもしれない」

　杏は「うん」とモニターを眺め始めたが、やがて諦あきらめたように言った。

「うーん……この投手の人に癖とかないような……」

「ここは私の出番かしら？」

　深ふか見みがスッと現れる。

「……アニメの修正版を見分けられるらしいな」

「ええ。それなら任せて？」

　モニターを見せる。投手が、ストレートを何球か投げた。

「……」と守。

「……」と深見。「修正版は？」

「そんなものはない」



    

  
    
      衣装決めの篠しの原はらさんたち





　部室のホワイトボードには、文化祭の予定がきっちりと書き込まれている。深ふか見みはなんだかんだで任されたことはちゃんとやるところがあった。

「さてと、だいたいやることも決まってきたかな」と守まもるは言った。

「あとは衣装決めね？」と深見。

「衣装？　……何のだ？　マネジ喫茶は体操服エプロンで決定じゃないのか」

「うーん、あっちはあっちで改良したいんだけど、その前にアトラクションの方ね」

「今さらどうするんだ？」

「とりあえずユニフォームに金色の刺し繍しゆうをつけて、襟をたてて、裾をピッと伸ばして、みんなオールバックにして――」

「俺おれ達たちを宝たから塚づか野球団にでもさせるつもりか」

「似合うと思うけど……だめ？」

「だめだ」

　ええーっと深見は不満げだった。



　それから、文化祭が近づいたある日、部室を使ってマネジ喫茶の接客デモンストレーションが行われることになった。

　守が席につくと、接客担当はなぜか綾あや坂さかだった。当然、体操服エプロン姿だ。

「僕が出た方が、お客さん喜ぶだろうからって深見さんが……」

「まあ事実だな。よろしく頼むよ、マネージャーさん」

「もう……」こほんと綾坂は咳せき払ばらいする。「先輩。おはようございます。これ今日の練習メニューなのでチェックしておいてくださいね」

　綾坂が渡してきたのは、スコアブック形のメニュー表だ。中々凝っている。

「じゃあこのバット形チュロスで」

「わかりました。ちょっと待っててくださいね」

　綾坂がそういって去っていくが――その後ろ姿を見て守は噴き出した。

「あや綾坂君がなんでブルマはいてるんだ！」

「えっ!?　えぁっ、い、いやこれちが……ふ、深見さんっっ！」

「？　それがマネジ喫茶の正装だけど？」

「そういう深見さんは制服じゃないですかっっ！」

「わたしいつも部活中制服だから……」



    

  
    
      問題提起の杏あんずちゃん





　日曜日。マネジ喫茶の看板をトンカチで整えていると、杏がやってきた。ああでもないこうでもないといちいち指図されるが、それを全すべて無視してマイペースで作業していると、杏がふいにこんなことを言いだした。

「学園祭って、お兄ちゃんはアトラクション始まるまで暇だよね」

「一応クラスの餃子ぎようざ屋の店番もやるが……まあ、そうだな」

「暇な時間、お兄ちゃんどうしてんの？」

「さあ……文化祭を見て回ってるんじゃないか」

「誰だれと？」

「『誰と？』」

「うん」

「……いや、どうせ橘たちばなや鈴すず鹿か辺りじゃないのか」

「どうせって何だよ」と通りすがりの橘が、大道具の荷物を抱えて立ち止まる。「つーか、俺おれは一番後回しにしろよ。まずは一緒に回ってくれる女子探せよな」

　そういって橘はすたすたと歩き去ってしまう。

「……そだよねー」と杏。

「そうだよねって……そういうものなのか？」

「そーゆーものだよ」

「そうか……じゃあお前、一緒に回るか？」

「えっ、なっ、そっ、そういうことじゃないってばー！　もー！」

　そういいながら杏はなぜか顔が赤くなっていた。

　何を赤くなっているんだ……と思っていると、ちょうどバックネットの方から深ふか見みが、外野の方から綾あや坂さかがやってきた。そしてちょうどすれちがいざま。

「ねえ、篠しの原はら」

「篠原くん」

　と、同時にこう言ってきた。

「今度の文化祭一緒に回らない？」

「今度の文化祭一緒に回ろ？」

　間ま。

「「えっ？」」

　綾坂と深見が見つめあった。

　そして二人は、「「あー……」」と曖昧な声をだしてそのまま歩き去っていった。

　……何だったんだ？



    

  
    
      



    

  
    
      



    

  
    
      とある一日の篠しの原はらさん①





　これで、また誘いづらくなっちゃった……。

　綾あや坂さかは、早朝の通学路を歩いていた。二度、守まもるを文化祭に誘おうとして、その二度とも深ふか見みと鉢合わせてしまい、結局、うやむやになってしまった。

　深見さんは、守くんと文化祭に行く約束、もうしたのかな……？

「お……綾坂？」

　と呼ばれた。部活用具一式をかついだ守が、一人で曲がり角に立っていた。

「お、おはよう」

　絶妙のタイミングで、胸が跳ねた。あ、ああ、おはよう、と挨拶を返す守の方も、少しぎこちない表情だったが、その時の綾坂は、そこまで気が回らなかった。



　守は、一人の登校だった。杏あんずは、委員会の仕事で、先に家を出ていたらしい。

　これって、チャンスだよね。

　綾坂は、胸の鼓動の中で思う。目だけで見上げた守の顔は、いつもと違って見える。

　……守くんと、文化祭を回ってみたい。



　……これは、いい機会か。

　守の方も、同じ事を考えていた。綾坂は、ここ数日、二度も文化祭を回ろうといってきてくれた。タイミングが悪くて、深見に場を譲ってしまっていた――が。

　こっちが受けるつもりがあるのに、三度も誘わせるわけにもいかないよな。

　深見や杏以外の異性を遊びに誘うなんて、ろくにしたこともないから緊張する。……が、昨日の夜に誘うと決めたのだ。いくら学園のアイドルといっても、俺おれのパートナーだ。

「「あの」」

　守と綾坂が同時に呼びかけた。二人して、頭が真っ白になった。

「え、あ、ああ？　何だ、綾坂？」と笑顔の守。

「ん……お、お先にどうぞ？」と笑顔の綾坂。

「いや、……その」と守の目が泳ぐ。「こ、こないだＭＬＢでノーノーがあったな？」

「そ……そうだね。一週間だけど」

「あ、ああ、そこで何故ＭＬＢでノーノーが出やすいのか考えてみたんだが……」



（野球談義で盛り上がってしまった……）

　守は、学園前駅に向かうドアにもたれかかりながら、顔に手を当てた。

　綾坂は、そんな守を、ちら、と横目で見つめていた。



    

  
    
      とある一日の篠しの原はらさん②





「篠原くん、綾あや坂さかくん、おはよう！」

　グラウンドに行くと、深ふか見みが、さっそくボード片手に駆け寄ってきた。

「早いな、深見」

「うん、あのね、綾坂さんに聞きたいことがあったの。マネジ喫茶のシフトが決まったからみんなに確認してもらってるんだけど、これでどうかしら？」

　深見の持つボードは、マネジ喫茶の勤務シフト表のようだった。綾坂と深見が話し合いをはじめたので、蚊帳の外の守まもるは先に部室に向かった。



　部室に行くと、杏あんずがいた。ソファの上で、片方の髪の毛をしばっている。

「お兄ちゃん、どうしたの？　難しい顔してるけど」

「いや、自分の甲斐性のなさにほとほと呆あきれきっているところだ」

「ふーん……何が？」

　杏は、きゅ、とツインテールをしっかりと結って言う。

「何でもない」

「あっ、ごまかした」

「お前には関係ないだろう」

「関係なくないもん。わたし監督なんだからっ」

「ないといったらない。……お、俺おれはもう行くぞ」

　守は、ハムスターのようにむくれる杏を置いて、部室を出た。自分がやるべきことは、わかっているのだ。今さら、杏に相談することがあるわけもない。



　練習が始まる前、更衣室前で待っていると、綾坂がやってきた。

「綾坂」と守は言った。

「あっ」と綾坂。「ちょうどよかった。言っておきたいことが――」

「いや、こっちから言う。あのな、いっし、一緒に文化祭を回ろう」

「え………………ぼ、僕とですか……？」

　綾坂は、ぽっと赤くなる。え……その……ともじもじして呟つぶやく。

「僕、真ま琴ことじゃないですよ……？　茶道部の着付けのために、今入れ替わってて……」

「は？　……え？」

　その時ふと気付く。飛鳥あすかの肩越し。目を丸くして――綾坂真琴がいた。

　守と目が合うなり、焦ったように走っていく。

　しまった……最悪だ！



    

  
    
      とある一日の篠しの原はらさん③





　守まもると、女子姿の綾あや坂さかとの追いかけっこが、そこから始まった。

「綾坂、待て！」

「な、なんで追いかけてくるの!?」

「そっちこそ、どうして逃げるんだ！」

　綾坂は長距離は得意だが、短距離ならこちらに部がある。用具倉庫の裏に追い詰めた。

「……あ、綾坂……」

「……………………な、何？　守くん……」

　綾坂は倉庫を背にして、前にはだかる守を、赤い顔で見上げてくる。

　言うべきことは、一つだった。

「あ、綾坂……文化祭、時間が空いたら、俺おれと、一緒に回ってくれ」

「…………な、なんで？　そんな、いきなり……」

　なんで？　な、なんでそんなことを聞くんだ……が、答えないわけにもいかない。

「きっ、君と回りたいからに決まっているだろうが」

　綾坂の喉のどが、こきゅっと脈打った。

　い……いや、何だ、この反応は……？

「……だ、駄目か？」

　綾坂は、「――う、ううん」と首を振って、微笑ほほえんだ。揺れた髪から、甘く、ミントのような綾坂の匂においを届けてくれる。その春風のように涼やかで優しい香りが、守の額を汗ばませるほどの緊張を、わずかに和らげてくれるような感じがした。

「そ、そうか……よかった。すまない、さっきは、見間違えてしまって……」

「……」綾坂は、ちらと上目で、「……楽しみにしてるね」

「あ、ああ……俺もだ」

「じ、じゃあ私、兄さんと入れ替わってくるから、またあとで……」

　去っていく綾坂の背中をぼうっと見送りながら、守はふと、練習前の準備運動を忘れていた事を思い出して、綾坂とは反対側に歩き出した。緊張は身体からだの芯しんから指の先に至るまで残っていたが、足取りは、自然と軽くなった。そう、守は、浮かれていた。



　その後、戻ったグラウンドで、明らかに様子のおかしい人間を一名見つけた。

「おっ、お前、隠れて聞いていたな……？」

「……んっ？　な、何のことかしら？」

　守が追及すると、深ふか見みの目は明らかに泳いでいた。完全に、緊張が伝播している。

　ぎくしゃくした状況が落ち着くまで、結局、丸々一日を要した。……ま、まったく。



    

  
    
      泊まり込みの篠しの原はらさんたち①





　文化祭準備は、練習と並行しながらなので、けっして捗はかどっているわけではない。

　しかしながら、そこは深ふか見みがうまく人員を振り分けてくれているようだった。

　練習が終わると、すっかり暗くなった空の下、ナイター設備の下や、部室や、ダッグアウトの明かりを頼りに、部員全員でこまごまとした作業の仕上げをする。

「しーのはーらくん」

「何だ？」と守まもるはナイター設備の下で看板を作りながら言った。「深見」

「明日から文化祭じゃない」

「そうだな」

「今日は、このままみんなで学校にお泊まりしない？」

「あっ、泊まりたい泊まりたい！」と杏あんずが喜ぶ。「そういうの憧れだったんだー」

　突発のお泊まり会に、作業のナインが沸き立った。

　しかしその中であわてたのが一人いた。綾あや坂さかだ。

「あ……だったら僕、真ま琴ことと連絡をとらないと」



　綾坂がロッカールームに携帯をとりに行くことになったので、守もタオルをとりについていくと、その道すがら、ネットの外に見知った顔を見つけた。

「先輩」と愛あい理りが言った。「こんな遅くまで何をしてるんですか？」

「文化祭の準備で、今日はこのまま泊まるそうだ」

「……ソフト部もそうですよ。まったく、みんな浮かれっぱなしです」

「律りち儀ぎにつきあうのがきみらしいな」

「はあ？　なんです、それ」

　愛理は素知らぬふりで、グラウンドの前を歩き去っていく。

　入れ替わりに綾坂が戻ってくる。

「篠原、兄さんも居残り徹夜するって。……みんな考える事は同じだね」

　どうやらみんな学校に泊まりたがりらしい。



　ダッグアウト前で、マネジ喫茶の予行演習をしていると、宿泊許可をとりにいっていた涼りよう子こ先生が戻ってきた。

「許可とれました」と涼子先生。「ところで、今帰ってくる時、グラウンド前に大きなリムジンがとまってて、運転手さんが半分眠っていたんですが」

「あっ、言うの忘れてた」

　深見は、いそいでグラウンドの外に走っていった。



    

  
    
      泊まり込みの篠しの原はらさんたち②





　一応、準々決勝は明後日なのだが、練習後はすっかり準備に没頭してしまった。

　皆、楽しそうなのでまあそれはそれでいいのだろう。

「一度、学校に泊まってみたかったの」

「いきなり本音が出たな」

　看板作りをしていた守まもるの下もとに、深ふか見みがやってきて、横に座った。

「お兄ちゃん、ソフト部のとこに遊びにいってきた」

　やがて、出かけていた杏あんずが戻ってくると、守は立ち上がって言った。

「よし、じゃあ、そろそろ始めるか」

「ん？　何を？」と杏。

「スーパーの開いている今のうちに買い出しだ。チーム分けして、それぞれ何か好きなものを買い出しに行くらしい」

「買い出しって、喫茶店の食材はもうぜんぶ買ってあるでしょ？」

「ううん、そうじゃなくて」と深見は後ろから鍋なべを出す。「今日の夕飯お鍋なの。闇やみお鍋」



　守と綾あや坂さかのペアは、並んでスーパーの中を歩いていた。閉店前の音楽が流れている。

「どうせみんな肉を買ってくるに決まっているんだから、俺おれ達たちは野菜でも買うか」

「そうだね。あとは何か買っていく？」

　守がカートを押して、綾坂が野菜をカゴに入れていく。

「あとは個人的に食後のラーメンでも買っておきたいところだな」



　グラウンドに戻って、またチームシャッフルして鍋を始めたが、問題が発生した。

「どんどん汁が吸われていくんだぞー!?」

　鈴すず鹿かがＡチームの鍋の蓋を開けて、愕がく然ぜんとして叫ぶ。

「いささか早いが食いにかかるぞ！」守は叫んだ。「固麺だと思えば問題はない！」

「急げ篠原！　ラーメンに汁全部吸われるぞ！」

「お兄ちゃんどいてよー箸はしとどかないからぁー！」

　男子組の買ってきたラーメンの山がどんどん膨張してゆく。



「向こうのベンチ、すごい騒ぎだけどどうしたんだろう」と綾坂が不思議そうに言う。

「こっちはこっちで楽しみましょ、チョコ鍋」と深見。

「こ、これほぼチョコフォンデュなんですが……」と涼りよう子こ先生。「しかも野菜の……」

　Ｂチームのいる三塁側ベンチには甘い匂においがたちこめていた。



    

  
    
      泊まり込みの篠しの原はらさんたち③





　文化祭の準備が終わった。時刻は十一時を過ぎ、することもなくなって、グラウンドを歩いていると、外野のネットフェンスのそばで綾あや坂さかを見つけた。

　明みよう神じん学がく園えんは、学園前地区の高台にあるため、そこから周囲の夜景を見渡す事ができた。学園都市だけあって、きっちりと区画整理された町並みが並んでいる。ベッドタウンなので、ビルなどは建っていないが、大きなマンション群が一つ北側に見えた。

「綾坂、何を見てるんだ？」

「……月。このグラウンドって高台だから、綺き麗れいに見えるよね」

「ああ……」守まもるは、ちらとグラウンドを見回した。「……しかし、綾坂。まさか、高校のグラウンドでまた君と一緒に組めるとは思わなかったな」

　綾坂は一瞬、目を丸くして、「……うん。私も」とそっと笑った。

「篠原と志望校が一緒になった時、嬉うれしかった。最初、相談もしてなかったのにね」

「そうだな……」

　守は、緩む頬ほおを隠そうと、空を見上げながら笑った。

　くしっ。小さなくしゃみの音が聞こえて、守の笑顔は凍り付いた。



「深ふか見みッ!!」

　バンッと部室のドアを開くと、高校野球人生ゲームで遊んでいた深見が飛び跳ねた。

「えっ……は、はいっ」深見がびくっとして振り向く。

「どしたのー？　お兄ちゃん」

　杏あんずが、深見の向こうからひょこっと顔を出して尋ねてくる。



　本部監督室のソファに寝かされた綾坂は、目を丸くしてソファを囲む三人を見上げた。

「鼻がむずむずして、くしゃみをしただけだけど……」

「いいから寝ろ」と守。

「そうですよ！」と杏。

「そうよ！」と本気で深見。

「……う、うん……わかった……」

　守達たちは坂下のコンビニから冷却シートやポカエリを買ってどさどさと持ち込んでいく。

「むしろ寝られないんだけど……」真琴が眉まゆを下げた。

「寝ろ」守はタオルを絞りながら言った。「全力で看病するから睡眠に全力を尽くせ」

「いうとおりに寝るからもう放っておいて……！」



    

  
    
      泊まり込みの篠しの原はらさんたち④





　グラウンドはお泊まり会の雰囲気だった。ある者は部室でまったりと過ごして、ある者はダッグアウトで雑談している。守まもるが、百発百中の杏あんず相手に部員形態模写物まねに挑戦していると、深ふか見みがとことことやってきた。

「篠原くん、夜食買いに行きたい」

「坂下のコンビニか？」

「うん」

　形態模写クイズを一いつ旦たん中断して、グラウンドを出て、学園前駅を通って中心街に出る。パン屋や歯医者、屋内テニスコートなどが並ぶ坂道をさらに下っていくとコンビニにつく。坂の傾斜の勢いを利用して、時々深見が後ろからぶつかってきたが、無視した。

「そういえば、ほかのみんなの希望を聞いてくるのをわすれたな……」

「みんな行きたいときにいけばいいんじゃない？」

「そうだな……まだ夜も長いからな」

「みんないつ寝るのかしら」

「あの調子じゃ、日付が変るまでは寝ないだろう。それで、どれを買うんだ？」

「ポッキー」

　守がポッキーを買って戻ると、深見は雑誌コーナーで漫画の立ち読みをしていた。

「深見、行くぞ」

「ちょっと待って。まだ全部読んでないから」

　深見は念入りに読んでいるから、こちらは暇になる。暇つぶしに深見の髪に手を置くと、頭をふりふりしてどけてきた。ぷ、とむくれて睨にらんでくる。やがて漫画を読み終えて、学校への帰路につくと、その途中で、ポッキーをつまんでいた深見がふと立ち止まった。

「見て、篠原守の形態模写」

　ポッキーを振る深見。

「そんなじゃないだろう」

「そんなことないわ、篠原守よ」

「全然ちがう」

「ううん、ま、守のよ」

「そうか？」

　そのあと戻ったグラウンドで、深見が杏の前でポッキーを振ると彼女は言った。

「お兄ちゃんじゃないの？　それ」

「ほらほら」

　深見は得意げに笑顔を寄せてきた。



    

  
    
      学園祭の篠しの原はらさん





　通い慣れたいつもの坂道が、来校者の波に埋め尽くされていた。

　明めい学がく祭一日目。明学祭は、二日間の開催だが、両日ともに一般公開であるため、さっそく大勢の人が集まっていた。

　校内のスピーカーからは、軽快な音楽とともに、放送部主催の各部トークラジオが流れていて、中庭のステージからはパフォーマンス見物の人たちの歓声が聞こえてきている。

　守まもるが、坂下のスーパーの買い出しから戻ると、中庭前の２年Ａ組の模擬店で、綾あや坂さかがエプロン姿で餃子ぎようざを揚げているところだった。

　後ろで髪をまとめているので、ふだんの野球部での綾坂と同じように見える。

「おまたせしました！　次の方どうぞ！　……あっ、おかえり、篠原さん」

　懸命に餃子をひっくり返している綾坂が言う。香ばしい匂においが辺りに立ちこめている。

　しばらくして客足が落ち着くと、二人で座った。

「篠原『さん』？　……もしかして、飛鳥あすかさんか？」

「はい。今入れ替わっているんです」

「そうだったのか……」

　ふと、飛鳥のエプロンをきゅんと押し上げている胸元を見る。

「……ところで飛鳥さん。その胸の詰め物、何かに当たった拍子にずれたりしないのか？」

　外から見えないように、飛鳥のふくらみを横から指で押してみる。

「いっ……!?」と飛鳥は顔を赤らめる。

　あ、柔らかい……ふにふにしていて、ついとろんとなるくらい気持ち良い感触だ。

　作り物だとはわかっていても、下半身がむずむずしてくる。

「あの、失礼ですよ、篠原さん。それに、人が見てます」

「……あ、ああ、すまない。しかし、感触がよ、良かったな……」

　守が感触を確かめるように指先を動かしているのを見て、飛鳥はふっと顔をそらした。

「……餃子作りますから、邪魔はしないでくださいね」

「え？　あ、ああ……すまない……飛鳥さん」

　もう一度触ってみたい気もしたが、さすがに失礼なのでやめておいた。



　餃子屋さんは人気で、守はまたすぐ買い出しにいかなければならなかった。

「仕事終わったし、入れ替わろうと思って来たんだけど……何顔を赤くしてるの？　真ま琴こと」

　クラスの模擬店に出ていた飛鳥は、男子制服姿で首をかしげた。

　……ささやかなお茶目のつもりだったのに。

　まだドキドキと鳴る鼓動のせいで、兄の声は、真琴には届かなかった。



    

  
    
      お化け屋敷の深ふか見みさま





　二年Ａ組の模擬店の当番時間が終わって、守まもると綾あや坂さかは、深見を迎えに行ってグラウンドに向かうことにした。

「深見さんって二年Ｃ組だよね」

「ああ」

「えっと、パンフレットで見ると……」

「見ると？」

　綾坂の手元のパンフレットをのぞくと、そこには――「お化け屋敷」とあった。



　二年Ｃ組の教室の窓には、全すべて暗幕がかかっていた。

　どうやら人気のアトラクションらしく、短いながらも行列が絶えない。受付の女子に聞くと、深見は中でお化け役をしているとのことらしい。

「行くぞ」

「………………う、うん」

　守がさっさと入っていくと、綾坂は後からやってきた。

　暗幕をやぶってドラキュラフェイスの男子が「おわぁ！」と驚かしてくる。それはもはや意外性の恐怖というよりも、音響に対する反射だった。

「…………！」

　綾坂は、顔を引きつらせながらも、なんとか悲鳴をこらた――が。

　バァンッ！　と何かが叩たたかれる音に、二人して飛び跳ね、大声を出して走り出す。

　気付いた時には、もう出口の前だった。

　ドバァン！　と出口横の壁が開いて、「わっ！」と白装束の女幽霊が出てくる。

「「わー!?」」

　守と綾坂が同時に叫ぶと、幽霊は「ひゃああ」と後ろに尻しり餅もちをついてしまった。



　その後の受付の女子いわく、

「深見さん、配置は出口のそばがいいっていうから……」

「初めから出口に案内してくれ……」

　守は顔に手を当てて言った。

「「こしがぬけた……」」

　綾坂と深見は二人で背中合わせになって、出口前でへたりこんでいた。



    

  
    
      マネジ喫茶の篠しの原はらさん





「うわ、すごい……」

　専用グラウンドは、とんでもない客入りだった。

　ダッグアウトの中やベンチ前が客席になっており、体操服エプロン姿の杏あんずが接客をしていた。

「おつかれさまです、せーんぱい。……って、お兄ちゃんじゃん」

「中々やる気じゃないか、杏」

「お仕事だからねー。お兄ちゃんには絶対に先輩とかゆってやんないけど。あっ、ところで何か食べてく？」

「そうね」と深ふか見み。「じゃ、一口もらってからお仕事しようかしら」

「それじゃ、先輩二人とお兄ちゃん一人入部希望でーすっ」

　守まもるたちが案内されたのは、一塁側ベンチだった。

「はい、じゃあこれメニューね」

　メニューに書かれているのは、実際に野球部で作られている間食だった。

　おにぎりや豚汁、ポカエリやプロテインにカルピル。カルピルは俺おれ限定だろうが。

「一番人気はガチおにぎりっていうやつと、バット形チュロスなんだよ」

「……がちおにぎりって何？」と綾あや坂さか。

「全力で握っているんじゃないのか」と守。

「オニオン醤じよう油ゆに浸したガーリックチップをまぶしたおにぎりよ」と深見。

「ああ、あれはガチおにぎりというのか」

　男子には人気のおにぎりだ。結局それを注文して食べ終わると、深見と綾坂は共にシフトで喫茶店のウェイトレスに交代した。代わりに杏がやってくる。

「お疲れ、杏。何か食べるか？」

「うん、わたしバット形チュロス食べる。おごって！」

　手近で接客していた綾坂を呼んで、チュロスを頼んで食べていると、深見がやってきた。

「篠原くん、お水いる？」

「ん……ああ、そうだな、つぎ足してくれ」

「はあい」

　つぎ足して、しばらく深見と話をする。別れてすぐ、また深見がやってきた。

「ほかに何か食べる？」

「いや」

　また深見がやってきた。

「お水……」

「遊びたいのはわかるが、今は仕事の集中しろ」



    

  
    
      ストラックアウトの綾あや坂さかくん





　綾坂のシフトに空きが出来た。

「綾坂。文化祭、回りに行こうか」

「うん。よろしくね、篠しの原はら」



　中庭を歩いていると、綾坂がついてきていないことに気付いた。

「綾坂！」

　呼んでみたが、返事がない。おかしいと思って元来た道を引き返すと、模擬店溜まりの真ん中くらいで綾坂を見つけた。何な故ぜか両手にたくさん食べ物を持っている。

「な、何だそれは」

「……お裾分けでもらっちゃった」

「さすが王子様だな。……あとでグラウンドのみんなで食べようか」

「そうだね……ねえ、篠原。これからどこに行く？」

「俺おれと君ならあそこだろう」

　綾坂は首をかしげた。

　多目的室がソフト部のアトラクション場所だった。種目はストラックアウトだ。

　――が。綾坂のプレイ後、店番の愛あい理りが言った。

「はい、結果六枚です。残念でしたね、先輩」

「うっ……!?」

　綾坂でも、さすがに慣れない下手投げでは限界があるようだった。

「えーと、六枚の景品は……柏かしわ木ぎ先輩のクラスのお茶無料券ですね」

「……待って」と綾坂は言った。「エースとして、このまま引き下がれないよ」

「そうですか？　じゃ、二百円ください。景品なしなら五十円引きでいいですよ」

　綾坂が二度目に挑んだストラックアウトは、慎重に一つ一つパネルを抜いていき、最後はど真ん中をスパァンと綺き麗れいに射貫いた。見物人から拍手が起きる。

「二度も失敗したら、言い訳がつかないからね」と綾坂。

「そ、そうか……ところで風かざ見み、パーフェクトの景品は？」

　愛理は奥から大きなぬいぐるみを持ってきた。

「ぬいぐるみです。みけねこさ……三毛猫の」

　両手に収まらないレベルのもふもふの三毛猫のぬいぐるみだった。

「………………君の手作りか？」

「なんでいきなりそういう発想になっ……いやそうですけど！」



    

  
    
      ストラックアウトの深ふか見みさま





　綾あや坂さかが接客に戻り、深見のシフトに空きができた。

「深見、学校を回るか？」

「うん」



　校内は、人であふれ返っていて、深見は人波に翻ほん弄ろうされていたが、やがて後ろにぴったりくっついてきた。どうやらここが一番落ち着くらしく、定位置となった。

「どこか行きたいところはあるか？」と守まもるは訊きいた。

「うーん……あ、風かざ見みさんだ」

　多目的室の前を通りかかったところで、ちょうど愛あい理りと出くわした。

「今度は深見さんと来たんですか？　先輩」

「今度はって、綾坂くんと来たの？」

「ああ、さっきな」

「綾坂先輩がパーフェクトで、篠しの原はら先輩は五枚でした」

「五枚……あ、じゃあわたしやるわ。篠原くんより抜ける自信あるもの」

　深見は鼻歌まじりに多目的室に入っていった。



　深見はスポーツは得意だが、球技はあまり得意ではない。ソフトも同様で、一回目のプレイは三枚抜きに終わった。

「むう……」と不満げな深見。

「残念だったな、深見。むしろ三枚いければいいほ……」

「風見さんもう一回！」

　深見も意地を張ってきた。二回目で四枚、三回目で五枚、四回目で六枚抜いて、満足そうに「わたしにかかればこんなところね？」と髪を耳にかけて微笑ほほえむ。

「はい、じゃあ六枚抜きなので、柏かしわ木ぎさんのクラスのお茶無料券ですね」

　愛理から景品をもらった深見は嬉うれしそうだった。



　二年Ｄ組の和風喫茶。

　和服姿の柏木は笑顔で茶をさしだしながら言った。

「今日のために作ったブレンド茶だ。どうだった？」

「……し、篠原くん、大丈夫？」

　深見が突つついてきたが、ブレンド茶を二本飲んだ守はしばしテーブルに伏したままだった。



    

  
    
      ストラックアウトの杏あんずちゃん





　綾あや坂さかと深ふか見みが接客に回り、杏に空きができた。

「あたしと回るの？　い、いいけど……」

「たまにはそういうのも悪くないだろう」



　廊下で一年の女子とすれちがうと、「おにーちゃんと仲いいねー」と杏は声をかけられるたびに赤くなってうつむいた。

　しかし、特に何を言い返すでもなく、なぜか守まもるの靴の踵かかとを軽く蹴けってくる。

「杏、どこか行きたいところあるか？」

「え？　んー……」

「綾坂と深見とはストラックアウトに行ったぞ」

「ストラックアウトってそもそもなに？」

「ボールを投げて、的を抜いていくゲームだ。……やってるのはソフト部だがな」

「ソフト部？　……あっ、わたしいきたい！　お兄ちゃんと勝負する！」

　杏は、ぴょんぴょん飛び跳ねて挙手した。



「ふふん、お兄ちゃんからエースキャッチャーの座を奪うチャンスね……」

　ソフトボールを手でぽんぽん弾ませながら杏がにやつく。

「……よく来ますね先輩」

　愛あい理りがなかばあきれ顔でいう。そんな彼女の前で、すぱぁん！　すぱぁん！　と杏は鋭いボールですべての的を抜いていった。ノーミスのパーフェクトだ。

「……やっぱり、もったいない気がする……」愛理がぽそっと言う。

「ふふん、これはどー考えてもお兄ちゃんには抜けないよね？」

「まあそれはそうだが、アンダースローとキャッチャーの実力は関係ないからな」

「はあー!?　なにそれー！」

　結局、守は五枚抜きに終わった。六枚以下は景品なしだ。

「一応杏はパーフェクト賞なんだけど、今切らしてて……繰り下げの景品でもいい？」

「いいよー。何なの？」



　二年Ｄ組の和風喫茶の真ん中で、杏は胸を張って笑った。

「これでお兄ちゃんからエースキャッチャーの座を奪ったも同然だね！」

「…………」

　無料券でもらった柏かしわ木ぎ茶にダウンさせられて、守は何も言い返すことができなかった。



    

  
    
      放送室の篠しの原はらさんたち①





　マネジ喫茶が、一時中断になるのは、午後のアトラクションの用意のためと、放送部主催の部活ラジオの出演のためだった。

　そんなわけで、守まもるたちは明みよう神じん学がく園えんの放送室にやってきていた。

「というわけで、正午の休憩時間のゲストは、現在、秋季大会で破は竹ちくの連勝街道驀ばく進しん中の硬式野球部のみなさんです！　自己紹介をよろしくお願いします！」

　アニメ声の放送部のアナウンサーに紹介されて、まず挨拶したのは守だった。

「篠原です」とマイクの前の守。

「綾あや坂さか飛鳥あすかです」と守の隣の綾坂。

「こんにちはなんだぞー。キャプテンの鈴すず鹿かだぞー！」と守の膝ひざの上の鈴鹿。

「お嬢様属性の深ふか見みでーす」

　と右から守を押しのけてマイクに近づく深見。

「監督の方の篠原です！」

　と守の頭を両手で押して身をのりだす杏あんず。

「顧問の保ほ科しなです」

　と受験数学担当教師モードでクールに眼鏡を押し上げながらも壁際の涼りよう子こ先生。

「偶然通りかかったら引きずりこまれたんですけど……」

　と守の左側で腕組みしながらジト目の愛あい理り。

「橘たちばなっすー。彼女募集中……だからそこどけやくぁたぁぎるぃいいい！」

　とアナウンサーの右側から、手を伸ばして片かた桐ぎりを押しのけている橘。

「僕が明めい学がく野球部の未来を担うスーパールーキー――だってんだろうが三さん下したァアア！」

　とアナウンサーの左側から、手を伸ばして橘を押しのけている片桐。

「か、風かざ見みを返してもらえないだろうか？」

　と壁際のソフト部主将の柏かしわ木ぎ。

「これから何するんすか？　まもるせんぱーい」と壁際の一年生・褐色キャラの相そう馬ま。

「帰りてー」と壁際の二年生・ヤクザ顔の芹せり沢ざわ。

「せまい……」と壁際の一年生・天然キャラの香か月つき。

「俺おれなんてどうせこんな隅っこがお似合いですよね……ハハ……」

　放送室の外から二年生・天あま野のの声が聞こえてくる。



「多いわ!!」

　アナウンサーが腹式呼吸で叫んだ。



    

  
    
      放送室の篠しの原はらさんたち②





　アナウンサーは、こほんと一つ咳せき払ばらいしてから言った。

「それでは、明めい学がく一、自由度の高い運動部といわれている野球部さんですが、チームのここが自慢！　といえば何がありますか？」

「そうですね……」

　守まもるが考え込んでいるうちに、

「綾あや坂さかのおかげで女子の見物が多い」と橘たちばな。

「スパプロの対戦相手に事かかないところかしら」と深ふか見み。

「無茶してもだいたい平気」と杏あんず。

「本番には強い」と愛あい理り。

「素人しろうとでも受け入れてくれる懐の深さでしょうか」と涼りよう子こ先生。

「口うるさい監督がいない」と片かた桐ぎり。

「間食がおいしいんだぞー！」と鈴すず鹿か。

「杏がいることかな。彼女は最高のソムリエだ」と柏かしわ木ぎ。

「僕を特別扱いしない所」と綾坂。

「設備が豊富なところ」と相そう馬ま。

「たくさん野球漫画がある」と香か月つき。

「メシはうめーな」と芹せり沢ざわ。

「海外合宿」と天あま野の。

　全員が同時に答えたので、マイクが拾えたのは涼子先生の「でしょうか」のみだった。

　少しの間があってから、守が微笑ほほえんで言う。

「結束力でしょうか」

「信じろと？」とアナウンサーは真顔で言う。

「そう思われるのも致し方ないと思います」と守は口元を押さえてうめいた。

「ご理解頂けて幸いです。では、次は、部のナンバーワンを探せ！　のコーナーですが――」

　直後。

「告白撃墜数トップは綾坂だな！」「篠原くん鈍感」「喧けん嘩かの回数が一番多いのは片桐と橘だと思うんだぞー」「モテるのも綾坂先輩じゃないですか？」「お前ら少し静かにしろ」

　しんと静まりかえった数秒後、ははは！　と皆で一斉に笑った。



　放送室の扉を見つめながら、深見は首をかしげた。

「予定よりも早く終わっちゃったわね？」

「いや、まあ」と守は顔をしかめた。「あれはプロの司会でもなかなか厳しいと思うぞ」



    

  
    
      学祭行あん脚ぎやの篠しの原はらさんたち





　茶道部は大盛況だったが、前売り券があったので早くに入場することができた。

「そう、それで時間が余っちゃったんですね。来てくれて、すごく嬉うれしいです」

　和室で、着物姿の綾あや坂さか飛鳥あすかが、可か憐れんに微笑ほほえんで言う。

　二十人ほどの客が一挙に部屋に入れられて、守まもるたちは丁度最前列に座していた。

「前売り券がたくさんさばけたのもあって……この調子だと、今日と明日はずっと茶道室につきっきりのような気がします」

「大変ですね……ああ、それと着物よく似合っています」

「ほんとですか？」と麗うるわしく微笑む飛鳥。「ありがとう」

　お茶菓子のごまだれ餅もちと、ふわふわと泡だった抹茶を作法通りにいただく。抹茶はもっと苦いものかと思ったが、思いのほか、まったりと柔らかな味わいだった。

「飲んだあとはお茶ちや碗わんの形や模様を楽しんでください」と飛鳥。

「か、形や模様を……？」

　半信半疑で、金きん箔ぱくつきの茶碗を眺めたり、すかしたりしてみる。

「どうですか？」と飛鳥は目を細めていう。「篠原さん」

「……この辺りの模様が野球のボールの縫い目のようで、親近感を覚えますが」

　少し笑われつつ、最後には茶碗を返して礼をする。

「「結構なお点て前まえでした」」

　一杯いただいた後、飛鳥が見送りに来てくれた。

「次に会うのは後夜祭ですね」

「後夜祭か……」

　明めい学がく祭は一日目のラストに後夜祭があり、二日目は撤収作業のみで終わる。



　その後、野球部間でささやかな「結構なお点前」ブームが起きた。

「お兄ちゃん、このお弁当結構なお点前だよね」

「ああ」

　昼食を食べていると、入れ替わりで一いつ旦たん校舎に戻っていた綾坂が帰ってきた。

「文化祭歩いてたら、タダ券たくさんもらっちゃったんだけど……」

　綾坂の両手には、各店各アトラクションのよりどりみどりの無料チケットがあふれている。

「…………結構なお点前でした？」と深ふか見み。

「そっ……その言い方、なんだかすごく、すごく嫌だ！」

　綾坂はあわてた。



    

  
    
      空き時間の篠しの原はらさんたち





「で！　これからどーするの？」

　と、杏あんずが両手を腰に当てて、ずいっとたずねてきた。ラジオが早く終わってしまったため、アトラクションの時間までは結構な自由時間ができた。

「どうするって……それぞれ好きな相手とぶらつくしかないだろう」と守まもるは言った。

「「好きな……」」

　綾あや坂さかと深ふか見みがふいにハモった。

「お兄ちゃん誰だれとまわるの？」

「ああ、それなら決めてる。――綾坂」

「え……僕でいいの……？」

「ああ。それと、深見」

「んっ？　わたしもなの？」

「ああ。それに杏だ」

「いつものメンバーじゃん」

「そうだな」

　綾坂と深見は目をぱちくりさせて、それから笑い合った。

　……何だ？　この反応。

「俺おれどーすっかなー」と橘たちばな。「女子と回りてーけど相手いねーしなァ」

「相手いないならみんなでいっしょにまわるんだぞー」と鈴すず鹿か。

「片かた桐ぎりがいねーなら付き合ってもいい」

「はァ!?　ついていくに決まってんだろバカ！」と片桐が怒鳴る。

「俺だってついてくに決まってんだろアホ！」

　鈴鹿は「おまえたち仲いいんじゃないかー？」と微笑ほほえましそうに犬猿の二人をひきはなしながら、男子一同で組んで文化祭の雑踏の中に消えていく。

「それじゃあ、わたしたちも行きましょ？」

　中庭で行われていた自転車レースに深見を乗せて参加したり、野球部の策略でカップルコンテストに綾坂と一緒に出場させられたり、杏と大食い競争に出たり……。

　そんなこんなで、すっかり疲れて、中庭のベンチでぐったりしてしまっていた。綾坂がよりかかって、深見が肩に頭を乗せて、杏が深見の膝ひざの上で寝転んでいる。

『生徒の呼び出しです』とアナウンスが響く。『これより、野球部のアトラクションを行うので、篠原守、綾坂飛鳥あすかさんの両名はすぐ専用グラウンドまでお越し下さい』

「「忘れてた！」」

　守と綾坂はがばっと起き上がって、つられて深見と杏もはっと目を覚ました。



    

  
    
      明めい学がく野球部の篠しの原はらさんたち①





　午後の部、最後のアトラクション。

　最も高く昇った日が落ちつつある中、グラウンドの周りは大盛況だった。

「これで仕上げだ。行くぞ綾あや坂さか」

「――うん、行こう。篠原」

　綾坂がうなずいて、マウンドに走っていくと、守まもるもホームの後ろに向かった。

　グラウンドには、スタメン全員が散っていた。打撃練習の格好で、このままアトラクションが終われば、ナインはそのまま練習の中に戻ってゆく。

「これが俺おれたちの最後の学園祭だ」

　守は、マスクを片手に、グラウンドに向かって大きく声を上げた。

「しまっていくぞ」

　ナインが一斉に呼応してくる。これから、自由参加のバッターたちを実践形式で百ひやく人にん斬ぎりしていく。それが、野球部がグラウンドをフルに使って行うアトラクションだった。

　当然、素人しろうとのバッターが綾坂のボールを打てるはずもない。手を抜いて投げつつも、しっかりと回転のかかったボールというのは中々打てないものなのだ。

　とはいえ、いつまでも投げていると明日に関わるので、ほかのメンバーで交代しながらだ。守と綾坂のレギュラーバッテリーは十人を斬ったところで、いったんマネジ喫茶のベンチに下がって休憩した。女性客がすぐ綾坂にサインを求めに来る。

「ねえお兄ちゃん、片かた桐ぎりくんがマウンドにいるよ？」

　接客中の杏あんずが、びっくりしたようにグラウンドを指さす。片桐がマウンドにいた。なかなかのカーブを放り込んで、さっそく素人バッターを打ち取った。

「ああ、あいつは元々投手だからな」

「え、そうなんだ。知らなかった」

「片桐は本番だと余計な事を考えすぎてプレーが駄目になるから、実戦ではマウンドに上げられないけどな……。……計算できればいい投手なんだが」

「あ、じゃあ、ルーティーンやらしたら？　あれ、余計な事考えなくさせるんだよね」

「ルーティーン……ああ、それならやってる。毎回グラブを突き出すルーティーンを作っているんだが、なかなかうまくいかなくてな。昔からやっていればまたちがうんだが」

　守はふとスポーツドリンクを飲みたくなって、その場から去った。

「ふーん……」杏はぼんやりとグラウンドを眺めながら呟つぶやいた。「片桐くんっていつも変なことばっか言ってるけど、それって昔からやってることじゃないのかなあ」

　杏は何の気なしにそうつぶやいて、すたすたと歩き去っていった。

　その背中を、綾坂がサインの手を止めて見つめていた。
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　守まもるは、スポーツドリンクを飲むために、部室にやってきた。

　部屋には、涼りよう子こ先生がいた。

「涼子先生。……何を読んでいるんですか？」

「ああ、野球ノートです。みなさんの成績を記録してあるものですね」

「……内容、わかるんですか？」

「いえ、あまり……けど、数字を見ているのは好きですから。ちなみに打率くらいなら、わかりますよ。意味も、字じ面づらからだいたいはわかっているつもりですが……」

「……いつも苦労されてますね」

「ええ。けど楽しいです」

　涼子先生の言葉はこちらも嬉うれしかった。

「あの、ところでこれを読んでてお聞きしたかったことがあるんですが。打率とか、打点とかはまだわかるんですが……ＯＰＳというのは、いったい何の項目なんでしょうか？」

「ああ、それは打者の貢献率のことですね」

「貢献率。……どうしてそう書かないんでしょうか」

「最近生まれたものなので、しっかりした和訳がされていないからですね」

　守は肩をすくめた。

「セイバーメトリクスと呼ばれているもので、いろいろな指標が生まれているそうなんです。セイバーにはそれほど詳しくありませんが……ＯＰＳやＷＨＩＰ、ＤＩＰＳ、ＲＣ27などが有名なところだと思います」

「へえ……それはどういう計算式のものなんでしょうか？」

　守が、その指標の方程式を教えると、涼子先生は数学好きだけあって興味深そうに聞いていた。言わばこれは、様々な選手の隠された能力をあばきだすための計算式だ。

「はあ……なるほど、それを代入して、得られる数字なんですね……面白いな……」

　がらっと部室の戸が開いた。顔を出したのは、綾あや坂さかだった。

「篠原、そろそろ交代。はやく防具つけておいた方がいいんじゃない？」

「ああ、わかった。それじゃあ、涼子先生、失礼します」

「がんばってくださいね」

　守が先に出ていって、涼子は一人野球ノートを膝ひざの上で閉じた。

「となると……篠原くんのＯＰＳは０・８９３で、綾坂くんのＷＨＩＰは１・25ですね」頭の中に残った数字でなんとなく計算する。「……高い方がいいんでしょうか？」

　涼子先生はのんびりと呟つぶやきながら、また篠原くんに聞いてみましょうと自己完結した。

　綾坂は、守に続いて部室を出ようとする手を止めて、涼子先生を見つめていた。
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　防具を置き放しのベンチに戻る途中、見慣れぬ屋台を見つけた。店番は深ふか見みと杏あんずだ。

「あ、篠原くん」と深見。

「何をしているんだ、二人とも」

「景品交換所だよ」と杏。「ヒットが出たり、出塁したりすると、いろいろなものがもらえるんだって」

「ほう、景品……どういったものがあるんだ」

「あのね、女の子向けならこれとか。メーカーさんに頼んで作ってもらったの」

　綾あや坂さかのブロマイドだった。しっかりとラミネート加工されている。

「これはどうなんだ……」

「……別に、喜んでくれるならいいんじゃない？」と綾坂。

「お、い、いいのか？　しかし、そうなると男子向けには何が……ぶっ」

　まず目についたのは、綾坂の――正確には、綾坂真ま琴ことの色っぽい寝姿の写真だった。

「こんな写真いつとっていたの!?」とあわてる綾坂。

「合宿中」

「い、いやまあそうだろうけど……」

　綾坂飛鳥あすかとしては平気だが、真琴としてはどうやら恥ずかしいらしい。お、男の人に、打たせるわけには……とつぶやきながらうつむく。

「ねえ、ところで片かた桐ぎりくんどこか故障しているの？」と深見がふいに問うてくる。

「うん？　なぜだ？」

「んー……いつものフォームとちがって、妙に足をかばって投げてるなーと思って……」

「俺おれにはいつも通りに見えるが……」

「うん、わたしもー」と杏。

　むしろいつもよりボールが走っているくらいだ。

「しかし、さっきから変化球しか投げていないな、片桐のやつは。打たせるつもりゼロだ」

「いいのぉ？」と杏。

「ま、下へ手たに手を抜かれるよりは観客も盛り上がるさ。じゃあ俺は行くぞ」

「うん。がんばってね」

　守まもるが行ってしまって、深見は一人で椅い子すに座ってグラウンドを見た。

「あ」と深見は声をあげた。「フォーム戻った」

　深見がそう呟つぶやいた時、片桐が投げたのは、ミットを叩たたくストレートだった。

　次のカーブでは、また足をかばった投げ方になって、深見は「……？」と首をかしげた。

　綾坂はそんな彼女を見返っていたが、ふと気付いていそいで守の後を追った。
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　守まもるがベンチで防具をつけていると、キンッと涼やかな金属音が響いた。

　何だと思って振り向くと、初のヒットが出ていた。ライト前にボールが落ちていた。

「片かた桐ぎりが打たれた!?　あいつ何やって……うおっ！」橘たちばながダッグアウトから顔を出して驚く。「おいおいやべーぞ篠原！　女子ソフト部が来た！」

「たいへんなんだぞー。れぎゅらーが出ないとやられてしまうんだぞー」

　鈴すず鹿かと橘があわててグラブを手にベンチから出て行く。

「……本気でお相手しないとね、篠原」綾あや坂さかがクスッと笑う。

　守が「ああ」とグラウンドに続く。一塁に立っていたのは、和服姿の柏かしわ木ぎだった。

「我がソフト部と和風喫茶に何度も足を運んでもらったからな。今度は我々の番だ」

　柏木は腰に手を当て、不敵な笑みで言った。

「……鳴なる沢さわ戦を前に最高のデモンストレーションになりそうだ」と守。

「そう言ってくれて感謝している。……私も元々は少年野球出身だからな」

　そういって離塁した柏木は、なんと、盗塁のできないソフトボールでは使われないツーウェイリードをとった。

　そして、片桐が二球目を投げたとたんに思いがけぬ俊足で二塁をつく。当然、和服なのでスライディングはしなかったが、意表をつかれて送球できなかった。

「まずいんだぞー、二塁にいかれてしまったんだぞー！」鈴鹿がわたわたする。

「……意外とはえーな。二盗の遅い俺おれと同じくらいはえーかも」と橘が言う。

「タイムだ！　レギュラーにシートを入れ替える！」

　守が呼びかけて、外野が戻ってくる合間に、橘が首をかしげた。

「なァ篠原、さっきの柏木、変な走り方してなかったか？　くいっと腰ひねるっつーか」

「ああ、あれはクロスオーバーステップだろう。右みぎ膝ひざを抜いて、左足から行く走り方だ」

「カッケー名前のわりにはフツーなのな」

　橘は笑って、左足を前に出して、セカンドの方に行く。

　なーなーと残った鈴鹿が袖そでをひいてきた。

「なーなーしのはらー、くろそばすてっぷって何がすごいんだー？」

「別に走り方がすごいわけじゃない。ただ――」

　守は肩をすくめて語を継いだ。「――左軸足のランナー専用の走法というだけだよ」

　守はそういってホームに向かおうとして、ふと気付いた。綾坂が来ない。

「綾坂、どうした」と守が呼んで振り返ると――

　綾坂は、なぜかセカンドの方の橘を見つめていた。そして、グラウンドを見回す。

このグラウンドの彼方かなたに、何かを遠く見渡すような瞳で。
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　……綾あや坂さかのやつ、どうしたんだ？

　マウンドに上がった綾坂は、グラブで口元を隠しながら、何かを懸命に考え続けているようだった。マウンドで、綾坂があまりこういう姿を見せたことはない。

　だが、すぐにその表情はひきしまった。

　柏かしわ木ぎを二塁に置いて、ソフト部最鋭の打者が左のバッターボックスに入ってきたからだ。

「本気で来てくださいね、先輩方」

　薄く目を細めて笑い、風かざ見み愛あい理りが、白線の中に立った。

　こんなに細身なのに、千せん国ごくの強打者以上の存在感を放っている。

「あたし、一度やってみたかったんです、野球部のエースバッテリーと」

　太陽を背負って、彼女は制服の胸を握りしめて微笑ほほえむ。

「綾坂先輩のボールにも、篠原先輩のリードにも、興味ありますから」

　愛理は、塁上の柏木にむかって手をさしだした。走らないでくれ、という合図だ。

　裏返せば、それは、ランナーは気にせず全力で来いというこちらへの訴えでもある。

「お手柔らかに頼む」

　塩を送られて、逃げのピッチングなどできるはずがない。

　全球勝負だ――綾坂。初球には、最高の『マルハナバチ』を。

　マウンドを見ると、綾坂はすでにグラブを胸にそえて、半身に構えていた。その瞳はまだかすかに揺れている。しかし、それは動揺ではなく、高揚に近いものに見えた。

　……お前はさっき、このグラウンドに何を見ていたんだ？　きっとその答えが、綾坂の変調の証拠のはずだ。だが、それを聞くのは愛理を打ち取ってからだ。

　愛理は、打席の真後ろに立って、胸を握りしめるいつものルーティーンで構える。フォームに揺らぎがない。どこにも力がなく、夏に見た時よりはるかに洗練されていた。

「プレイ」

　球審の手が挙がる。

　守まもるはすぐに意識をバッターからエースに移した。

　愛理は、速度の落ちるブレーキングボールには滅法強い。それなら……。

　股また下したにサインを出す。外角高めのマルハナバチを。初見のバッターには打てない。

　綾坂はうなずいた。

　高めいっぱい絶妙のコースにボールが来る。ミットが音を立てる。

「『マルハナバチ』……いいボールですね」

　愛理は、ぴくりともせずにボールを見送って言った。
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　ストライク、と球審が叫んだ。ストライクゾーンぎりぎりの球だった。

　しかし、愛あい理りは、それに驚きもせず、前に出したバットを見つめて言った。

「あたしは覚えてます、マルハナバチの回転。縫い目が見えない、真っ白なボールは、スタンドからでもよくみえましたから」

　守まもるは、目だけで愛理を見上げた。

　マスクの向こうで、目を伏せて愛理が微笑ほほえむ。

　ふっと息を吐くと、彼女は、柔らかにバットを構え直した。

　……「ボールは見えている」などといった安い挑発ではないだろう。愛理はきっと純粋な想おもいを口にしたのだ。

　ならばこそ試してみたくなる。さすがに同じコースに二度続けるのは厳しいが、それなら今度は内角にマルハナバチを。

　綾あや坂さかののびやかな腕がしなる。愛理の胸元にボールが走る。愛理のバットが、円を描くようになめらかに滑る。目の前でスイングの音が響いて、鋭いライナーが一塁側に飛んだ。

　グラウンドにいる全員の見つめる打球は、白線の外側に切れていった。ファウル。

　力んだ打球だ。だが、確かに愛理のバットは『マルハナバチ』を強打で叩たたき潰つぶすのではなく、捉とらえにいったスイングで、確実に芯しんに当てていた。

　これで、ツーストライクになったが、愛理の構えは変わらない。バットを持つ手も、スタンスもそのままだ。立ち位置を動かして、小細工をするようなことはせず、ただピッチャーと向かい合っている。

　結構、幼い顔をしているんだな。ふとそんなことを思う。マスク越しに見た世界は、いつもよりも洗練されて見える。

　願ってもない好打者だ。パフォーマンスで終わらせるにはもったいない。この打席は、アトラクションではなく、自分たちの勝負の場にしていく。

　三球目のサインを出す。綾坂は静かにうなずき、腕を上げた。ぐんっとホームに迫ったボールが、がくんと急落してストライクゾーンの下に潜った。

　フォーク。

　愛理は、わずかに肘ひじを動かしたのみで、目だけで見送った。

　守はぞくりとした。愛理は「フォークとカーブは見分けられると」言っていた。身体からだの一部が動いて見逃したということは、フォークを読んだのではなく『見た』のだ。



　勝負は、ツーストライク、ワンボールとなった。
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　ミットの音が鳴る。ボール、と球審が叫ぶ。

　愛あい理りが見逃したのは、外角低めに緩く落としたチェンジアップだった。

　……なんて目をしているんだ、この特待生は。

　守まもるは、なかば感動を覚えながら、この繊細な天才特待生を見上げた。

　愛理に投げた球数はこれで６。カウントは、ツーストライクスリーボール。

　フルカウントだ。次の球がストライクゾーンを外れれば、フォアボールになり、あとはもうストライクに入れるか、振らせて勝負していくしかない。……だが、シュートはファウルで対応され、緩急をつけたチェンジアップは二度も見逃された。

　そういえば、いつだったか聞いたことがある。プロで三割打てる人と、そうじゃない人のちがい。一度見たボールを、覚えきる能力が、それらしい。もしかすると、愛理はその類たぐいの人間なのではないのだろうか。そんな風にすら思えてくる。

　だが、と意識をマウンドに向ける。

　今はバッターのことよりも、エースと言葉を交わすべきときだ。

　このバッターは、俺おれたちが今までに相そう対たいしたことのない相手だからだ。

「綾あや坂さか」

　タイムをとって、マウンドに行くと、ミントの香りが風に乗って鼻をくすぐった。

　その香りに誘われるように、マウンドへ行く。

「……ごめん、篠原」

　いきなり、そう謝られた。

「……何のことだ？　綾坂」

「……さっきから、胸がドキドキしてて……マルハナバチが、強く投げられなくて……」

「胸……？　緊張か？」

「うん、でも、打たれるのが怖いとかじゃなくて……その……僕にも、まだよく整理はついていないけど……」

　綾坂は顔を上げた。守を見つめる瞳に、あの震えはもうなかった。

「このチームは、これから変わっていく気がする」

「……？　何だ、いきなり？」

「僕にも、まだわからないけど……きっと変われるよ」

　綾坂は、穏やかな微笑ほほえみとともに、手のひらをさしだしてきた。

　天使の指先だ。

　知らずに高鳴る鼓動の中、守は、その美しい指先をとっていた。

「風かざ見みさんを打ち取ったら、たくさん話しよう？　――守くん、私は何を投げたらいい？」
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「何を話していたんですか？」

「君はいいバッターだとな」

　問いかけてきた愛あい理りにそう答えて、守まもるはキャッチャーボックスに座り、ミットを構えた。

　愛理は応じず、胸元を握りしめて、静かにバットを立てた。

　いつのまにか、グラウンドは静寂に包まれていた。マウンドのエースが、愛理のストライクゾーンにボールを放った。

　バットの音が響く。

「ファウル」

　愛理は、外角に伸びてきたボールを、一塁方向に転がした。

　愛理は呟つぶやいた。吐息のような声で、……マルハナバチ、と聞こえた。

　七球目は、ほぼ外のボール球だったが、愛理は腕を伸ばして打ち払った。打球は、一塁のダッグアウトのフェンスに直撃して、跳ね返った。

　――八球目。綾あや坂さかが、足を上げた。サインは、もう出すつもりはなかった。



　愛理のバットが動く。なめらかなスイングが、ボールの下をこすって、バックネットにつきささるファウルとなった。

　フルカウントからの全球が、『マルハナバチ』だった。

　最高回転から、あと一回転、もしくは半回転、それがだめなら０・１回転でもいい。そう念じながら、指先でボールを放つ。

　愛理のファウルはどんどん真後ろに飛び、タイミングとスイングが合ってきているのがわかる。いずれは、回転数も、今できる限界に近づいてゆく。

　篠原。

　パートナーの名をつぶやいてみる。

　彼が返球したボールを受けて、そのグラブを胸に押しつける。

　最初の出会いから、六年たってはじめてちゃんとしたパートナーになった。……あまりにも遅すぎたけど、彼はそれでもいなくなるなと言ってくれた。

　守はミットを真ん中に構えた。動かない。



　遅くてもいい。

　君に届け。



　そよ風に押されるように、綾坂は胸を張り、指先でボールを放った。
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　その一球を、グラウンドの誰だれもが見ていた。

　深ふか見み月つく夜よが、篠原杏あんずが、保ほ科しな涼りよう子こが、橘たちばな雅まさ史しが、鈴すず鹿か巧たくみが、片かた桐ぎり司つかさが、柏かしわ木ぎ夢瑠が、風かざ見み愛あい理りが、ネットの外の綾あや坂さか飛鳥あすかが――そして、ミットをさしだした篠原守まもるが。

　綾坂真ま琴ことが投じたのは、どこから見ても、縫い目の見えない、白いボールだった。



　風見愛理は踏み込んだ。

　投じられた、白い輝きを見て、これは『マルハナバチ』だと思った。

　けして落ちることのない、美しい回転のストレート。

　スタンドで見た時、綺き麗れいだと思った。打ちたい、ではなく、打てる、でもなく、真正面から見てみないと。だけど、本当の意味でそれができるのは、後ろに構える篠原守一人だけだ。そんなことに今さら気付く。

　目にやきつけたマルハナバチをボールに重ねて、踏み込む。スイングを始動させる。

　ソフト部の特待生として、ただ見とれてるわけにはいかない。



　ボールはど真ん中。



　真っ白で、美しいボール。



　だが、愛理は気付いた。目に映るボールの大きさが、変わらない。



　一瞬、時が止まったのかと思った。



　白い一球は、愛理のスイングが緩やかに回ったその遥か上を通り過ぎて――



　守のミットに静かに収まった。



「ストライク」

　綾坂が、緊張の糸が緩んだように、はぁっと大きく空にため息を吐く。

　守はまるで試合に勝ったように、ミットを掲げてマウンドに走っていった。

　愛理は、それを見つめながら、高校に入ってはじめて三振したボールを思い出していた。

　……今の一球は、まるで……。

　まるで、風に舞う天使の羽根のような一球だった。



    

  
    
      

第四幕　後夜祭の篠原さん







　――学園祭は、ゆるやかに終わろうとしていた。

　講堂で催された後夜祭では、全校生徒参加のクイズ大会の後、一日目の演目表彰式が行われた。壇上のマイクの前に立ったのは、新生徒会長の兎うさい田だだ。

『アトラクションコンテスト、投票数一位、硬式野球部』

　壁際で談笑していたナインは、飛び上がって喜びをぶつけあった。

「綾あや坂さか！」と守まもるは思わず声を裏返した。「お前のアイデアだぞ！」

「う、うん！」

　守はハッとした。

「す、すまん、い、今俺おれは、きみっ、君の事をお前と――」

「それでいいよ」クスッと綾坂は苦笑する。「きみの呼びたいように呼んで」

「しかし――」

　さらに快挙は続いた。

『模擬店グルメコンテスト一位は、野球部っぽい喫茶店のバット形チュロスです』

　壇上の、クールで知られる受験数学担当の某先生が両手を叩たたいて飛び上がったが、たぶん生徒たちの大半は気付いていないはずだ。

「深ふか見み！　お前がリーダーなんだぞ……って、え？」

　ふと気付く。

　深見がいなかった。

　あいつ……どこにいったんだ？

　祭事の際、一番トラブルメーカーになるあいつは、今日はやけに大人しかった。その理由を知っているからこそ、あいつが困り顔を出すほど褒めてやりたかったのに。

　今、一番褒めて褒めて褒め殺してやりたい相手はあいつなのに。

『んん、えっと』マイクを通して、咳せき払ばらいの声が届く。『二年Ｃ組の深見です。突然ですがここでわたしのチームの壮行会です』

　壇上を見ると、深見がいた。……しかも、後ろではバンドの準備が着々と進む。

　……またあいつの前振りだったのか。守は、呆ぼう然ぜんとしながら、ステージを見た。

　橘たちばなのバンド案を即却下したのはこのため。はじめから企たくらんでたんだ。

『すっかり野球部無双になってしまいましたが、理事長の娘権限でこの場をお借りします』

　生あい憎にくといつもの深見だった。いや、全校生徒を巻き込んでの事だからいつも以上か。

『――送ります。わたしからみんなへ！』

　深ふか見みは、髪をなびかせて、笑顔でホールにむかって手を伸ばした。

　いつもの独断専行で。



　　　　　◇



　はじめて聞く旋律と、歌声が、余韻を残して、講堂の熱気の中に消え去ってゆく。

　はふ、と深見はハンカチで額の汗をぬぐうと、顔を上げた。

『えーと……』

　と、深見の声が講堂に響く。

『明日、わたしたち硬式野球部は文化祭に参加する事ができません。甲こう子し園えんベスト４の強い相手と戦ってくるからです』

　深見の手の中で、器用にくるくるとマイクが回って、その後ろを口元にそえてうーんと彼女は思案顔を作った。

『みんなも明日のために準備してきたと思うし、全力の応援は甲子園にまでとっておいてもらった方がいいかなーと思うので、あんまりこっちのことは気にせずに文化祭を楽しんでください。わたしたちはとりあえず勝って、報告しに戻って来ます』

　深見は髪をなびかせて、くるりと後ろを向いた。

『部活動の全国大会ってたくさんあるのに、なんで甲子園だけが特別なのか、わたしはよくわからないですけど、わたしに特別な理由はよくわかってます』

　深見の声は少しずつ恥ずかしそうにしぼんでいったが、すぐに明るくなる。

『わたしがそこにつれてってもらえるチャンスはあと二回。だからあと二回いきたい。ついでにその二回をみんなにスタンドでおすそわけできたらいいかなって思います。……ということで、明日の結果をお楽しみに』

　んっ、と一つ咳せき払ばらいすると、深見はくるんと向き直ってナインに手を伸ばした。

『では、拍手お願いしまーす！』

　深見は、生徒たちがこちらに向かって拍手を飛ばしてくると、くすくすといつものように笑って、鼻歌まじりにステージの後ろにはけていく。

　置いてけぼりにされたバンドメンバーは、えっもういくの、これで終わりでいいの、とあわてている様子だったが、彼かれ等らもたぶん投げっぱなしでふりまわされたのだろう。

　……結局、この学園祭もゆるやかには終わらなかったか。



　――ややあってから、体育館に深見の声がひびいた。

『あ、スタンドじゃなくてアルプスだっけ、応援の人が入るところ』

「そこはマイクを切れ！」

　守まもるは叫んだ。



　　　　　◇



「しーのはーらくん」

　深ふか見みは、余韻もくそもなくすぐにこっちにやってきた。

「感動した？」

「いきなりそう聞かれると感動も半減だ」

「そうなの」

　深見はくすくすと笑った。

「わたし感動しちゃいましたー」と満面の笑みの杏あんず。「すっごく面白かったです！」

　深見はありがと、と微笑ほほえんで言った。

「あのね、これさっきの台本」

「ああ……さっきのやけに素直なメッセージか」

　さしだされた紙をスッと手にとろうとしたが、ひょいと持ち上げられた。

「……？」

　スッ。ひょい。スッ。ひょい。スッ。ひょい。

　とれない。

「何がしたいんだお前は！」

「別にあげるなんて言っていないけど……欲しいの？」

「別に欲しくはないが……」

　くすくすっと深見は楽しそうに笑った。

　……なんなんだ全く。というか、一瞬、台本が真っ白に見えた気もしたが……。

「ともあれ、お前のおかげで、忘れられない学園祭になったよ」

「そうね」深見は唇に指を添えて考える。「さすがに今回はあまり面白い事探しもしてる暇なかったし、それくらい言ってもらわないとやった気がしないかも」

「そうか」

　じっと深見が見つめてくる。首をかしげる。

「もっと言ってくれないの？」

「ああ」

「……ふーん」

　深見はやがてにこっと笑った。

「うん、でも、それで充分ね。わたしも楽しかったから」

「ならよかった」

　このチームで最後の、そして、たった一日の学園祭がこうして終わった。



　　　　　◇



　後夜祭のあと、軽い練習があった。試合を直前に控えているので、調整程度だ。アトラクションでそれなりに身体からだを動かしているので、ピッチャー対策の打撃をする程度だった。

　練習が終わって、夕ゆう闇やみが訪れて、辺りが暗くなったマウンドの上に綾あや坂さかがいた。

「綾坂、ちょっといいか」

「あ……うん」

　守まもるが歩み寄ると、綾坂は後ろ髪をなびかせこちらを向いた。

「さっき、風かざ見みを三振させたボールのことなんだが」

「ああ、あれ？　本当は、振り遅れさせようと思ってスピードを抜いたんだけど……全力のマルハナバチの感覚が指先に残っちゃってて」

「……マルハナバチ……？」

　しかし、あの一球は、チェンジアップとも、マルハナバチともちがって見えた。

　不思議なストレート、というほかなかった。

「そうだよ」

「……あの風見が、完全にボールの下を振っていた」

「そうだね。彼女があんな空振りするの、はじめて見た」

　綾坂は肩に手をそえた。

「……うまくタイミングを外せてよかった」

　タイミングを外せた……？

　守はその見解に引っかかりを覚えた。

　タイミングを外した……だけじゃない。愛あい理りのスイングは、あのマルハナバチに対応していた。それでも、はるか下を振ってしまったのだ。

　ただの緩急じゃない……もっと別の何かが愛理のバットを回らせた。そんな気がする。

　愛理との対戦で、綾坂が投げすぎてしまい、あのあとは控え投手がアトラクションを回した。結局、守は出場し続けたため、綾坂と話している時間もあまりなかった。

　ふたりともー、といつもの呼び声が聞こえる。

　グラウンドの階段の方から、深ふか見みが呼んでいる。

「そろそろグラウンド閉めるって」

「ああ……もうそんな時間か」

　綾坂を見る。まだ聞きたいことは山ほどあったが、

「……行こっ」

　綾あや坂さかがそう微笑ほほえんでいったので、従うほかなかった。



　グラウンドの出口に、みんなが待っていた。

　いつもはばらばらに帰るのに、やはり、明日の鳴なる沢さわ戦に向けてどこか思うところがあるのかもしれない。先を行く綾坂を追って、守まもるはマウンドから一歩を踏み出した。

　因縁の相手との試合は、あと半日もない。



    

  
    
      
エピローグ





　空が高い。朝、家を出て、杏あんずとともに空を見上げてまずそう思った。雲一つなく、突き抜けるような青さが広がっていた。

　少し早く起きすぎて、駅までは、自転車を押して歩いて行った。

　このチームは、これから変わっていく。

　綾坂が昨日、残した言葉を反はん芻すうしながら、守は一歩一歩を踏みしめた。



　県営球場は、抽選会の時に一度やって来た総合スポーツセンターの中心にある。ロータリーでバスを降りると、すぐ目の前にそびえ立っていた。

　球場前から仰ぎ見ると、圧倒されるような大きさだった。まだ低い位置にある太陽を、球場の屋根がさえぎっている。

「いよいよ因縁の鳴沢戦かー。夏は五回コールドだったんだよなあ」

　橘たちばなが、腕のストレッチをしながら言う。

「な、鳴なる沢さわ……甲こう子し園えんベスト４……ど、どの程度の相手か楽しみだなあハハハ」

　片かた桐ぎりが試合前からカタカタと震えている。

「みなさんならきっと勝てると信じています」

　涼りよう子こ先生がぐっと控えめなガッツポーズをとる。

「わたしがサイン盗んであげるから、お兄ちゃんもいろいろがんばってよね」

　杏あんずが、ぽふぽふと兄の腕を叩たたいてくる。

「ああ」

「ビデオ見たけど、わたしたちとそんなに変わらない気がするの。きっと勝てるわ？」

　深ふか見みが、小首をかしげて無邪気に微笑ほほえむ。

「そうだな」守まもるは笑った。

「それじゃあみんなで道具を運ぶんだぞっ！　あやさかとしのはらはエースバッテリーだから持ったらだめなんだぞー」

　鈴すず鹿かがぴょこたん！　両手を広げて言う。

「うん、わかった」

　綾あや坂さかがうなずく。バスから荷物を運び出して、ナインは、

「それじゃみんな行くよー！」

　杏が監督として、率先して球場に向かっていく。

　守はそれを追おうとして、ふと「篠しの原はら」と呼び止められた。

　バスが去って、球場の前でふたりきりになる。

「……結局、あまり話している時間なかったね」

　綾坂は、首をかしげて微笑んだ。

「……昨日の話か。チームが変わる、っていう」

「そう。……あのさ」

「うん？」

「でも、それってこのままだと変わらないと思う」

「……？」

「だれかが変えなくちゃいけないんだ。僕にも、まだどうしたらいいのかわからないけど……」

　綾坂はふっと顔を上げて、守を見つめてきた。

「杏ちゃんを、ベンチに連れてきた君なら、なんとかしてくれそうな気がする」

「何だそれは？」

　守は苦笑した。

　綾坂は、かすかに微笑んだ。

「でも、君って鈍感だ」

「は？」

「鈍感だから、きっと気付いてない。だから、決めたんだ」

　綾あや坂さかは、舞踏会に誘う麗うるわしい王子のように、手をさしのべてきた。

「僕は、その手伝いをするから。鈍感で、天然で、ムッツリな君のパートナーとして」

「天然でムッツリ……君もそういう目で見ているのか……」

「え、……ち、ちょっとだけ」

「綾坂！」

「ご、ごめん、でも、大好きだよ」

「は……」

　守まもるが愕がく然ぜんとしてつぶやくと、綾坂はハッと何かに気付いたように目を丸くした。ぴょんと飛とび退のいて、わたわたと手を振る。みるみる頬ほおが赤くなってゆく。

「だ、だいすきっていやちが、表現まちがえっ……！　うわわわわちがうちがうちがうごかっ誤解を招く言い方だけど僕は僕はただきみのことがずっとずっとってそこじゃなくて、それらを補って余りあるパートナーだって、それだけ言いたかっただけで、あの、その」

「いや、それはわかってる。わかってるよ」

　守は、言葉をしぼりだす。

「最近、どうもお互いにぎこちないところもあったから……改めていわれると嬉うれしいよ」

「う……」

　綾坂はなんともいえない表情で赤くなる。

　そのとき、守は気付いた。綾坂の後ろから吹いてきた風のせいだった。

「わかった」

「えっ？」と綾坂。

「君と、飛鳥あすかさんのちがいだよ。たぶんもう二度とまちがえない」

「え……え……な、何それ？」

「その……改めて言葉にすると非常に言いづらいんだが……」

「いいから、言ってよ」

「その……」

　守は口に手を当てた。

「……に、匂においがちがう」

「はっ!?」綾坂は半笑いで真っ赤になった。「なっなっ何言ってるんだよっ!?」

「……君の方は、甘さの中にミントの香りがする」

「……………」

　綾坂は赤くなってうつむいてしまった。二度、まばたきをする。ふうっ、と息を吐く。

「変なところで敏感なんだね。……もう行くよ？」

「ああ――」

　綾あや坂さかが行ってしまって、その後を追おうとして足を出すが、その時ふいにポケットの携帯が震えた。見ると、愛あい理りからの着信だった。

　件名はこうだ。



　差出人：‥風かざ見み愛理

　　件名：‥昨日のボールの件

　　題名：‥お時間あったらかけなおしてください。

　　　　　あの真っ白なボール、鳴なる沢さわ打線にも通じるかもしれません。



　そうだな、と守まもるは思った。あのボールについてを聞くなら愛理が適役だろう。



「あ」

　と、綾坂は声をもらした。

　先にベンチに行ってたはずの深ふか見みが、選手用通路の方からやってくる。

「綾坂さん、二人とも呼びに来たんだけど――篠しの原はらくんは？」

「え？　篠原は……あれ、まだあんなところにいる」

　綾坂は振り向いて、目を丸くした。それからふと、深見を見る。

　……篠原との距離感がつかめなくて、少し焦ったりもしたし……壮行会を見て、かなわないなあと思ったりもしたけど――

　まだ自分の気持ちにちゃんと向き合えてないのに、うらやましがったって仕方ない。

　深見さんは篠原の隣に。

　私はグラウンドで彼に向かい合う。

　そこがスタートラインだ。十八・四四メートル先から彼の下もとへ。

「深見さんって、篠原と仲良いいよね」

「そう？」

　深見は嬉うれしそうににっこりとする。

「うん。けど、負けないから」

　そう告げて、グラウンドへ小走りに駆け出す。切る風が、火ほ照てる頬ほおに心地よかった。



　深見は、飼い主を見つけた子犬のように走って迎えにやってきた。

「どうした、深見？」

　愛理との電話を終えた携帯をしまいながら問う。

「……あのね、」深見は、身をのりだしていう。「篠原くんを、お迎えに来たの」

「ああ……悪いな。すっかり愛あい理りと話し込んでいた。じゃあ、行くか、深ふか見み」

「うん。綾あや坂さかさんがね、先に行ってるって」

「ああ、わかってる」

　深見の後ろ髪を見つめながら、球場に歩き出す。

　綾坂が、チームメイトが待つ球場へ。



　試合開始まで、あともう少し。



    

  
    
      



    

  
    
      



    

  
    
      速球派投手の篠しの原はらさん





　球だけは速かった。肩が強いなといわれて、少年野球の投手をはじめてみたけれど、なぜだか強いチームにあたると速いだけのボールはすぐ打たれて、点を失ってしまった。

　どうしてなんだろう？　どうして俺おれのボールは打たれてしまうんだろう？

　そう思って、すごい投手の球をよく見るようになった。

　回転がちがうんだ、と気付いた。



　そんなある日、地元にあるもう一つの少年野球チームと公式戦であたった。試合前に正捕手が故障して、はじめて公式戦でマスクを被かぶる事になった試合だ。

　相手のエースは、まるで女の子みたいに綺き麗れいな顔をしたピッチャーだった。

　自分よりも遅いボールなのに、回転がちがった。投げる姿も、投げるボールもすべてきれいだと思った。縫い目の見えないボールは、まるで天使の羽根だった。

　その試合の帰り、アヤサカというその投手と一緒になった。黙って同じ電車にのって、黙って同じ地元で降りた。階段で、投手が足をすべらせた。怪け我がをさせたらだめだと思った。気付いたら、抱き留めていた。階段を転がったが、彼は無事だった。

「きみ……大……丈夫？」

　無事だったアヤサカを見てほっとして、情けない事に、そのまま気を失ってしまった。

　幼おさな馴な染じみに、『真っ白なボールを投げる投手がいたんだ』と力説したら、大量の「？」マークを突き返された。いつか理解して欲しいなと思いながら、それでも懸命に語った。



　中学の新入部員の挨拶の時、アヤサカが横にいて、お互い、驚いた顔を見合わせた。

　自己紹介で、彼がアスカという名前だと知った。

　希望ポジションはやはり投手。このピッチャーの球を受けたいと聞きながら思った。

　綾あや坂さかはいつかエースになるんだろうなと考えていると、自分の番が回ってきた。

「一年Ａ組、篠原守まもる。少年野球では、ピッチャーをやってました」

　守は、遠くの空を見上げながら言った。

「希望ポジションは――」



　この投手の球を受けてみたい。



「正捕手です」



　なぜか思い切り天然扱いされた。……そうか？



    

  
    
      夏大決勝の篠しの原はらさん





　夏の高校野球選手権、千ち葉ば県大会もいよいよ残すところこの決勝戦のみとなりました。去夏から続く因縁の対決を一目見ようと、球場には超満員の観客がつめかけています。

　本日の決勝戦、先攻は春夏甲こう子し園えん制覇を目指すＡシード、鳴なる沢さわ高校。甲子園常連校の実力そのままに、ここまで圧倒的な力をもって勝ち上がってきました。

　対する後攻は、本大会で一躍その名を知られることとなったノーシードのダークホース、明みよう神じん学がく園えん高校。弱冠十六歳の女子監督、歩くスコアメーカーと呼ばれる素人しろうと部長、エースキラーの異名をとる美少女マネージャー……と話題に事欠かない個性派チームですが、一回戦からここまで開大功徳、御み堂どう商業、と歴代県大覇者を立て続けに撃破し、今まさに房総半島に明めい学がく旋風を巻き起こしています。

　まもなく試合開始、――明学ナインがベンチ前でおなじみの円陣を組みました。



「諸君、心の準備は？」

　三番センターで控え投手の片かた桐ぎりが、右の拳こぶしを差し出した。

「試合後に合コンの予定入れてんだ。甲子園決めてハクつけんぞ」

　不動の一番セカンドの橘たちばなが、左拳を突き出す。

「真面目まじめにやれ、橘。試合が延長したらどうするつもりだ」

　四番正捕手の守まもるが、ごつりと拳げん骨こつをぶつける。

「き、緊張してきました……ここで勝てば甲子園とさきほどお伺いしたので……」

　ベンチの方から、顧問の涼りよう子こ先生が、拳のトライアングルの上にぺたっと手をのせる。

「まーこのわたしがいれば余裕だよねっ。愛あい理りさんたちも応援来てるし、がんばろー」

　監督の杏あんずが、フェンスから身をのりだして両手をぺちんと置いてくる。

「行きましょ？　こうしえん」

　マネージャーの深ふか見みが、サイドの髪をかき上げて、手をさしのべてくる。

「行こう、みんな。この試合が終わったら、みんなに話したいことがあるんだ」

　エースの綾あや坂さか真ま琴ことが、最後に指先を添える。

　そして、重ねられたナインの手の下で、二番ショートの鈴すず鹿かが、

「めいがくー」と声を上げた。「ふぁい」

「おお」とナインが呼応する。それとともに、ぎゅむ、と鈴鹿の頭が押される。

「ふぁい」「おお」ぎゅむ。「ふぁい」「おお」ぎゅむむ。「ふぁい」「おおおおおっ」むむむ。

　鈴鹿がぴょいんと飛び上がって、その勢いで皆の手が天に舞う。



「よし」守まもるはダイヤモンドに向かって駆け、声を上げた。「――勝つぞ！」



    

  
    
      



    

  
    
      
あとがき



　お久しぶりです、千せん羽ばカモメです。

　この本を手にとっていただいて、本当にありがとうございました。

　今度の話では、明めい学がくナインが全員スタートラインに立てるように全力を尽くしました。そんな今回は、唯一、仮入部員だった杏あんずが中心の物語です。

　これで明みよう神じん学がく園えん野球部をとりまく物語は一区切りということになりますが、このページを開いてくれているあなたに満足いただけたらそれに勝る喜びはありません。



　篠しの原はらさんのイラストを担当して頂いたの八や重え樫がし南なんさんには、底抜けに可愛かわいいキャラを描いて頂きました。毎回ラフ画を頂くと、見てしまうのがもったいなくて中々目を通せませんでした……それが最後になるかもしれないと思うと残念でしかたありません。

　そして、デザインを担当していただいたアフターグロウ様。声をかけていただいた編集部の方々。毎回ご苦労をおかけした校正、印刷所の方々。翻訳オファーをしてくださった海外出版社の皆様。一巻の時からずっと苦労をかけながらも見捨てずにいただいた担当の瀧たき口ぐちさん――多くの人に篤いご協力をいただきました。

　私一人の力ではここまでのものを作れませんでした。深く御礼申し上げます。

　何より、この本を読んでくれたあなたに心からのありがとうを。ファンレターをいただいたり、キャラをサクセスしてくれたことも、本当に励みになりました。



　そして、明神学園の物語はここから新しいスタートです。この巻のラストは、明学ナインの道標です。あれが深ふか見みの二度寝中の夢なのか、近い将来の光景なのかは、読んでくれた人たちの想像にお任せしたいと思います。

　ちなみに、今回出てきた鳴なる沢さわ高校は、篠原さん一巻発売前に、公式ブログで連載した特別編で実際に一度戦っている（数行でボロ負けさせられた）相手です。興味を持たれた方がいたら、そちらの方もぜひご覧になってください。



　相手チームがバッティングや走塁で阻はばんでくる中、チームメイト同士でうまくボールをキャッチしあえれば相手は「アウト」を認めざるを得ない。そんな競技を題材に、とにかく楽しんで書いてきました。それが本になって、守まもるや綾あや坂さかや深見や杏や愛あい理りたちの物語をこうして自分以外の人にキャッチしてもらえた事は、望外の喜びでした。

　これからは、今よりもっと上う手まく投げられるようになっていきたいものです。

千羽カモメ



    

  
    
      　著者

　千羽カモメ（せんば・かもめ）

　　原付の鍵をなくしてはや三ヶ月。

　　すっかり徒歩の生活にもなれ、健康にもなれました。

　　そろそろ鍵を探そうと思います。



　イラスト

　八重樫南（やえがし・なん）

　　千葉県在住。「シー・マスト・ダイ」（ガガガ文庫）、「放課後限定勇者さま。」（電撃文庫）などの小説挿絵や、３ＤＳソフト「閃乱カグラ‐少女達の真影‐」（マーベラスエンターテイメント）などゲーム原画でも活躍中の人気イラストレーター。



    

  
    
      正捕手の篠原さん３
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